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S001

S002

S003

S004

S005

S006

S007

鉄骨標準図

鉄筋コンクリート標準図　その１

露出固定柱脚工法標準図　その２

S008

S009

S010

S011

鉄筋コンクリート標準図　その２

鉄筋コンクリート標準図　その３

鉄筋コンクリート標準図　その４　

S012

土質柱状図　その１

土質柱状図　その２

【体育館】１階床伏図（柱梁符号図・スラブ符号図）
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S016

S017

S018

S201

S202

S203

S204

S205

S206

S207

S208

S209

S210

S211

【体育館】軸組図　その１

【体育館】軸組図　その２

【体育館】軸組図　その３
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図　面　名　称

特記仕様書　その１

図面番号

A001

A002

A003

A004

A005

A006

A007

A008

A009

A010

A011

A012

A013

A014

A015

A016

A017

A018

A019

A020

A021

建築

全体現況配置図

【実習工場・実験室棟】２階・R階平面図

建物求積図・面積表　その１

A023

A022

目次　

A024

A027

A025

A026

A028

A029

A030

A031

A032

A033
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A042

A041

A040

A039
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A036

A035

A037

A047

A045

A046

A048

A049

A050

A051

A052

A053

A054

A060

A059

A058

A056

A055

A057

A096

A095

A097

A094

A092

A093

A091

A090

A089

A088

A087

A086

A085

A084

A083

A082

A081

A080

A069

A068

A067

A066

A065

A064

A063

A062

A061

設計概要・外部仕上表・附近見取図

A071

A072

A073

A074

A075

A076

A077

A078

A079

A070

【実習工場・実験室棟】内部仕上表

A098

A099

A100

特記仕様書　その２

特記仕様書　その３

特記仕様書　その４

特記仕様書　その５

特記仕様書　その６

工事区分表

A101

A102

A103

A104

A105

A106

A107

A108

A109

A110

図　面　名　称図面番号 図　面　名　称図面番号 図　面　名　称図面番号

構造

目次 A001

特記仕様書　その７

特記仕様書　その８

建物求積図・面積表　その２

全体計画配置図

計画配置図　第３工区

【実習工場・実験室棟】ピット伏図

【実習工場・実験室棟】１階平面図

【実習工場・実験室棟】断面図

【実習工場・実験室棟】矩計図　その１

【実習工場・実験室棟】矩計図　その２

【実習工場・実験室棟】トイレ廻り詳細図

【実習工場・実験室棟】平面詳細図　その１

【実習工場・実験室棟】平面詳細図　その２

【実習工場・実験室棟】展開図　その１

【実習工場・実験室棟】１階・２階天井伏図

【実習工場・実験室棟】建具表　その２

【体育館】建具表　その１

【体育館】建具表　その２

建具詳細図　その１

建具詳細図　その２

建具詳細図　その３

サイン特記仕様書・サインリスト

サインプロット図　その１

サインプロット図　その２

サインプロット図　その３

サイン詳細図　その１

サイン詳細図　その２

サイン詳細図　その３

雨水排水流域図

外構詳細図　その１

外構詳細図　その２

外構詳細図　その３

渡り廊下詳細図　その１

渡り廊下詳細図　その２

A111

敷地図･敷地求積図　その１

【実習工場・実験室棟】１・２階建具伏図

外構平面図　

雨水排水工平面図

雨水排水工桝リスト

舗装工平面図

施設工平面図

植栽工平面図

溶接基準図

型枠用デッキプレート標準図

露出固定柱脚工法標準図　その１

屋根用デッキプレート標準図

地盤改良（深層混合処理工法）特記仕様書

土質柱状図　その３

土質柱状図　その４

土質柱状図　その５

土質柱状図　その６

【体育館】地盤改良伏図、基礎伏図

【体育館】軒高床伏図（柱梁符号図、接合部仕様図）

【体育館】基礎・RC部材断面表

【体育館】雑配筋図

【体育館】鉄骨部材接合部要領図　その２・デッキスラブ断面表

【体育館】鉄骨標準詳細図

【体育館】鉄骨詳細図　その１

【体育館】鉄骨詳細図　その２

【体育館】外装支持鉄骨軸組図

【実習工場・実験室棟】展開図　その２

【実習工場・実験室棟】展開図　その３

【実習工場・実験室棟】展開図　その４

【体育館】立面図

【体育館】内部仕上表

【体育館】１階・キャットウォーク階平面図

【体育館】Ｒ階平面図・ピット伏図

【体育館】断面図

【体育館】矩計図　その１

【体育館】矩計図　その２

【体育館】１階天井伏図

内部部分詳細図　その１

内部部分詳細図　その２

内部部分詳細図　その３

内部部分詳細図　その４

内部部分詳細図　その５

内部部分詳細図　その６

外部部分詳細図　その１

外部部分詳細図　その２

外部部分詳細図　その３

【実習工場・実験室棟】立面図

【体育館】トイレ廻り詳細図

【体育館】平面詳細図　その１

【体育館】平面詳細図　その２

【体育室】１階・キャットウォーク階建具伏図

【実習工場・実験室棟】建具表　その１

敷地図･敷地求積図　その２

外構詳細図　その４

外構詳細図　その５

外構詳細図　その６

外構詳細図　その７

外構詳細図　その８

外構詳細図　その９

外構詳細図　その１０

【体育館】展開図　その１

【体育館】展開図　その２

仮設計画図（参考図）

【実習工場・実験室棟】矩計図　その３

【体育館】矩計図　その３

屋外倉庫詳細図　その１

屋外倉庫詳細図　その２

【体育館】更衣室廻り詳細図

【実習工場・実験室棟】矩計図　その４

体育器具詳細図　その１

体育器具詳細図　その２

体育器具詳細図　その３

体育器具詳細図　その４

体育器具詳細図　その５

体育器具詳細図　その６

収納台車詳細図

舞台機構設備詳細図

鋼製床組詳細図　その１

鋼製床組詳細図　その２

【体育館】ｷｬｯﾄｳｫｰｸ階床伏図（柱梁符号図、接合部仕様図・スラブ符号図）

【体育館】鉄骨柱・大梁・鉄骨二次部材断面表

【体育館】鉄骨部材接合部要領図　その１

外構詳細図　その１１

S101 【実習工場・実験室棟】

S102 １階床伏図（柱梁符号図・スラブ符号図）

S103 ２階床伏図（柱梁符号図・スラブ符号図）

S104

R2階床伏図（柱梁符号図・接合部仕様図）S105

【実習工場・実験室棟】軸組図　その１S106

【実習工場・実験室棟】軸組図　その２S107

【実習工場・実験室棟】軸組図　その３S108

【実習工場・実験室棟】軸組図　その４S109

【実習工場・実験室棟】基礎・RC部材断面表S110

【実習工場・実験室棟】雑配筋図S111

【実習工場・実験室棟】鉄骨柱・大梁・鉄骨二次部材断面表S112

【実習工場・実験室棟】デッキスラブ断面表

S113

S114

S115

S116

S117

S118

【実習工場・実験室棟】鉄骨部材接合部要領図　その１

【実習工場・実験室棟】鉄骨部材接合部要領図　その２

【実習工場・実験室棟】鉄骨標準詳細図

【実習工場・実験室棟】鉄骨詳細図　その１

【実習工場・実験室棟】鉄骨詳細図　その２

【実習工場・実験室棟】外装支持材鉄骨軸組図

既成梁貫通孔補強金物標準図

S301

S302

渡り廊下　構造図　その１

渡り廊下　構造図　その２

地盤改良伏図、基礎伏図

【実習工場・実験室棟】

【実習工場・実験室棟】

【実習工場・実験室棟】

プロパン庫詳細図

建具付記事項

S019 土質柱状図　その７

【実習工場・実験室棟】R1階床伏図（柱梁符号図・接合部仕様図）

S119 【実習工場・実験室棟】鉄骨詳細図　その３

S120

S303 渡り廊下　構造図　その３

S217

S216

【体育館】内装支持鉄骨要領図
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滋賀県立大学
新築工事(第３工区)
滋賀県立高等専門学校

その他の地区、地域の指定

積

員

指域途地 定6.

ロ. 道前 面 路 巾

8.

そ

イ.

敷11.

9.

敷 地 面

地

の他の 制規

用

防7. の地火 域 定指

の

敷

工

区5.

　4.

　3.

域 の 定指

位

種事

地

別

置

工

主2.

1.

用要 途

名事 称

指定なし

36,567.05

・東側：　7.4 ｍ　（市道　市三宅竹生線）

なし

指定なし

　許容建ぺい率　：　　 70 ％ 

　許容容積率　　：　　200 ％

指定なし（法22条地域外）

滋賀県野洲市字市三宅地内

【実習工場・実験室棟】高等専門学校

滋賀県立高等専門学校　新築工事

市街化調整区域

設　　計　　概　　要

新築

㎡

A002設計概要・外部仕上表・附近見取図

14. 工　事　範　囲

イ．　建　　築　　工　　事

○　　本　　体　　工　　事

　-１．　実　習　工　場　・　実　験　室　棟　建　築　工　事

○　　別　　途　　工　　事

　-４．　外　構　工　事

外　部　仕　上　表15.

16. 附近見取図

造

業

数

イ.

ロ.

ハ. 階

地

構

構12. 造 ・ 模規

鉄骨造（準耐火建築物）

直接基礎、地盤改良

地上：2階

【実習工場・実験室棟】

【渡り廊下５，６，７】

造

業

数

イ.

ロ.

ハ. 階

地

構 鉄骨造

直接基礎、地盤改良

地上：1階

　都市計画法（昭和43年法律第100号）

各　部　の　高　さ13.

10. 主な法規・条例

　-
　-

A1:1/6000　　A3:1/12000

【　実習工場・実験室棟　】

定

さ

さ

高

定

ホ. 基 礎 深

ロ.

ハ.

ニ.

物 の建 築 高

軒

盤標 地準 の面 設

イ. 設 G計 のL 指

標準地盤面　＋　６，０１０

TP + ９８．９２

TP + ９８．８３　（設計GL－９０）

標準地盤面　＋　５，５７０

標準地盤面　－　１，９００　（１FL － ２，０００）

【　体育館　】

さ

さ

高

定

ホ. 基 礎 深

ロ.

ハ.

ニ.

物 の建 築 高

軒

イ. 設 G計 のL 指

標準地盤面　＋　　８．８８５

TP ＋ ９８．７７

TP ＋ ９８．７１　（設計GL－６０）

標準地盤面　＋　　８．５６０

標準地盤面　－　　１．５５０　（１FL － １．６５０）

【　渡り廊下　】

定

さ

さ

高

定

ホ. 基 礎 深

ロ.

ハ.

ニ.

物 の建 築 高

軒

盤標 地準 の面 設

イ. 設 G計 のL 指

標準地盤面　＋　　３，３５０

TP ＋ ９８．９２

TP ＋ ９８．８２（設計GL-１００）

標準地盤面　＋　　３，２３０

標準地盤面　－　　８４０

 JR野洲駅

 敷地位置

 滋賀県野洲市市三宅

 野洲川

 市道市三宅竹生線

 市道市三宅竹生線外周線

 県道木部野洲線

 市道北口線

1 ）屋根

２）外壁

４）

外部建具

シート防水A一般部

（シート防水 + 断熱材厚35 + デッキプレート）

室外機置場床兼 （梁上）有孔鋼板溶融亜鉛めっき仕上　厚40

一般部

足元腰壁部

誘発目地@3,000内外

コンクリート打放し（A種）の上 保護塗装（カラークリア）

扉：ｽﾃﾝﾚｽ製建具　Ｆ-ＢＥ

窓：ｱﾙﾐ製建具　BB-2種

アルミ製丸型バンドレスタイプ（電解着色仕上）

（梁下）吊折版(高耐食性アルミニウム亜鉛合金　めっき鋼板厚0.6)

その他

【　渡り廊下５，６，７　】

屋外作業場屋根

竪樋

定盤標 地準 の面 設

　-３．　渡　り　廊　下　・駐　輪　場　等　付　属　建　屋　建　築　工　事

【　実習工場・実験室棟　】

庇 ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ庇（既製品）

Ｎ

本工事・別途工事の別は、工事区分表による。

【体育館】高等専門学校

造

業

数

イ.

ロ.

ハ. 階

地

構 鉄骨造（準耐火建築物）

直接基礎、地盤改良

地上：1階

【体育館】

1 ）屋根

２）外壁

３）軒天

４）外部建具

シート防水AR階屋上

（シート防水 + 断熱材厚35 + デッキプレート）

キャットウォーク階屋上

一般部

扉：ｽﾃﾝﾚｽ製建具　ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ

窓：ｱﾙﾐ製建具　BB-2種

ケイカル板厚８の上塗装C

【　体育館　】

アルミ製丸型バンドレスタイプ（電解着色仕上）５）その他 竪樋

 　屋外設備機器置場

押出成形セメント板厚75（リブあり）横張の上 塗装A　吹付断熱材厚35

アルミパネル庇（既製品）庇

標準地盤面　＋　３，２２０

TP ＋ ９８．８７

TP ＋ ９８．５９（設計GL-２８０）

標準地盤面　＋　３，０４０

標準地盤面　－　９１０

標準地盤面　＋　３，４９０

TP ＋ ９８．８７

TP ＋ ９８．５８（設計GL-２９０）

標準地盤面　＋　３，３４０

標準地盤面　－　９００

【　渡り廊下５　】 【　渡り廊下６　】 【　渡り廊下７　】

アスファルト露出断熱防水

（断熱材厚35 + アスファルト防水層）

　-２．　体　育　館　建　築　工　事

その他 吹付断熱材厚35

３）

メンテナンス手摺 溶融亜鉛めっき仕上

１）屋根

２）柱・梁

３）その他

シート防水B

鉄部:溶融亜鉛めっきの上　DP塗装

竪樋

木片セメント板t18

デッキプレート山高50 溶融亜鉛めっき素地

St FB3*150　溶融亜鉛めっきの上　耐候性カラー塗装幕板

ガルバリウム竪樋　６０φ

<令２条の六>

【駐輪場２-１，２，３，４，５，６】

造

業

数

イ.

ロ.

ハ. 階

地

構 アルミニウム合金造

直接基礎

地上：1階

【屋外倉庫】

造

業

数

イ.

ロ.

ハ. 階

地

構 鉄骨造

直接基礎

地上：1階

定

さ

さ

高

定

ホ. 基 礎 深

ロ.

ハ.

ニ.

物 の建 築 高

軒

盤標 地準 の面 設

イ. 設 G計 のL 指

標準地盤面　＋　　２，０５８

TP ＋ ９８．５８

TP ＋ ９８．５８（設計GL±０）

標準地盤面　＋　　２，０５８

標準地盤面　－　　７８０

【　駐輪場２－１、２，３，４，５　】 【　駐輪場２－６　】【　駐輪場・屋外倉庫　】

【　駐輪場　】

１）屋根

２）柱・梁

３）

アルミ押出型材

その他 竪樋

【　屋外倉庫　】

１）屋根

２）外壁

３）外部建具

折版屋根

角波サイディング

アルミ製建具

４）その他 竪樋 塩ビ製角樋

鋼製シャッター

アルミ押出型材

アルミ押出型材

標準地盤面　＋　３，３８０

TP ＋ ９８．６８

TP ＋ ９８．６８（設計GL±０）

標準地盤面　＋　３，３８０

標準地盤面　－　２００

【　屋外倉庫　】

標準地盤面　＋　　２，０７５

TP ＋ ９８．５８

TP ＋ ９８．５８（設計GL±０）

標準地盤面　＋　　２，０７５

標準地盤面　－　　７８０

琵琶湖森林づくり条例

だれもが住みたくなる福祉滋賀のまちづくり条例

野洲市景観条例

盛土規制法

土壌汚染対策法

バリアフリー法

押出成形セメント板厚60（リブなし）横張の上 塗装B、C　吹付断熱材厚35

押出成形セメント板厚75（リブあり）横張の上 塗装A　吹付断熱材厚35

押出成形セメント板厚60（リブなし）横張の上 塗装B、C　吹付断熱材厚35
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A003

特記仕様書１

　 能日数を考慮した

・ 屋根及びとい工事(内外装板金)　・ 金属工事(・鋼製下地工事 ・内外装板金)　

・ ダクト板金作業（建築板金）　・ 冷凍空気調和機器施工作業（冷凍空気調和機器施工）

※請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始

※請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始

・ サービス版

ＤＶＤ-ＲＯＭにて提出すること。

   サービス版
   サービス版
   サービス版
   サービス版

   サービス版
竣工写真については、銀版写真の場合はネガ、デジタル写真の場合はファイル形式をＪＰＥＧとし、

ジタルカメラの総画素数は200万画素以上、記録画素数は640×480画素以上とする。
　工事管理写真はカラーとし、その内容が明確に判別できるものとする。デジタル写真とする場合、使用するデ

主として内観

主として外観
工事月報用
完了届提出用
適宜,ｱｽﾍﾞｽﾄ撤去は工程毎
状況によりつなぎ写真

・　　 ・ 10  ・ 20

・　　 ・　5　・　7
※　3　・　6　・　9
・　　 ・　9　・ 12

・　4  ・　9　・ 30

１
３
１
１

竣工写真
定期提出
完 成 時
工 事 中
着 工 前

備　　　　考部　数撮 影 箇 所分  類 ・ 規  格区　分

４.工事写真
を参考とし、詳細については監督職員の指示による。

　保全に関する資料は標仕により作成し、監督職員に指示された必要部数の原本、複写図および電子データを

提出するものとする。なお、作成に際しては、国土交通省作成の「建築物等の利用に関する説明書作成の手引き」

３.保全に関する資料
　　　　部を提出するものとする。
　完成図の種類、記入内容および様式は標仕により作成し、ＣＡＤデータおよび焼付製本（縮小版Ａ４サイズ）

・ 植栽工事(造園工事)　・ 外壁改修工事(樹脂接着剤注入施工)
・ 排水工事(建築配管)　・舗装工事（・ 溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事 ・ 加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ工事）
・ 塗装工事(建築塗装)　・ 内装工事(・ ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上工事 ・ ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上 ・ ﾎﾞｰﾄﾞ仕上工事 ・壁装)
・ ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事(・金属製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事 ・ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工 ・ ｶﾞﾗｽ工事)

・ 左官工事（左官）・ 建具工事( ・ ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工 ・ ｶﾞﾗｽ工事 ・ 自動ﾄﾞｱ施工)　

・ 石工事(石張り)　・ ﾀｲﾙ工事(ﾀｲﾙ張り)　・ 木工事(大工工事) 

・ 防水工事(・ ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 ・ ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水 ・ ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水 ・ 合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水 

　・ 塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水・ ｾﾒﾝﾄ系防水 ・ ｼｰﾘﾝｸﾞ防水 ・ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水 ・ FRP防水)

・ 鉄骨工事(構造物鉄工)　・ ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ/ALCﾊﾟﾈﾙ工事( ・ CB工事 ・ ALCﾊﾟﾈﾙ工事)
・ 仮設工事(とび)　・ 鉄筋工事(鉄筋組立て)　・ ｺﾝｸﾘｰﾄ工事( ・ 型枠工事 ・ ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送工事)　
に常勤させるとともに、作業に先立ち事前にその氏名等を監督職員に届け出なければならない。

士または単一等級の資格を有する者を、１職種１名以上該当工事作業中工事現場（資材製作加工の場合は製作所）
　また、受注者は、○印のついた工事種別および技能検定の職種について、職業能力開発促進法による一級技能

　　また、日程の都合上、契約工期満了後に検査が行われる場合は、契約工期満了後の監理技術者等の工事現場

　への専任を要しない。

　なお、検査を完了した日とは、発注者が契約約款第31条第2項に基づく当該検査の結果を通知した日

② 滋賀県建設工事請負契約約款（以下「契約約款」という）第31条第2項の規定に基づく検査を完了した日から

　契約期間満了までの期間については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。

　に着手する日については、請負契約の締結後、監督職員との打合せにおいて定める。
　されるまでの期間）については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。なお、現場施工

　の工事現場への専任は要しない。
・請負契約の締結の日の翌日から令和　　年　　月　　日までの期間については、主任技術者または監理技術者

　各工種の作業については、極力技能士の資格を有する者に作業をあたらせること。８.技能士

　（契約約款第31条第6項に該当するものを含む）とする。

① 技術者の専任を要しない期間
　受注者は、建設業法に定める専任の技術者の任命を行い、現場に派遣し技術管理にあたらせること。７.技術管理
　現場代理人は、受注者との直接的な雇用関係が確認できる資料を監督職員に提出すること。

　期間については、現場代理人の工事現場への常駐を要しない。
② 工事が完成し、事務手続き、後片付け等のみが残っているなど、工事現場において作業等が行われていない

・請負契約の締結の日の翌日から令和　　年　　月　　日までの期間については、現場代理人の工事現場への常
　駐は要しない。

① 現場代理人の常駐を要しない期間

　原則として、現場代理人は他の工事と重複して従事することはできない。６.現場代理人
５.技術検査 　工事施工途中において、適宜中間技術検査を行う。

　されるまでの期間）については、現場代理人の工事現場への常駐を要しない。
　なお、現場施工に着手する日については、請負契約の締結後、監督職員との打合せにおいて定める。

　完成写真の撮影場所は監督職員の指示による。サ－ビス版は工事写真帳に貼り付けて提出すること。

本特記仕様書を含む図面　　　　葉、標仕により完全に施工する。
　本工事は、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に基づき、工事請負契約書及び同約款を遵守し、

２.完成図

上記相互間に相違のある場合の優先順位は、記載の順序とする。

１.施工基準

項
事
通
共

般
一
１

様
仕

　　 　　　　という。）」、「建築物解体工事共通仕様書（令和４年版）・同解説　令和５年版（以下「解体共仕」という。）」および国

１. 図面および特記仕様書に記載されていない事項は、すべて①の標仕類によるものとし、②の監理指針を参考とする。

事

建
築
工

Ⅱ

別　途　工　事

２. 特 記 仕 様

引渡し時期指定部分
本工事における契約約款第38条に定める指定部分は次のとおりとする。指　定　部　分

工　 事　 期　 間 年 月 日まで令和契約日から

工   事   種   目

項
事
通

共
般
一
１

市街化調整区域

第２種住居第１種住居

㎡敷地面積

工 　事 　名 　称

概　要　説　明

計

備　考延面積
3　階

床　面　積　（㎡）
2　階1　階

構　造工　種名　　　称NO

改　築解　体改　修増　築新　築

市街化区域宅造規制区域自然公園風致地区そ の 他 の 規 制

第２種中高層
商業

第１種中高層
近隣商業

第２種低層

指定なし法22条指定区域準防火地域防火地域防 　火 　規 　制
準住居

用 　途 　規　 制

工 　事 　場 　所

要

概

事

工

Ⅰ

第１種低層

・ 建築配管作業（配管）　　　　・ 保温保冷工事作業または熱絶縁工事作業（熱絶縁施工）

ただし、同等品以上とする場合は監督職員の承諾を受けること。
　建築材料等は、極力県内産品を選定することとし、製品等は特記されたものまたは同等品以上とする。９.建築材料等

　工事で使用する各種塗料類、接着剤類、その他の材料のホルムアルデヒド放散量はＦ☆☆☆☆とする。
あわせて、その他室内空気汚染（揮発性有機化合物）対策として、その原因となる物質の含有量が低濃度である

　　さらに、環境配慮の視点から、以下の材料の利用に努めること。
材料を極力選定する。（標仕を参考とすること。）

　(1) グリ－ン購入法に基づくエコマ－ク商品

　(3) 請負金額100万円以上の工事においては、再生資源利用［促進］計画書（「建設リサイクルガイドライン」、

37.環境配慮指針

36.暴力団員等による

35.各種申請業務

34.住宅性能評価
33.ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ

32.近隣家屋の調査
31.近隣住民等への説明

30.不法無線局の排除

29.揮発性有機化合物
28.設計ＧＬ

27.施工体制点検

　　　　　　　　　　　　　　の発注する建設工事等における暴力団員等による不当介入の排除について

　公共建築に係る環境配慮指針実施要領に基づく、チェックシートを作成し提出しなければならない。

１. 受注者は、暴力団員等（暴力団の構成員および暴力団関係者、その他県発注工事等に対して不当介入をしよ

２.受注者は、前項により通報を行った場合には、速やかにその内容を記載した通報書(別記様式第１号)により所
　轄警察署に届け出るとともに、監督職員に報告するものとする。
　また、受注者は、以上のことについて、下請負人に対して十分に指導を行うものとする。

　うものとする。
　れを拒否するとともに、不当介入があった時点で速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行
　うとするすべての者をいう。）による不当介入(不当な要求または業務の妨害）を受けた場合は、断固としてこ

（「不当介入に関する通報制度」の徹底について）　 不当介入の排除

　許可申請・届出書等の変更が必要な場合は、本工事において手続きを行うこと。
　工事に必要な各種申請業務は、受注者の責任において申請を行うこと。

・　測定する　　　　　　　・　測定しない
　測定対象室及び箇所数

と。

測定対象物質の濃度を測定し、報告すること。
※　測定はパッシブ型採取機器により行う。

　スチレン、エチルベンゼン

　※　室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン
　※　仕上表による　　・　図示

　測定対象物質

　受注者は、「住宅の品質確保の促進等に関する法律」を遵守し、住宅性能評価書に示された品質を確保するこ

注者自ら必要と思われる図示以外の近隣家屋・工作物等についても調査を行うこと。

傷等の有無を確認すること。万一、損傷等が生じた場合は受注者の責任において現状に復旧すること。また、受
　受注者は、工事の着手前および完了後に、図示部分の近隣家屋・工作物等の調査を実施し、工事に起因する損

　バリアフリー化にあたっては、「だれもが住みたくなる福祉滋賀のまちづくり条例」を遵守すること。

　受注者は、施工に先立ち地元自治会、近隣住民等に工事施工内容の説明を行うこと。

　受注者は電波法を遵守し、不法無線局を搭載した工事車両を使用しないものとし、工事現場において、不法無

線局を搭載していると疑わしい車両を発見したときは、速やかに監督職員にその旨報告すること。

※ 図示　　・ 監督職員が現場にて決定する。　・既設建築物ＦＬから導き出されるＧＬ　

　 の室内濃度測定

「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」に従い、施工体制を講じること。
申請を省略できる。
　また、変更時と工事完成時の間が10日間（土曜日、日曜日、祝日等を除く）に満たない場合は、変更時の登録
原則として登録を必要としない。 

をコリンズから監督職員にメール送信し、監督職員の確認を受けたうえ、標仕類の期間内（訂正時は適宜）に、
登録機関に登録をしなければならない。

　受注者は、受注時または変更時において工事請負代金額が500万円以上の工事について、工事実績情報システム

※資源有効利用促進法において、再生資源利用［促進］計画書の作成対象となる工事の受注者は、当該計画書に

設備工事） の受注者を指名する。

　受注者は工事の内容に応じた火災保険、建設工事保険等を工事目的物に付するものとする。

※受注者は、産業廃棄物を適正に処理するにあたり、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リサイ

　火元責任者を配すること。

　受注者は、「低騒音・低振動型建設機械の指定に関する規程（平成13年国土交通省告示第487号）」に基づき
指定された建設機械（'97ラベル）を使用すること。

25.騒音振動の防止
　受注者は過積載等の違法運行防止を図るため、道路交通法を遵守する旨を記載した施工計画書を提出すること。

についても、作業前、作業終了後の確認等確実な管理を行うものとする。
　シンナー等については、工事現場に放置することなく、保管を厳重に行い盗難を防止するとともに、保管数量

　労働安全衛生法第３０条第２項の総括安全衛生管理義務者には、（※建築工事　・ 電気設備工事　・ 機械

※　別添仮設計画図・配置図等により示された仮設計画を参考に、受注者にて構造、施工方法について十分検討
　のうえ、関係法令に従い安全堅固に設置すること。

　ること。また、施設運営についても担当者と協議を行い、支障のないよう努めること。
　を配置するとともに、近隣家屋に騒音、振動等の公害が発生しないよう留意し、工事全般に万全の対策を講ず

※　工事車両の出入りについては、速度制限を厳守し、危険防止に努めること。また、必要に応じて交通整理員

24.過積載防止の措置
23.火気の管理

22.シンナー等の保管

21.総括安全衛生
　 管理義務者

20.安全対策

引渡しを要するもの：17.発生材の処理

　 事故の補償（法定外
　 の労災保険の付保）

　本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。

18.保険

19.保険の付与及び

　ついて、作成後、発注者に説明するとともに、工事現場の見やすい場所に掲示すること。

　(4) 産業廃棄物処理法第12条の３によるマニフェストシステムにより的確に実施すること。
　　　報告すること。
　　　「建設リサイクル法第11条通知別表」対応版）を添付するとともに、実施後、同実施書を作成し速やかに

　(2) 建設副産物の発生抑制および再利用の促進に努めること。

　　　資材）および排出する特定建設資材廃棄物の分別解体および再資源化等を実施すること。
　(1) 本工事に使用する特定建設資材（建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律施行令で定められた建築

クル法）、資源の有効な利用の促進に関する法律（資源有効利用促進法）、廃棄物の処理及び清掃に関する法律

事竣工まで万全の対策を講ずること。

　工事着手前に付近の状況を調査し、騒音、振動、塵埃の発生、土壌汚染、排水汚染等公害発生のなきよう、工

　各設備工事によるコンクリート部分の梁、壁、床の貫通補強及び仕上げ部分、軽量鉄骨天井下地、同壁下地の
開口補強は建築工事とする。その他、工事区分表による。

　各種検査を必要とするもの、責任施工のもの等は、各合格書又は保証書およびその写し各１部を提出すること。
なお、責任施工のものは、受注契約者・施工下請業者・材料製造所の連名書とする。

　試験は、原則として公的試験場で行うものとし、その場所の決定にあたっては監督職員の承諾を受けること。

15.公害対策
　各種下請業者、製造所等県下で供給出来るものについては、極力県内業者を選定すること。14.下請け業者の選定

13.設備工事との取合

12.各種検査合格書等
　標仕に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品の指定工法による。11.特殊な材料の工法

　 試験

10.材料の検査に伴う

　（参考URL https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/kankyoshizen/haikibutsu/13431.html）

　製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、「木材・木材製品の合法性、持続可能性の証明

　(3) 滋賀県リサイクル製品認定制度に基づく滋賀県リサイクル製品
　(2) 建設リサイクル法により再資源化されたリサイクル製品、材料

　工事に使用する材料は、アスベストを含有しないものとすること。

風速　Ｖo（ ））ｍ／ｓｅｃ  地表面粗度区分（
・多雪区域　　垂直積雪量（ ）ｃｍ

滋賀県建築工事特記仕様書

　工事写真の撮影要領は、｢営繕工事写真撮影要領による工事写真撮影ガイドブック（令和５年版）」（建築工事

編及び解体工事編、電気設備工事編、機械設備工事編）(国土交通省大臣官房官庁営繕部監修)による。

１.配置技術者の増員

　　す技術者を専任で１名現場に配置しなければならない。
　　おいては、監理（主任）技術者とは別に、入札公告に定める監理（主任）技術者の要件と同一の要件を満た

　　の方法により届け出ること。
　　　また、当該技術者を求めることになった場合には、その指名その他必要な事項を監理(主任)技術者と同様
　　　なお、当該技術者は、監理（主任）技術者を補助し、監理（主任）技術者と同様の職務を行うものとする。

　　　建設工事等入札執行要領第１７条第１項ただし書きの規定に基づく基準に満たない価格で落札した場合に

本工事は、低入札価格調査制度対象工事である。

　 制度に基づく措置

２.施工体制台帳および施工計画書にかかる内容の説明

　　　建設工事等入札執行要領第１７条第１項ただし書きの規定に基づく基準に満たない価格で落札した場合に
　　おいては、受注者は施工体制台帳および施工計画書の提出に際して、監督職員からその内容の説明を求めら

４.工事コスト調査への協力

３.材料、下請負代金等の支払い状況等の説明

　　　共通費実態調査票について、費用の内訳についてヒアリング調査に応じるものとする。この場合において、
　　元請者は、下請者についてもヒアリングに参加させるものとする。 

　　　受注者は、下請負人の協力を得て、共通費実態調査票の作成を行い、完了届提出後１週間以内に発注者に
　　提出するものとする。なお、調査票等については、別途、監督職員から指示するものとする。

　　ては、工事コスト調査に協力をしなければならない。（概要は滋賀県ホームページ参照）
　　　建設工事入札執行要領第17条第１項ただし書きの規定に基づく基準に満たない価格で落札した場合におい

　　られた場合は、応じなければならない。
　　とする経費等とこれにかかる資金の調達方法の資料を提示するとともに、それらの内容について説明を求め

　　況について説明を求められた場合は、これまでに要した経費等の支払いを確認できる資料ならびに今後必要
　　　また、監督職員から材料費、労務費、下請負代金、その他経費（以下「経費等」という。）の支払いの状
　　おいては、毎月の下請負代金の支払い状況が確認できる資料を履行報告に追加して提出すること。
　　　建設工事等入札執行要領第１７条第１項ただし書きの規定に基づく基準に満たない価格で落札した場合に

　　れたときは、応じなければならない。

　 する特記事項
　本工事は、総合評価方式の工事であり、詳細は入札説明書によることとする。

　 型工事の実施
38.週休2日取組促進

３.受注者は、暴力団員等による不当介入を受けたことが明らかになり、工程等に被害が生じた場合は、監督職員

　と協議するものとする。

１．本工事は、受注者が工事着手前に発注者に対して、週休２日について取り組む内容を協議したうえで工事を

３．週休２日の取組は下記のとおりとする。

　　　　完全週休２日(土日)　（月単位の週休２日および通期の週休２日は必須）

　　　　完全週休２日(土日)　（月単位の週休２日および通期の週休２日は必須）
　　　　月単位の週休２日　 　(通期の週休２日は必須）

　　　　月単位の週休２日　 　(通期の週休２日は必須）

　　・完全週休２日(土日)Ⅰ型（下記のいずれかを選択）

　　・完全週休２日(土日)Ⅱ型（下記のいずれかを選択）

　　　　通期の週休２日　

　希望する取組みを行うものとする。
２．受注者は、実施要領に従い、週休２日の取組みの希望を工事着手前に工事打合せ簿で通知し、協議を行い

　実施する週休２日促進工事である。詳細は、「（営繕工事版）週休２日取組促進工事実施要領（以下、実施要

48.低入札価格調査

49.総合評価方式に関

　① 標仕類　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書　令和７年版（以下「標仕」という。）」、「公共建築改修工
　　 　　　　事標準仕様書　令和７年版（以下「改修標仕」という。）」、「公共建築木造工事標準仕様書　令和７年版（以下「木造標仕」

　のためのガイドライン」（林野庁　平成18年2月）に準拠した証明書を、監督職員に提出すること。

（産業廃棄物処理法）、プラスチックに係る資源循環の促進に関する法律(令和3年法律第60号)、その他関係法令

等に基づくほか、建設副産物適正処理推進要綱を踏まえ、下記事項を含めて、施工計画書を作成し事前に監督職
員に提出して承諾を受けること。また、適切に処理した後、監督職員に報告すること。

16.産業廃棄物の処理

26.コリンズへの登録
（コリンズ）に基づき、受注・変更・完成・訂正時に工事実績情報として作成した「登録のための確認のお願い」

　なお、変更登録時は、技術者に変更が生じた場合に行うものとし、工事請負代金のみ変更の場合は、

４.ＶＥ提案の審査・採否等
　　　提出されたＶＥ提案は、施工の確実性、安全性が確保され、かつ、設計図書に定める工事目的物と比較し、
　　機能、性能が同等以上で経済性が優位であると判断されるものについては、ＶＥ提案として採用することを

　　原則として審査を行い、当該提案の採否を決定する。
５.ＶＥ提案の採否の通知
　　　ＶＥ提案の採否については、ＶＥ提案の受領後１４日以内に書面により通知するものとする。ただし、
　　乙の同意を得たうえでこの期間を延長することができるものとする。また、ＶＥ提案を採用しなかった場合

　　には、その理由を付して通知するものとする。
６.ＶＥ提案を採用した場合の設計変更等
 (1) ＶＥ提案を採用した場合において、必要があるときは、契約約款第１９条の２の規定に基づき設計図書の
　　変更を行うものとする。

 (2) 前項の規定により設計図書の変更が行われた場合において、必要があるときには契約約款第２４条の規定に
　　基づき請負代金額を変更するものとする。
 (3) 前項の変更を行う場合においては、ＶＥ提案により請負代金額が低減すると見込まれる額の10分の5に相当す
　　る金額（以下「ＶＥ管理費」という。）を削減しないものとする。

 (4) ＶＥ提案を採用した後、契約約款第１８条の条件変更が生じた場合のＶＥ管理費については、変更しないも
　　のとする。ただし、双方の責に帰することができない理由（不可抗力や予測することが不可能な事由等）に
　　より、工事の続行が不可能、又または著しく工事低減額が減少した場合においては甲乙協議して定める。
 (5) ＶＥ提案を採用した後、契約約款第１８条の条件変更が生じた場合において、甲がＶＥ提案に対する変更案
　　を求めた場合、乙はこれに応じるものとする。

７.ＶＥ提案の活用と保護 
　　　評定の結果、当該ＶＥ提案内容の活用が効果的であると認められた場合は、他の工事においても積極的に
　　活用を図るのでその場合は無償で使用できるものとする。ただし、工業所有権等の排他的権利を有する提案
　　については当該権利の保護に留意している。

８.責任の所在
　　　甲がＶＥ提案を採用し、設計図書の変更を行った場合においても、ＶＥ提案を行った乙の責任が否定され
　　るものではない。

50.猛暑による作業不

　　工期の設定

51.概成工期

　　 　　　　土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修「公共建築設備工事標準図　令和７年版（以下「標準図」という。）」

　② 監理指針　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築工事監理指針　令和７年版」、「建築改修工事監理指針　令和７年版」、「電気
　　　　　　　　設備工事監理指針　令和７年版」および「機械設備工事監理指針　令和７年版」

工業専用工業準工業 田園住居 指定なし

(１．２．１)

52.その他

１.総合試運転調整を行う期間を設けること。
２.実施工程表に、次の該当する項目を明記すること。( ・ 概成工期 ・ 受電日 ・ 総合試運転調整に要する工程)

※本工事に関連して実施される国、県または関係団体の調査等に協力すること。

特　記　事　項項　目章

特　記　事　項項　目章特　記　事　項項　目章特　記　事　項項　目章

　領という。）による。

おける熱中症対策に関する運用指針」により行う。

　本工事は、猛暑による作業不能日数を考慮した工期を設定した工事であり、運用にあたっては、「営繕工事に

　本工事は猛暑による作業不能日数を次のとおり見込んでいる。
１.作業不能日数：　　　日間
２.上記１は、環境省が公表する近畿地方_滋賀県_　　　地点におけるＷＢＧＴ値（気温、湿度、日射・輻射を

３.気象状況により工期中に発生した猛暑による作業不能日数（当該現場における定時の現場作業時間において、

　　考慮した暑さ指数）過去５年分（　　　　年～　　年）について、本工事の工期に対応する期間（滋賀県の
　　休日を定める条例（平成元年条例第10号）に定める県の機関の休日および夏季休暇（３日）を除く。)
　　において、８時から１７時の間にＷＢＧＴ値が31以上となった時間を算定し、日数に換算したもの５年分を
　　平均したものである。

　　ＷＢＧＴ値が31以上となり、かつ受注者が契約工事単位で全作業を中断し、または現場を閉所した時間を
　　算定し、日数に換算したもの（小数点以下第一位を四捨五入する。））が上記１の日数から著しく乖離した
　　場合には、受注者は発注者へ工期の延長変更を協議することができる。
　　ただし、定時の現場作業時間には、現場閉所日、工場製作のみ実施している期間、工事全体を一時中止して

　　いる期間は除く。

・ 行う(適用箇所：各棟ECP板横張りの上塗装A,B,C（取付下地：縦材L-50×50×6×2本+ECP全面下地合板t12程度）　

　　　　　　　　　(各L=1.5m×H1.5m、手摺についてはL=1.5m)
・ 原寸試作品は実際の素材、仕上材、塗装等を含み作成すること。

・ その他、金属工事、木工事、建具工事等の「見本の製作等」による。
・ その他の見本施工は、監督員の指示に従い制作すること。

57.見本施工

53.工事着手前図面等 着工前の製本提出 ※A1版：各5部、A2版：各5部、A3版：各3部

　　特記事項の記載の《　》内表示番号は、解体共仕の当該項目、当該表、当該図を示す。
　　特記事項の記載の【　】内表示番号は、木造標仕の当該項目、当該表、当該図を示す。

　　特記事項に記載の [　] 内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該表、当該図を示す。

１　項目は番号に    印のついたものを適用する。

３　特記事項に記載の（　）内表示番号は、標仕の当該項目、当該表、当該図を示す。
　　　　　　　　 ・ 印と ※ 印のある場合はともに適用する。
　　　　　　　　 ・ 印のない場合は ※ 印のあるものを適用する。
２　特記事項は   ・ 印のついたものを適用する。

４
４

３４ Ⅲ
３０

滋賀県立高等専門学校　新築工事（第３工区）

滋賀県野洲市市三宅地内 36,567.05

４　製造所名は「株式会社」の記載は省略し「」内は製品名を示す。参考メーカー,参考品番のため同等品以上は可。

電気設備工事、機械設備工事、その他は工事区分表による

４

９ １２ ２４
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令和３ ７

家屋調査　特記事項

1.　工事に先立ち、家屋調査①～⑧について、調査を実施すること。
　　調査範囲は、建物外部・内部・塀等の工作物とする。

2.　リスト中の構造・面積等は目安であり、これに伴う増減はないものとする。

3.　近隣説明等において、外部調査のみ等の要望により、調査範囲の変更がある場合は、変更清算を行う。
4.　老朽化等が著しい建物・工作物がある場合は、情況に応じた養生等の措置を行うこと。

　　専門家により目視、測定等で調査を行い、写真等により記録すること。

家屋調査範囲図

敷地境界より30mの範囲① ②
③

④

⑤
⑥

⑦

⑧

Ｎ

家屋番号

①

②

③

④

⑤

⑥
⑦
⑧

建物用途 敷地面積 構造 建築面積 延床面積階数

住宅 240㎡ Ｗ造 ２ 80㎡ 160㎡

住宅 240㎡ Ｗ造 ２ 80㎡ 160㎡

住宅 240㎡ Ｗ造 ２ 80㎡ 160㎡

住宅 240㎡ Ｗ造 ２ 80㎡ 160㎡

物流倉庫 2,250㎡ Ｓ造 １ 460㎡ 460㎡

車庫 Ｓ造 １ 20㎡ 20㎡

車庫 Ｓ造 １ 20㎡ 20㎡

車庫 Ｓ造 １ 20㎡ 20㎡

車庫 Ｓ造 １ 20㎡ 20㎡

物流倉庫
工場
工場

2,880㎡ Ｓ造 １ 140㎡ 140㎡
Ｓ造 ２ 2,250㎡ 2,650㎡

Ｓ造 １ 950㎡ 950㎡

範囲内家屋リスト

建築面積

・ 押出成形セメント板工事

　公立大学法人滋賀県立大学

縮尺　A1:

図面番号

　　　A3:

設計番号 工事名称

図面名称

縮尺　A1:

図面番号

一級建築士 NO.

　　　A3:

20240631-3

272847

石井 康彦

公立大学法人

木下 隆嗣

一級建築士 NO.248486
構造設計一級建築士 NO.4009

工藤 征志

一級建築士 NO.334956
設備設計一級建築士 NO.4756高専開設準備局　総務・施設整備課

滋賀県立大学
新築工事(第３工区)
滋賀県立高等専門学校

1
2
3

実習工場・実験室棟
体育館

新築
新築

鉄骨造
鉄骨造

2,152.49 44.80 2,197.29
1,519.01 1,519.01

2,123.05
1,534.50

4
5

新設される滋賀県立高等専門学校の施設の中で、正門近くに位置する実習工場・実験室棟と体育館。
鉄骨造・一部地上2階建ての実習工場・実験室棟は、高専特有の高度な実習や実験を行う施設である。
体育活動や課外活動、入学式等の式典に対応した体育館は、避難所としての利用も想定している。

　 小黒板情報電子化

　　発注者は、現場閉所（現場休息）の達成状況を確認し、「完全週休２日（土日）」が達成できない場合は、

　　なお、工事着手前に受注者が「完全週休２日」または「月単位の週休２日」の取組みを希望しない、または

　 設計変更の対象としない。

　 紙等による提出を行うことができる。

て、工事完成時までに請負工事成績評定実施要領に定める様式により、監督職員に提出することができる。

　（ただし、同一あるいは別々の発注者が、同一の建設業者と締結する契約工期の重複する複数の請負契約に係

 (6) 業務分担、連絡体制等を記載した書類（施工計画書など）

 (8) (6)の提出書類と同じ

　　①設計図書に定める内容とＶＥ提案の内容の対比および提案理由。

　　⑥その他ＶＥ提案が採用された場合に留意すべき事項。

　本工事でデジタル工事写真の小黒板情報電子化を行う場合は、工事契約後、監督職員の承諾の得たうえでデジ
タル工事写真の小黒板情報電子化対象工事とすることができる。

　 利用

　２日」が達成できない場合は、請負代金額のうち労務費補正分および現場管理費補正分を減額変更する。

　請負代金額のうち現場管理費補正分を減額変更する。また、「完全週休２日（土日）」および「月単位の週休

　協議が整わなかった場合は、速やかに請負代金額のうち現場管理費補正分または労務費補正分および現場管理

４．予定価格は、実施要領に基づき「完全週休２日（土日）」を前提として、労務費および現場管理費を補正

40.デジタル工事写真の

41.情報共有システムの

　 するシステムを変更した場合においても、システムの利用料金は、共通仮設費の率計上分に含まれているため、
５.受注者は、監督職員と協議の上、本システム以外の情報共有システムを利用できるものとする。ただし、利用

　 対象としない。
３.本システムの利用料金は、共通仮設費の率計上分に含まれており、利用期間および利用の有無は、設計変更の

　自ら立案実施した創意工夫や地域社会への貢献（以下「創意工夫等」という。）として評価できる項目につい

　工事成績評定においての創意工夫等に対する評価は、施工計画書にそのことが記載され、または事前に受注者

から自主的に創意工夫等にかかる資料が監督職員あて提出され、その項目が創意工夫等に該当すると判断し、施
工等に反映されていた場合に評価するものとし、実施前に施工計画書に記載または資料等の提出がなされていな
い場合は評価しないものとする。
１.請負代金内訳書 

　　　受注者は、契約約款第３条に基づく請負代金内訳書（以下「内訳書」という。）を、監督職員を通じて発
　　注者に提出しなければならない。
２.内訳書の内容説明
　　　監督職員は、内訳書の内容に関し受注者の同意を得て、説明を受けることができる。ただし、内容に関す

　　る協議等は行わないものとする。

　　を専任で配置すること。

　　　なお、監理技術者補佐の建設業法第２７条の規定に基づく技術検定種目は、特例監理技術者に求める技術
　　検定種目と同じであること。

 (3) 監理技術者補佐は入札参加者と直接的かつ恒常的な雇用関係にあること。
 (4) 同一の特例監理技術者が配置できる工事の数は、本工事を含め同時に２件までとする。

　　る工事であって、かつ、それぞれの工事の対象となる工作物等に一体性が認められるもの（当初の請負契約

　　以外の請負契約が随意契約により締結される場合に限る。）については、これら複数の工事を一の工事とみ
　　なす。）
 (5) 特例監理技術者が兼務できる工事は管内（土木事務所、支所）の工事でなければならない。
 (6) 特例監理技術者は、施工における主要な会議への参加、現場の巡回および主要な工程の立会等の職務を適正

　　に遂行しなければならない。
 (7) 特例監理技術者と監理技術者補佐との間で常に連絡が取れる体制であること。
 (8) 監理技術者補佐が担う業務等について、明らかにすること。
２.本工事の監理技術者が特例監理技術者として兼務する事となる場合、

　前項 (1) ～ (8) の事項について確認できる書類を下記により提出すること。
 (1) 監理技術者補佐の資格を有する書類（一級施工管理技士等の国家資格者などの合格証など）
 (2) (1)の提出書類と同じ

　（３カ月以上の雇用関係を証明できる健康保険被保険者証の写しなど）
 (3) 監理技術者補佐の直接的かつ恒常的な雇用関係を証明する書類

 (7) (6)の提出書類と同じ

 (5) (4)の提出書類と同じ

３.本工事において、特例監理技術者および監理技術者補佐の配置を行う場合、または配置を要さなくなった場

　本工事は、契約後、受注者が希望する場合に、「営繕事業の建設現場における遠隔臨場に関する実施要領（滋

賀県版）」に従い、「建設現場の遠隔臨場」の対象工事とすることができる。
　「建設現場の遠隔臨場」とは、工事受注者における「監督職員の立会い等に伴う手待ち時間の削減や確認書類

　　の国家資格者、学歴や実務経験により監理技術者の資格を有する者であること。

という。）の配置を行う場合は以下の (1) ～ (8) の要件を全て満たさなければならない。

 (2) 監理技術者補佐は、一級施工管理技士補であって主任技術者の資格を有する者または一級施工管理技士等

４.受注者は、電子データによる交換・共有に適さない書類について、事前の協議時に監督職員にその旨を報告し、

　 本システムの規約（https://www.sct.or.jp/asp/）に従い手続きを実施すること。

２.受注者は、工事着手前に、監督職員に、現場代理人および主任技術者等のメールアドレスを報告するとともに、

１.本工事において、建設業法第26条第３項第２号の規定の適用を受ける監理技術者（以下､「特例監理技術者」

 (1) 建設業法第26条第３項第２号による監理技術者の職務を補佐する者（以下、「監理技術者補佐」という。）

の簡素化」や発注者（監督職員）における「従来の臨場の削減による効率的な時間の活用」等を目指し、動画撮
影用のカメラ 等により撮影した映像と音声をWeb会議システム等を利用して、公共建築工事標準仕様書、公共建

築改修工事標準仕様書、公共建築木造工事標準仕様書及び建築物解体工事共通仕様書（以下「標準仕様書等」と
いう。）に定める「監督職員の立会い」、「監督職員と協議」、「監督職員の検査」及び「関連工事等の調整」
を行うものである。なお、「建設現場の遠隔臨場」を実施するにあたり必要となる経費は、共通仮設費に含むも
のとする。

・全館無人改修　　　・執務並行改修

　本工事は、契約締結後に施工方法等の提案を受け付ける契約後ＶＥ方式の工事であり、次によることとする。
１.定義

　　　「ＶＥ提案」とは、契約約款第１９条の２の規定に基づき、設計図書に定める工事目的物の機能、性能等
　　を低下させることなく請負代金額の低減を可能とする工事材料、施工方法等に係る設計図書の変更について、
　　受注者（以下「乙」という。）が発注者（以下「甲」という。）に行う提案のことをいう。
２.ＶＥ提案の範囲 
　　　乙がＶＥ提案を行う範囲は、設計図書に定められている内容のうち工事材料および施工方法等に係る変更

　　により請負代金額の低減を伴うものとするが、以下の提案は原則として含めないこととする。
　① 施工方法等を除く工期の延長等の施工条件の変更を伴う提案。
　② 契約約款第１８条に規定された条件変更等に該当する事実との関係が認められる提案。
　③ 提案の実施に当たり、関係機関協議等、第三者との調整等を要する提案。

３.ＶＥ提案書の提出
 (1) 乙は前項のＶＥ提案を行う場合は、次に掲げる事項をＶＥ提案書（様式１～４）に記載し、甲に提出しなけ
　　ればならない。

　　②ＶＥ提案の実施方法に関する事項。（当該提案に係る施工条件等を含む）

　　④甲が別途発注する関連工事がある場合は、それとの関係。
　　③ＶＥ提案が採用された場合の工事代金額の概算低減額および算出根拠。

　　⑤工業所有権等の排他的権利を含むＶＥ提案である場合、その取扱いに関する事項。

 (2) 甲は、提出されたＶＥ提案書に関する追加資料、図書その他の書類の提出を乙に求めることができる。
 (3) 乙は、ＶＥ提案を契約の締結日より、当該ＶＥ提案に係る部分の施工に着手する３５日前までに提出できる
　　ものとする。

 (4) ＶＥ提案の提出にかかる費用は、乙の負担とする。

　合は適切にコリンズへの登録を行うこと。

 (4) 特例監理技術者が兼務する工事のコリンズの写し等

45.遠隔臨場

47.契約後ＶＥ方式に

46.改修工事の分類

　 関する特記事項

　 （受注者希望型）

44.特例監理技術者

43.請負代金内訳書

42.創意工夫

１.本工事は、滋賀県工事管理情報システム（情報通信技術を活用し、受発注間など異なる組織間で情報を交換

　 することとし、工事着手時に監督職員と協議のうえ運用するものとする。
 　共有することによって業務効率化を実現するシステムをいう。）の利用対象工事であり、原則本システムを使用

　費補正分を減額変更する。

　　本工事が単独発注の場合は「現場閉所」とし、分離発注工事の場合は「現場休息」とするものとする。
５．本工事が分離発注工事である場合、受注者は、分離発注工事である他工事の全ての受注者と協力し、工事の
　進捗に影響が出ないよう現場閉所（現場休息）の予定日等を調整したうえで「実施工程表」等を作成するもの
　とする。

　して工事費を積算している。

 5.受注者は工事開始日の前日までに現場代理人等を定め、所定の様式により届け出るものとする。

　含まないことに留意するものとする。）
 4.コリンズへ登録する技術者の従事期間は、実工期の範囲で従事する期間を登録するものとする。（余裕期間を

 3.余裕期間内は、主任技術者または監理技術者を配置することを要しない。また、現場代理人は工事現場に常駐

 2.余裕期間内は、現場に搬入しない資材等の準備を行うことができるが、資材の搬入、仮設物の設置等、工事の
　着手を行ってはならない。なお、余裕期間内に行う準備は受注者の責により行うものとする。

　掲載の「工事における余裕期間制度実施要領（令和２年２月）（滋賀県）」および「建設工事における余裕期
　するまでの間に、所定の様式により、工事開始日を通知すること。取り扱いについては、滋賀県ホームページ
　事開始期限日までの間で、受注者は工事開始日を任意に設定することができる。なお、受注者は、契約を締結

　ができる余裕期間（契約締結日から工事開始日の前日までの期間）を設定した工事であり、発注者が示した工
 1.本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、労働者確保等の準備を行うこと

　しないものとする。

　https://www.pref.shiga.lg.jp/zigyousya/nyusatsubaikyaku/kouzi/
　滋賀県＞事業者の方＞入札・売却・指定管理＞公共工事＞記事一覧「余裕期間制度について」
　滋賀県ホームページ

日間〇〇〇 6.実工期：工事開始日から
〇〇　（ただし、令和 年〇〇月〇〇日（工事開始期限日）までに工事を開始すること。）

　限日以降に契約締結となった場合には、余裕期間は適用しない。
　することにより、工事開始日の変更をすることができる。なお、低入札価格調査等により、上記の工事開始期

　契約締結後において、工事開始日の変更の必要が生じた場合は、監督職員と協議の上、工期に係る契約を変更

　間制度 運用マニュアル（令和３年３月）（滋賀県土木交通部）」に基づくものとする。

39.余裕期間制度
　 任意着手方式

項
事
通

共
般
一
１

項
事
通

共
般
一
１

、パラジクロロベンゼン

設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図(総合図A1版1/50)を作成して、監督職員の承諾を受ける。

・ 着工後、速やかに全室の総合図の作図を開始し、展開図は必ず作成すること。
・ 総合図とは、躯体，各種設備機器や器具，主な設備ダクトやラック、設置予定の機器や家具など、各室各部の
　 使い勝手に関わる情報を平面図・天井伏図・展開図上にプロットした図面を指す。

・ 壁面コンセント・空調スイッチはサイズ・色調を統一し、コンパクトにレイアウトすること。
・ 総合図は現場での最終ヒアリングに使用するため、関連する躯体施工図作成の遅くとも3ヶ月前までには
　 作成し､関係者とのヒアリング内容の修正を反映した上で、監督職員の承諾を受け、最終施工図とすること。

・　施工上必要な一切の諸手続（仮設用電力･給水引込，道路等敷地以外（道路・公園等）の使用および施工承認
　 申請等）は、建築確認申請および仮使用承認申請を除き受注者にて行い、その費用を負担する。
・ 建築確認申請や仮使用承認申請の変更を要する場合、受注者は手続に必要な図面･書類の作成に協力すること。
・ 野洲市景観申請・検査など行政申請・検査に必要となる図面・資料作成・サンプル提出を行うこと。

・ 本工事と関連する別途工事については、受注者はその施工に協力すると共に、円滑な工事推進が行われるよう
　 調整を行う。
・ 別途工事との調整に当たって監督職員から指示のある場合はこれに従う。

54.設備工事との取合い
(総合図の作成) (平面詳細図、展開図、天井伏図、他)

55.官公署その他への
　 手続き

56.別契約の関連工事

・ 発注者工事などの別途工事の機器および配管、配線、ダクト、ラックも全て総合図に作図すること。

屋外付帯工事 新設 332.93 344.96332.93

新築 鉄骨造 0.00 225.40渡り廊下５
新築 鉄骨造 0.00 19.60渡り廊下６
新築 鉄骨造 0.00 41.30渡り廊下７

0.00
0.00
0.00

4,049.23 4,288.81
6

　　　　　　　　　各棟メンテナンス手摺、　木化粧壁、　木毛セメント板＋EP

鉄骨造 駐輪場はアルミニウム合金造



縮尺　A1:

図面番号

A3:

設計番号 工事名称

図面名称

縮尺　A1:

図面番号

一級建築士 NO.

A3:

20240631-3

272847

石井 康彦

公立大学法人

木下 隆嗣

一級建築士 NO.248486
構造設計一級建築士 NO.4009

工藤 征志

一級建築士 NO.334956
設備設計一級建築士 NO.4756高専開設準備局　総務・施設整備課

滋賀県立大学
新築工事(第３工区)
滋賀県立高等専門学校

章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項

２ ４ ５１.監督職員事務所 ・ 設ける ・設けない （２．３．１）
・ 構内　　　・構外

監督職員事務所の備品等

２.工事用水 構内既存の施設　・利用できる（※有償　・無償）　・ 利用できない

構内既存の施設　・利用できる（※有償　・無償）　・ 利用できない３.工事用電力

４.仮囲い等

５.足場その他

「手すり先行工法による足場の組立て等の作業に関する基準」における２の(１)手すり据置き方式又は
(２)手すり先行専用足場方式により行う。

（２．２．４）

規模（・10m2　・20m2　・35m2　・ 65m2　・ 100ｍ2） 程度

机、いす、書棚、白板、ゴム長靴、雨がっぱ、保護帽、安全帯、
衣類ロッカー、冷暖房機器、消火器等、監督職員の指示による。

また、溶接作業を行う場所については、防炎シートを使用し防火対策を講ずる。
必要に応じて室内外の壁、天井、床等をシートで養生する。６.シート養生

「手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの別紙１

図示による他、万能塀、フェンスバリケード等の仮設計画を立案し、監督職員と協議する。

対策
７.騒音・粉じん等の

・溶接継手

・

施工完了後の溶接部の試験
・外観試験

対象 ※全数
試験項目 ・評定等の評価内容による
試験方法 ・評定等の評価内容による

・超音波測定試験
試験対象
・抜取り

ロット
・1組の作業班が1日に行った継手箇所で、最大200箇所程度とする

試験箇所数　　1ロットに対して（　　　　　　）箇所
・全数

６

※A　・B

※21　・・

１.コンクリートの コンクリートの類別  (６．２．１)
種類 ※Ⅰ類　　・Ⅱ類

２.コンクリートの
気乾単位容積質量
による種類及び
強度等

・ 普通コンクリート (６．２．１～４)(６．３．２)(６．１０．１，２)
適 用 箇 所

2.3 程度

スランプ設計基準強度

・
・

　構造体強度補正値　　　・ ※（表6.3.2）による

・軽量コンクリート
設計基準強度(N/㎜2) スランプ(㎝) 適 用 箇 所種類

・1種　・2種

３.セメント 種　類 (６．３．１)
※普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種、シリカセメントＡ種又はフライアッシュセメント

４.骨　材 アルカリシリカ反応性による区分 (６．３．１)

・ 24 ・ 18

気乾単位容積質量

気乾単位容積質量(t/m3)

・高炉セメントB種 適用箇所（ ）
・フライアッシュセメントB種 適用箇所（ ）

Ａ種 適用箇所（ ）

 人程度）

・ 防音パネル
・ 防音シート
防音パネル等を取り付ける足場等の設置位置

・ 工事車両出入口等必要な箇所に配置すること（延べ 341８.交通誘導員

３

受入可能な土質区分：
搬出場所

名称：

住所：

受入条件

１.建設発生土の処理 ・ 場内指定場所に堆積 ・ 場内指定場所に敷き均し
※ 場外指定場所に搬出(運搬・処分費を含む)

搬出後、監督職員へ搬出場所での受入を証明する資料を提出する。

搬出場所、受入条件等は発注時点のものであるため、施工計画や実施工程により確認し、監督職員に報
告する。併せて、近隣の受入先を調査の上、搬出場所、受入条件等が確認できる資料を監督職員に提出
し、搬出場所について協議するものとし、必要に応じて設計変更の対象とする。

２.埋戻し及び盛土 材料及び工法

（３．２．５）

（３．２．３）

その他：

種別　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　不足分は良土搬入する。

４

・

　　・ 図示　　　・　

　　・ 図示　　　・　

備考

試験杭の位置　　・図示による（　　　　）　　　・　

１.支持地盤等
・杭基礎

支持層の位置及び土質(基礎ぐいの先端の位置含む。)

・ 直接基礎
　 支持地盤の位置及び土質(基礎底部の位置含む。)

　 試験掘り(根切り底の状態の確認等)

・行わない

種　類２.既製コンクリート
杭地業 ・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（PHC杭）

・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（PRC杭）
・外殻鋼管付きコンクリート杭（SC杭）

SC杭の鋼管材料　・SKK400　・SKK490

杭の種類、性能及び曲げ強度区分（種別)、寸法、継手の箇所数等

試験杭

本　杭

上杭
中杭
下杭
上杭
中杭
下杭

種類
種別

コンクリート
強度(N/mm2)

杭径 厚さ
(mm)

杭長 長期設計支
持力(kN/本)

杭先端部形状　 ・開放形 ・半開放形 ・閉そく形

ｾｯﾄ数

工法
・セメントミルク工法

試験杭

掘削深さ 　　　　　　　　・図示による（ ）　　　・　
杭の支持層への根入れ長さ　 ・図示による（ ）　　　・　

・特定埋込杭工法
・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法
・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式のうち
α、β、γが下記の値を採用できる工法
α=（　　　）、β=（　　　）、γ=（　　　）
 工法　　・プレボーリング拡大根固め工法　　・中堀り拡大根固め工法

　 杭周固定液　　・使用する　・使用しない　　　
　 試験杭

　 杭の精度　　水平方向の位置ずれ　　※評定等の評価内容による
建込み時の杭の鉛直度　　　※評定等の評価内容による

杭の継手の工法　　

・ 行う　　　位置等　　・ 図示　　　・　

　 杭の支持層への根入れ長さ 　※評定等の評価内容による

(４．２．２)(４．３．１，３～６，８)

 ） 　　・　平板載荷試験

・

　 杭の精度　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の1/4かつ100㎜以下　　
建込み時の杭の鉛直度　・1/100以内　　

　　試験杭の位置　　・図示による（  ）　　　・　　

(mm)
継手数

（４．２．４）（４．３．４，５）（４．４．４）（４．５．５，６）

・

・ 材料（　　　　　　　　　　　　）　工法（　　　　　　　　　　　　）

・機械式継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの。)
工法　　※評定等を受けた工法

杭頭の処理等　　
・処理する

処理方法（切断にともなう補強方法含む。）　・図示（  ）　　　・　

長期設計支持力
(kN/本)

備考

３.鋼杭地業 鋼杭の材料　　　
杭の種類、寸法、継手等

試験杭

本　杭

上杭
中杭
下杭
上杭
中杭
下杭

種類
杭径
(mm) (mm)

杭長
ｾｯﾄ数

板厚

・特定埋込杭工法
・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法
・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式のうち
α、β、γが下記の値を採用できる工法
α=（　　　）、β=（　　　）、γ=（　　　）
工法
試験杭

杭の支持層への根入れ長さ　　※評定等の評価内容による

杭の継手の工法　　
・溶接継手

・基礎のコンクリートと同調合のもの　　・　　

(４．２．２)(４．４．３～６)

継手数

試験杭の位置　　・図示による（ ）　　　・

・処理しない
杭頭の中詰め材料

　 杭の精度　　水平方向の位置ずれ　　・評定等の評価内容による
建込み時の鉛直制度　　・評定等の評価内容による

長期設計支持力
(kN/本)

備考

・機械式継手
工法 ※評定等を受けた工法

杭頭の処理等　　
・処理する

・処理しない
杭頭の中詰め材料

４.場所打ち 工法
コンクリート杭
地業

・アースドリル工法　(安定液　※使用する　・使用しない)
・リバース工法
・オールケーシング工法　(孔内の水張り　・行う　・行わない)
併用する工法
・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

鋼管部分の材料
・SKK400　・SKK490　・

・拡底杭工法 (安定液　・使用する　・使用しない)
・
寸法等

試験杭
本杭

軸径 拡底径 杭長
ｾｯﾄ数

(mm)(mm)

試験杭
　試験杭の位置　　・図示による（ 　）　
孔壁の保持状況（孔壁測定） 　

建込み時の杭の鉛直制度　　・1/100以内 ・評定等の評価内容による
鉄筋の種類

種類の記号 呼び径（mm）
・SD295
・SD345

鉄筋かごの補強　　
　・　
組み立てた鉄筋の節ごとの継手
　※重ね継手　　　　重ね継手の長さ　・図示による（　 　）　
　・　

セメントの種類 ※高炉セメントB種 ・　　
主筋の基礎底盤への定着長さ　　・図示による（ ）　　　・　

コンクリートの設計基準強度 ・図示による（ ）　　　・　
コンクリートの種別 ・A種 ・B種 ・評定等の評価内容による
スランプ ・18cm ※21cm ・（　　）cm　　
構造体強度補正値　　

(４．２．２)(４．５．１，４～６)

備考

処理方法　※図示（  ）　　　・　

　測定箇所　　・試験杭（　　　）箇所及び本杭（　　　）箇所　　

杭の精度　　水平方向の位置ずれ　　 ・杭径の1/4かつ100mm以下 ・評定等の評価内容による
杭の支持層への根入れ長さ　　・図示による（  ）　　　・　

鉄筋の最小かぶり厚さ　　・100mm　　
帯筋の加工及び組立　　・図示による（  ）　　　・　

・基礎のコンクリートと同調合のもの　　・　

・3N/㎜2 ・評定等の評価内容による

５.砂利地業 材料　　※再生クラッシャラン ・切込砂利 ・切込砕石

範囲　　※基礎下、基礎梁下、土間コンクリート下、土に接するスラブ下
・図示による（ ）

砂利厚さ　　※60㎜ 　・図示による

地業
範囲　　※基礎下、基礎梁下、土に接するスラブ下 ・図示による（ ）

設計基準強度　　 ※18N/㎜2　　・　
スランプ ※15cm又は18cm　　・　

範囲　　・ 建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下　（ピット下を除く。）
材料　　※ ポリエチレンフィルム厚さ0.15㎜以上　　・　

(４．６．４)

(４．６．２，５)

厚さ　　※50mm　　・図示による

・ 図示による

６.砂地業
材料　　※山砂 ・川砂 ・砕砂
砂厚さ　　※30㎜ 　・図示による
範囲　　※基礎下、基礎梁下、土間コンクリート下、土に接するスラブ下

・図示による（ ）

７.捨コンクリート

（４．６．２，３）

（４．６．２，３）

８.床下防湿層

５ １.鉄筋 鉄筋の種類等

２.溶接金網 (５．２．２)鉄線の形状等 
種類 網目の形状、網目、寸法、鉄線の経 (㎜) 

6Φ　100×100　丸鉄線
6Φ　150×150　丸鉄線

・ 溶接金網
・ 溶接金網
・ 鉄筋格子

３.鉄筋の継手 鉄筋の継手の方法等　 (５．３．４)(５．５．３)(５．６．３)
部位

柱、梁の主筋

耐力壁の鉄筋
その他の鉄筋（スラブ等）

接手の方法
・ ガス圧接　・ 機械式継手

・ 重ね継手　・
・ 重ね継手　・

継手位置　

使 用 部 位
保護コンクリート
コンクリート舗装

呼び径(㎜) 

・ 溶接継手　・ 重ね継手

種類の記号 呼び径（mm）
・ SD295
・ SD345 D19以上

D16以下
備考

(５．２．１)
※異形鉄筋(JIS G 3112)

・建築基準法第37条の規定に基づき認定を受けた鉄筋

・ 構造関係共通事項（S001～S002 鉄筋コンクリート標準図）

耐力壁の重ね継手の長さ

４.鉄筋の定着 鉄筋の定着の長さ (５．３．４)

・ 構造関係共通事項（S002 鉄筋コンクリート標準図）

柱及び梁主筋の重ね継手の長さ
・ 図示による（　　　　）　　・　

※ 標準仕様書 表5.3.2による

種類及び施工方法等９.地盤改良工法

・ 図示による（ ）

・ 図示による（S001～S002 鉄筋コンクリート標準図 ） ・ 40d以上

・ 図示による（ ）
機械式定着工法

・適用する
適用箇所

・図示による（ ）　　・　
種類

５.鉄筋のかぶり
厚さ及び間隔

(溶接金網を含む。)

最小かぶり厚さ (５．３．５)

　・ 図示による（　　　　　）

　 適用箇所(　　　　　　　　　)
・最小かぶり厚さに加える厚さ 　( 　)㎜　

・耐久性上不利な箇所（塩害等を受けるおそれのある部分等）
　適用箇所(　　　　　　　　　)

・最小かぶり厚さに加える厚さ 　( 　)㎜　

６.各部配筋 各部配筋　　※図示による（ 

・ 構造関係共通事項（S001 鉄筋コンクリート標準図）

(５．３．７)

７.ガス圧接継手 圧接完了後の圧接部の試験 (５．５．３,５,６)

※超音波探傷試験
・引張試験

 ）　・　
(表５．３．２)

折り曲げ角度
折曲げ内法直径（Ｄ）
SD295、SD345、SD390

D16以下 D19～D25 D29～D38
4d以上 6d以上 8d以上

（8d以上）（6d以上）（5d以上）
90°未満

SD390は（　　）内寸法を適用する。

鉄筋の折曲げ内法直径（90°未満）

・ 構造関係共通事項（S001～S004 鉄筋コンクリート標準図）
・ 柱梁仕口の定着は40d以上

・軽量コンクリートを適用した場合

８.機械式継手 適用箇所　　・図示による（ ）　　　・　 (５．５．３,５,６)
H12建設省告示第1463号に適合する性能　　・A級　　・　　　
種　類

・ねじ式鉄筋継手
充填方式　
・無機グラウト方式 ・有機グラウト方式

・端部ねじ加工継手
・モルタル充填式継手

工法
※第三者機関の評定等を取得している工法

鉄筋相互のあき
※評定等の評価内容による

・

施工完了後の継手部の試験
・外観試験

対象 ※全数
　　 試験項目　　・表5.5.1～3による

　　

　　 試験方法　　・表5.5.1～3による
　　

・超音波測定試験
試験対象
・抜取り

ロット
・1組の作業班が1日に行った継手箇所で、最大200箇所程度とする

試験箇所数　　1ロットに対して（　　　　　　）箇所
・全数

不合格となった場合の措置　　・　

９.溶接継手 (５．６．３)適用箇所　　・図示による（ ）　　　・　
H12建設省告示第1463号に適合する性能

　　
・A級

　

溶接継手の工法　　・図示による（ ）　　・　
鉄筋相互のあき

・（5.3.5(4)）による
・評定等の評価内容による
・図示による（ ）

不合格となった場合の措置　　・　

10.土間コンクリート
補強

※入れる　　入れない

５.寒中コンクリート 適用期間　　・図示　　・　 (６．１１．１，２)
構造体強度補正値　

・（6.11.2(3)(ｱ)）による
・積算温度による

(６．１２．２)

(６．１３．１，２)適用箇所　　 ・図示による（ ）　　　・　
セメントの種類

・普通ポルトランドセメント ・中庸熱ポルトランドセメント
・低熱ポルトランドセメント ・高炉セメントB種
・フライアッシュセメントB種 ・シリカセメント

構造体強度補正値　　 ※6N/mm2　・６.暑中コンクリート

７.マスコンクリート

コンクリートの種類　 ※普通コンクリート　 　・ (６．１４．１)
セメントの種類

※普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種、シリカセメントＡ種又は
フライアッシュセメントA種

・高炉セメントB種 ・フライアッシュセメントB種

スランプ ※15cm又は18cm ・　
設計基準強度　　※18N/mm2 ・

８.無筋コンクリート

適用箇所 ※図示による以外は（6.14.1(4)(ｱ)～(ｶ)）による　　・　

適用箇所　　 ・図示による（ ）　　　・　 (６．１５．１)

(６．６．４)(６．８．１)打継ぎの位置　　※梁及びスラブ　スパンの中央又は端から1/4

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ (６．２．５)
種　別 適 用 箇 所

コンクリートの仕上りの平たんさ
種　別 適 用 箇 所

・ A種

・ C種
・ B種

・ a種

・ b種
・ c種

・ 打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る)
(打放し仕上げ部) ・ 20㎜ 　　・　

・ 打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)
・ 10㎜ ・20mm　　　・　

(６．８．１)

せき板の材料及び厚さ
・ 合板（※12mm ・ ） ・　
・ 断熱材を兼用した型枠材

適用箇所　　 ・図示　　・　

(６．８．２)

※柱及び壁 スラブ、壁梁又は基礎の上端
・図示による（ ）

目地寸法　 ※幅　20mm　　深さ10mm　程度 　　・ 図示による（ ）
ひび割れ誘発目地の位置・形状・寸法　 ・ 図示による（ ）

・ MCR工法用シート
適用箇所　　 ・図示　　・　

スリーブの材種及び規格等 ・ つば付き鋼管（外壁の地中部分等水密を要する部分）
・ 硬質ポリ塩化ビニル管（地中部分で水密を要しない部分）
・ 溶融亜鉛めっき鋼管（嘔気以外の円形スリーブ）
・ 鋼管 押え金物の材質、形状及び寸法

９.流動化
コンクリート

地盤の載荷試験　　・ 行う    　　・ 行わない
　載荷試験の方法　※地盤工学会基準　JGS 1521による（ 
　試験の位置、載荷荷重　※図示　　　

(ｍ)

(ｍ)

(ｍ)

事

設
仮

工

土

事
工

事
工

地
業

事
工

地
業

事
工
筋
鉄

事
工

コ
ン
ク
リ

ト

－

事
工

鉄
筋

11.打継ぎの位置、
打継ぎ目地、
ひび割れ誘発
目地

12.構造体コンク
リートの仕上り

13.打増し厚さ

14.型枠

特記仕様書２

特記仕様書　その２
-
-

A004

1階立上り、2階以上スラブ、立上り
・ 15 2.3 程度 基礎～1階床スラブ・ 24
・ 15・ 24 2.3 程度 (渡り廊下)基礎、基礎梁

S001～S004 鉄筋コンクリート標準図、他
（地盤改良）

機器による締固め

図示による
特記外すべて

合成樹脂塗床、ビニル系床材張り、床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上げ、
床ｺﾝｸﾘｰﾄ研磨仕上げ、ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ、複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ張り
カーペット張り、防水下地、

インターネット接続環境(Wi-Fi)

(t/m3)(㎝)

図示による

株式会社向茂組

東近江市蛇溝町
字長谷野1393番

(４．７．２～３)(４．８．２～３)
工法　・深層混合処理工法 材料、工法、試験、施工記録等は構造特記による

　・浅層混合処理工法　　　　材料、工法、試験、施工記録等は構造特記による

※外観試験
10.高流動化

コンクリート
適用箇所　　 ・図示による（ ）　　　・　
スランプフロー (         cm)

 (深層混合処理工法：実習工場・実験室棟、体育館、
  浅層混合処理工法：渡り廊下)

打込み日を含む旬の日平均気温が4.0℃以下の期間

15cm

(N/㎜2) 
(外構)図示

(外構)図示
・ 15・ 21 2.3 程度 (外構)図示

15cm
土間コン

大きさ　( 長さ30.0m × 高さ3.0m 程度、　1ヶ処)　
・　グラフィック掲示　　完成予想図を含め演出装飾を、東側道路北端の万能塀に掲示する。

グラフィックデザインは受注者にて提案し、監督職員と協議する。
仕様は表面耐候性ラミネート加工塩ビシート張り程度とする。



縮尺　A1:

図面番号

　　　A3:

設計番号 工事名称

図面名称

縮尺　A1:

図面番号

一級建築士 NO.

　　　A3:

20240631-3

272847

石井 康彦

公立大学法人

木下 隆嗣

一級建築士 NO.248486
構造設計一級建築士 NO.4009

工藤 征志

一級建築士 NO.334956
設備設計一級建築士 NO.4756高専開設準備局　総務・施設整備課

滋賀県立大学
新築工事(第３工区)
滋賀県立高等専門学校

章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項

７７ １.鉄骨製作工場 鉄骨製作工場の加工能力  (７．１．３)

　・監督職員の承諾する工場

２.鉄骨製作工場に
　 おける施工管理
　 技術者

※配置する

３.鋼　材 種類等

(７．１．３)(７．１．４)

(７．２．１)

種類の記号 適用箇所（主要な部分） 規格

４.高力ボルト (７．２．２)(７．３．２)(７．４．２)(７．１２．５)高力ボルトの種類　

・高力ボルト(建築基準法 大臣認定品)
ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等　

　・ 図示による（　　　　　）　

建築基準法第68条の25に基づき国土交通大臣から構造方法等の認定を取得している鉄骨製作工場

　　　　( )グレード以上

　※

・S　・ H　・M　・R　・J
　　又は同等以上の能力のある工場で

JISによる　・　
JISによる　・　
JISによる　・　
JISによる　・　
JISによる　・　
JISによる　・　

※
※
※
※
※

※

※トルシア形高力ボルト

・ 下表による

・配置しない

監督職員の承諾する工場

・構造特記による

(建築基準法 大臣認定品)

　・ 構造関係共通事項（S005 鉄骨標準図、他）による

溶接部の外観試験
　平成12年建設省告示第1464号第二号に関する試験
　　試験の方法
　　　・「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル（鉄骨製作管理技術者登録機構）」
　　　　3.5.2受入検査による。
　　　　　・抜き取り検査①　　　※抜き取り検査②

　JASS 6 付則6の付表3「溶接」に関する試験
　　試験の方法
　　　・ JASS 6 10.4 [受入検査] e.溶接部の外観検査(1)から(5)までによる。ただし、完全溶込み
　　　　溶接部の外観検査の採取箇所は、超音波探傷試験の試験箇所と同一とする。
　　　・　
・ 完全溶込み部の超音波探傷試験

(７．６．１２)

(７．６．１２)
　　工場溶接の場合
　　　AOQL　　※レベルⅡ　　・レベルⅠ

　・全て　　　・　
　※第6水準

節

(７．８．２，４)(１８．３．２)

検査水準

種類、材料、工法等　  (７．９．２～８)
種　類 材料・工法 耐火性能（時間）適用箇所（部位・部分）

・ 乾式吹付け

・ 半乾式吹付け
・ 耐火材吹付け

・ 湿式ロックウール
・ 繊維混入けい酸

・ 高断熱ロックウール
・

・ 耐火板張り

・ 耐火材巻付け

・ ラス張りモルタル塗り
・ 耐火塗料

(表７．１０．１)

構造用アンカーボルトの形状及び寸法　   ・ 図示    　・

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法　

柱底均しモルタルの厚さ及び工法の種別　

ボルトの接合方法　　・普通ボルト接合　　・　  (７．１１．２)

構造用アンカーフレームの形状及び寸法　 ・ 図示　　　・　

　厚さ　　・　　   ｍｍ
　種別　　※A種　　　　　　・B種

１.補強コンクリート
　 ブロック造

ブロックの種類等　 （８．２．２，３，５）
断面形状及び

(mm)
正味厚さ ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法(mm)

長さ 高さ
化粧の
有無

適用箇所 備考
圧縮強さによる区分

・無 ・有
・無 ・有

・Ｃ種(16Ｗ)
・Ｃ種(16)

・無 ・有

８

　種別　　・A種　　※B種　

各部の配筋
　※図示による　　　　・　
目地仕上げ
　・押し目地仕上げ
　・化粧目地仕上げ
まぐさを受ける開口部両側のブロックのモルタル又はコンクリートで充填する範囲
　※図示による　　　・　

２.コンクリート
　 ブロック帳壁
　 及び塀

ブロックの種類等 （８．３．２～４）
断面形状及び 正味厚さ

長さ 高さ圧縮強さによる区分
ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法(mm) 化粧の

有無
備考

（表８．３．１）
以外の適用箇所

・
・型枠状ブロック 20
・空洞ブロック Ｃ(16)

・無 ・有
・無 ・有
・無 ・有

塀に用いるブロックの正味厚さ(mm)　

　※図示による　　　・　
各部の配筋　　
　※図示による　　　・　

(mm)

鉄筋の継手、定着及び末端部の折り曲げ形状　
　※高さ2m以下の場合 120mm　2mを超える場合 150mm　・図示による（　　　　）

　・すべり係数試験　　　・すべり耐力試験 　
・すべり試験の実施（対比試験片を作成し、摩擦面の処理状況の確認をする）

５.普通ボルト ボルトの形状及び寸法 (７．２．３)
　ねじの呼び　　・図示による　　　　・　
ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

６.溶融亜鉛めっき
　 高力ボルト

 (７．３．２)(７．４．２)(７．１２．５)

　・図示による　　　　・　

(７．３．２)
　・構造関係共通事項（S005 鉄骨標準図、他）による

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

　・ 図示による（　　　　　）
　・ 構造関係共通図（S005 鉄骨標準図、他）による

・すべり試験の実施
　・すべり係数試験　　　・すべり耐力試験

・ ブラスト処理 ・ リン酸処理

７.アンカーボルト (７．２．４)(７．３．２)

(７．３．２)

・ 構造用アンカーボルト

・ 建方用アンカーボルト
　 種類　　　・SS400　　　※構造図による

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

　・ 図示による　　　　・　

　 種類　　　・ABR400　　　・ABR490　　　・SNR400　　　※構造図による　

(７．２．６)８.ターンバックル 

　・ 構造関係共通事項（鉄骨標準図）による

種類 

 (７．２．７)(７．７．８)材質、形状及び寸法

・デッキプレート
　単独の構法
・デッキプレートと
　コンクリートとの合
　成スラブとする構法

適用箇所 材質・形状・寸法 備　考

開口部補強要領（補強筋の定着長さ等を含む。）　　・図示　　　・　
鉄骨部材への溶接方法　　　・ 図示による（　　　　　）　　　・　

建築用ターンバックルボルト　　 ※羽子板ボルト　　
建築用ターンバックル胴　　 ※割枠式
ねじの呼び　　 ※図示による（  ）　　　・　

　　・　
・　

耐火認定　　　・ あり　　　耐火時間　　　・図示　　　・　
　　　　　　　・ なし

(７．２．８)種類等
呼 び 名 
・ 16
・ 19
・ 22

呼び長さ (㎜) 適 用 箇 所

９.床構造用の 
　 デッキプレート

(７．３．１０)

 (７．６．３)

(７．６．４，７)

試験の要領
　・図示による（　　　　　）　　　・　

仮組を行う範囲　　　・図示による（　　　　　）　　　・ 　

開先の形状　　　 

　

　・ 見掛り部となる部分
　・ 見隠れ部となる部分
　・ 切断する部分なし

　・ 鋼製エンドタブ、裏当て金等は、梁フランジの端から5mm以下を残して直線状に切断する。なお、
　　 切断線が交差する場合は、交差部をアール状に加工する。
　・　

鋼製エンドタブの切断する部分　

鋼製エンドタブの切断範囲　

　・ 構造関係共通事項（S006 溶接規準図）による

低応力高サイクル疲労を受ける部位

　・ 構造関係共通事項（S006 溶接規準図）による　　・ 図示による（　 　　　　）　　・　
スカラップの形状　　

　・ 図示による（　　　　　）

　・図示による（　　　　　）　　・　

摩擦面の性能（すべり係数　0.45以上）

塗装の範囲 　
 　耐火被覆材の接着する面の塗装範囲 　 　・ 図示による（　　　　　）　　　・　
・ 耐火被覆材が接着する面の塗料の種別　　・　

　　　・　

13.溶接接合 

12.溶接作業を行う
　 技能資格者の
　 技量付加試験

11.鉄骨の仮組 

10.スタッド種類等

事
工

鉄
骨 骨

鉄

工
事

14.溶接部の試験

15.錆止め塗装

16.耐火被覆

17.アンカーボルト等
　 の設置等

18.軽量形鋼構造 

コ
ン
ク
リ

ト
ブ
ロ
ッ
ク

－

・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板

事
工

特記仕様書３

特記仕様書　その３
-
-

A005

SN400B
SN490C,SN400C
BCR295
SS400
STKR400

大梁
通しダイアフラム
柱
鉄骨2次部材全般
角形鋼管（鉄骨2次部材)

認定品

S010図

80
80

梁
梁

S116,213図

50,30

上表、備考欄に記載

30分耐火

1時間耐火

1）

2） 実習工場実験室棟の図示柱

エスケー化研「SKタイカコート,1時間耐火認定仕様」又は同等品以上
1）
2）

・型枠用デッキプレート

(表７．１０．２)

・JIS形高力ボルト

JIS形高力ボルトの締付け（本締め）
　ナット回転法の場合で、ボルトの長さがねじの呼びの5倍を超える場合の回転量
　　・図示による　　・　　

(７．４．７)

摩擦面の処理方法（すべり係数 0.4以上）
(７．１０．３)

材料、構法

負荷重
厚さ 幅及び 耐火性能 構法の

種別（時間）
・ 外壁用 ・ 一般

・ コーナー
・ ・有（１） ・ Ａ種

よる
図示に

・屋根版用

・床用
ー

ー

・

ー

・有（0.5）

・有（　　）
・無

・ Ｃ種
・ Ｄ種

・ 間仕切

・

・

・

・ 120
・ 100

・ 100

・外壁パネル構法、屋根及び床パネル構法
　　耐風圧性能（　　　　　　　　　　　　　　　）

(８．４．２)

(８．４．４)
　　耐震性能　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　耐震性能　（　　　　　　　　　　　　　　　　）
パネル幅（mm）
　　・ 300以上（・図示　　・　　　　　　　　　　）

　パネルの短辺小口相互の接合部、出隅及び入隅のパネル接合部並びにパネルと多部材との取り合い部の
　伸縮目地の目地幅（mm）

　伸縮目地への耐火目地材の充填　・ 適用する　　・適用しない

（８．５．２～５）（表８．５．１,２）

・ 外壁パネル工法
　　耐風圧性能（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　耐震性能　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・ 間仕切壁パネル構法
　　耐震性能　（　　　　　　　　　　　　　　　）
耐火構造以外の目地及び隙間の処理
　※パネルの製造所の仕様による　　　　・　
パネル幅の最小限度(mm)
　・ 300以上（ ・ 図示　　・　　　　　　　　　　）
パネルの相互間の目地幅(mm)

出隅及び入隅のパネル接合部の伸縮目地の目地幅(mm)
　※15程度(シーリング材を充填)　　・図示による
溝堀及び開口部の措置
　やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下表の寸法を限度とし、欠損部分を考慮した強度を確認
　した資料を提出する。

切断後のパネルの残り部分の幅
短辺

短辺
長辺

パネルに孔あけ

パネルに欠き込み
を設ける場合

を設ける場合 500mm以下

500mm以下

300mm以下
300mm以下

パネル幅の 1/2 以下、かつ、300mm以下

(種類)

１.アスファルト防水 

※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ・ Ａ－１
・ Ａ－２
・ Ａ－３

・ ＡⅠ－２ 　※JIS A 9521に基づく押出法ﾎﾟﾘｽ
　ﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材３種ｂＡ(スキン層付き)

施工箇所 断熱材

(表９．２．４)(表９．２．６)
　・ 適用する　　　・ 適用しない

種別

・ Ｄ－１

・ ＤⅠ－１

・ ＤⅠ－２

仕上塗料 
種類 

・

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ

 製造所の
 仕様

 製造所の
 仕様

・
（厚さ）（mm）
・

標準仕様書9.2.2(9 )※  による

施工箇所

　種類　　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定　　　・　　　　　　　　　
　設置数量　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定　　　・　　　　　（個）

種別 種別 施工箇所 
・ Ｅ－１
保護層
　・設ける（※図示による　　　・　　　　　）　・設けない

絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量 (９．２．３)

　※コンクリート打放し仕上げ　表6.2.4[打放し仕上げ種別]のB種

押え金物の材質及び形状寸法

　・　

施工
　防水層の下地のモルタル塗り
　・ 適用する　（施工範囲　※図示による　　　・　　　　　）
　・ 適用しない

(９．２．４)

　絶縁断熱工法のルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置
　　※図示による　　　・　

保護層等の施工
　平場の保護コンクリートの厚さ
　　こて仕上げ　　※水下　80mm以上　　・図示による（　　　　　）
　　床タイル張り　※水下　60mm以上　　・図示による（　　　　　）

　・乾式保護材
　立上り部の保護工法

　・コンクリート押え
　・モルタル押え（屋内等）

　　　れんがの材料

　屋上排水溝の設置

(９．２．５)

(９．２．２)

(９．２．２)　　　乾式保護材の材料　・窯業系パネルⅠ類（厚さ　　(mm)　　幅　　　(mm)）　・　

　

コ
ン
ク

ト

ク

押

メ

事
工

－

防
水
工

事
工

防
水

・ 取付金物の耐火被覆を行う(1時間耐火被覆)

建築基準法施行令第87条及び建設省告示第1454号

すべてに適用

材料、構法

パネル幅（mm）
900㎜を超える場合

　※15以上　　・図示による
　※15以上　　・図示による

外壁パネル構法、間仕切壁パネル構法の場合

９８

(㎜)

３.ALCパネル （８．４．２～５）（表８．４．２～４）

区　　分
正荷重 長さ

・ 平
・ 意匠

・
・ Ｂ種

ー

ー ー

ー

・

・
※ Ｆ種

よる
図示に

よる
図示に

　 壁用
・ 一般
・ コーナー

・ 平 
・ 意匠

・有（１）
・無よる

図示に

パネルの相互の接合部に挿入する耐火目地材
・

・ 100

・ 100

　・図示による（　　　　　）　　　・　

　　※10～20　　・図示による

・ 間仕切壁パネル構法

(８．４．３，４)

(８．４．３、４)

(８．４．３～５)

(８．４．３，５)

４.押出成形セメント
　 板（ECP）

注）Ｆ：フラットパネル、Ｄ：デザインパネル、Ｔ：タイルベースパネル

　長辺の目地幅　
　短辺の目地幅　

(８．５．４)

(８．５．３)

孔あけ及び欠き込みの大きさ 

長辺
パネル幅の 1/2 以下、かつ、300mm以下

150mm以下

300mm以下

９ 屋根保護防水 
防水層の種別

（９．２．２～５）（表９．２．３～９）

種別

　70g/㎡程度
・

　又はﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ
　厚さ0.15mm 以上

絶縁用シート

・ Ｂ－１
・ Ｂ－２

※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ
　70g/㎡程度
・

・ ＡⅠ－１

・ ＡⅠ－３
・ ＢⅠ－１
・ ＢⅠ－２

　(厚さ)　   (mm)

(８．５．３，４)

(８．５．３，４)

(８．５．３，４)

(８．５．３，４)

(９．２．２)押え金物の材質及び形状寸法
　※アルミニウム製　L-30×15×2.0mm程度　・アルミニウム製　L-40×10×2.0mm程度　
　・　
立上り部への断熱材及び絶縁用シートの設置

屋根露出防水
　防水層の種別

・ Ｄ－２

使用量 
・ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ

・ 

 ﾌｨﾝｸﾞ類の ﾌｨﾝｸﾞ類の

（種類）

断熱材

(９．２．２)

　防水層の種別
施工箇所

・ Ｅ－２

屋内防水

　・れんが押え（・図示　　　　　・　　　　　　）

　　　・JIS R 1250(普通れんが及び化粧れんが)
　　　・　

　　・ 図示による　　　　・　

　※アルミニウム製　L-30×15×2.0mm程度　・アルミニウム製　L-40×10×2.0mm程度　

　

単位荷重(N/mm2) 

リ

ブ
ロ
ッ

・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・

出
成
形
セ

ン
ト
板

事

建築基準法施行令第82条の2

900mm以下の場合

　※15以上　　・図示による
　※10以上　　・図示による

（９．２．２,３)

(９．２．５)

製造所： ノザワ「ｱｽﾛｯｸ600、900　ﾆｭｰｾｰﾌﾃｨｰ工法　t=60（横張り）」又は同等品以上

水抜： ECP下部：水抜きパイプSUS φ10、@3000内外
仕上：

工法： 二次防水工法[外壁すべて]

体育館 一部屋根

硬質ウレタンフォーム

３５

・設ける

２.改質アスファルト
　 シート防水

（９．３．２，３）（表９．３．１～３）

・ＡＳ－Ｔ２
・ＡＳ－Ｔ３
・ＡＳ－Ｔ４
・ＡＳ－Ｊ１

・

断熱材

 による

仕上塗料 
使用量 

・

・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ
　の製造所の仕様　の製造所の仕様

（改質アスファルト
 シートの製造所の

・設けない
 仕様による）

・ＡＳⅠ－Ｔ１

・ＡＳⅠ－Ｊ１

　設置数量　　※改質アスファルトシートの製造所の指定　　　　・　　　　　（個）　　
　種類　　　　※改質アスファルトシートの製造所の指定　　　　・　　　　

押え金物の材質及び形状寸法

　ＳＩ－Ｆ１、ＳＩ－Ｆ２、ＳＩ－Ｍ１及びＳＩ－Ｍ２における防湿用フィルム

種別

・ Ｓ－Ｆ１

・ Ｓ－Ｍ２

・ ＳⅠ－Ｍ１

仕上塗料

種類
断熱材

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼ

　所の仕様

　ｰﾄの製造
　所の仕様

・ ・

・

・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼ
　ｰﾄの製造
　所の仕様

　ｰﾄの製造

　ｰﾄの製造
標準仕様書9.4.2

（種類）

(3)(ｴ)(a)

（種類）
・

・

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼ

シート厚

防水層の種別

保護モルタル塗厚

・ Ｓ－Ｃ１
※ 7mm以下

平場の保護モルタル厚
工　法

　・床塗り

（９．５．３）（表９．５．１，２）

種別

・
・ Ｘ－１

・ Ｘ－２

※屋内防水
・

・

※主材料の製

　造所の仕様
・

※地下外壁防水

　種類　　　　※主材料の製造所の仕様

（９．６．４）

PCコンクリート下地の入隅部の増張り(S-F1、SI-F1の場合)
　・行う（・図示　　　・　　）　　・行わない

(９．４．４)

(９．４．４)

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

　種類　　　※ルーフィングシートの製造所の仕様　　・　
　設置数量　※ルーフィングシートの製造所の仕様　　・　　　　　（個）　　

（木片ｾﾒﾝﾄ板 t18下地）

（耐火ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ下地）

保護層3回塗り

・ その他 ・
・ 適用する

・

※主材料の製

その他の仕様
　仕様：耐水圧用自閉樹脂塗膜防水＋ポリマーセメント系保護仕上(ﾒｰｶｰ仕様による)
　仕様：補強用ｶﾞﾗｽｸﾛｽ入り自閉樹脂塗膜防水、軽歩行光沢滑らか仕上(ﾒｰｶｰ仕様による)

断熱工法（ＳＩ－Ｍ１、ＳＩ－Ｍ２）における防湿用フィルム
　・設置する　　・設置しない

(表９．４．２)

　・図示による　　・　　　　　

防水層の種別
防湿用
シート

・ＡＳ－Ｔ１

施工箇所

標準仕様書 9.3.2(3)(ｳ)
（種類）

（厚さ）（mm）
・

種別
種類 

・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ

(９．３．２)

(９．３．３)屋根露出防水絶縁工法、屋根露出防水絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量
　・　
　※アルミニウム製　L-30×15×2.0mm程度　・アルミニウム製　L-40×10×2.0mm程度　

　ＳＩ－Ｆ１、ＳＩ－Ｆ２、ＳＩ－Ｍ１、ＳＩ－Ｍ２
　　　※ 非歩行仕様　　　　　　　　　　　　・ 軽歩行仕様

　　　・ 設置する　                     　・ 設置しない

３.合成高分子系
　ルーフィング
　シート防水

防水層の種別 （９．４．２～４）（表９．４．１～３）

・ Ｓ－Ｆ２

・ Ｓ－Ｍ１

・ ＳⅠ－Ｍ２

・ ＳⅠ－Ｆ２

・ ＳⅠ－Ｆ１

使用量

可塑剤移行
防止シート
の材質

・

・・

・

・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼ
　ｰﾄの製造
　所の仕様

　ｰﾄの製造

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼ

 所の仕様
 ｰﾄの製造
・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼ

・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼ

　所の仕様

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼ
　ｰﾄの製造
　所の仕様

・
　所の仕様

※発泡ポリエチ

※発泡ポリエチ

・

・
　レンシート

　レンシート

(3)(ｴ)(b)

・
（厚さ）（mm）
・
標準仕様書9.4.2

（厚さ）（mm）

施工箇所
（mm）

屋内防水

保護層
立上り部の施工箇所種別

・

塗厚（mm）

　・下地モルタル塗り

４.塗膜防水 防水層の種別 

施工箇所
仕上塗料

種類 使用量
保護層

高日射反射率防水
の適用

・ 適用する

・ 適用する

・適用する
・適用しない

・

・ Ｙ－１

・ Ｙ－２

　造所の仕様
※主材料の製

　　　　　　　・　
　設置数量　　※主材料の製造所の仕様　　　　　　　・　　　　　個

ウレタンゴム系塗膜防水 Ｘ－１（絶縁工法）の脱気装置の種類及び設置数量

５.ケイ酸質系塗布
　 防水 施工箇所　　・図示による　　　・　　

接着工法の場合のPCコンクリート部材防水下地の目地処理

　・行う（・図示　　　・　　）　　・行わない
(９．４．４)

接着工法の場合の脱気装置の種類及び設置数量 (９．４．３)

　建築基準法に基づく風圧力の（※1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ
補強布あり

外部指定色

[シート防水A]

・ その他
・ 適用する

※主材料の製
　造所の仕様

・
　造所の仕様

屋内保護密着工法の立上り部の保護モルタル塗厚

・ 1.5

1)

製造所： 大関化学工業「パラテックスB-1工法」又は同等品以上　[ピット]
大関化学工業「パラテックスC-5工法（指定色）」又は同等品以上　[外部すべて]

塗膜防水すべて
ピット図示部
外部図示部

実習工場・
実験室棟屋根

渡り廊下屋根

・ 1.5
硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ

35

1)

2)

[ｼｰﾄ防水B]

[ｼｰﾄ防水A] 体育館

実習工場・
実験室棟庇

製造所：
ｱｰｷﾔﾏﾃﾞ「ﾘﾍﾞｯﾄﾙｰﾌLCS工法　非歩行・外断熱・耐火ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ仕様」又は同等品以上
ｱｰｷﾔﾏﾃﾞ「ﾘﾍﾞｯﾄﾙｰﾌLCS工法　非歩行・野地板下地仕様」又は同等品以上

2)

　製造所：

[シート防水B]

STK400 渡り廊下柱

図示(S010図) 30分耐火(体育館)軒高レベルの屋根

(体育館)中間階床スラブ 図示(S007図)

(実習工場、渡り廊下)屋根

(実習工場)2階床スラブ

t25(1時間耐火)
上部の梁、

製造所： ノザワ「コーベックス,1時間耐火認定仕様」又は同等品以上

ﾙｰﾊﾞｰ天井外の図示範囲（2階床

塗装A・B・C：メタリック塗装（工場塗装）

ノザワ「ｼﾞｪﾑﾛｯｸ　ﾆｭｰｾｰﾌﾃｨｰ工法　t=75（横張り）」又は同等品以上
ノザワ「ｱｽﾛｯｸ　ｶﾗｰﾌﾛﾝﾒﾀﾘｯｸ  t=60,75」又は同等品以上 [塗装A・B・C:工場塗装品]

ピット図示部

外部図示部 ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ

・

保護層3回塗り
補強布あり

外部指定色

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ
系保護仕上

保護層3回塗り
補強布あり1)

2)

塩ビ被覆鋼板 t1.0　（入隅、出隅、谷部、山部、端部すべてに必要）
工法　： 機械的固定工法
押え金物　：塩ビ被覆鋼板 t1.0　（入隅、出隅、谷部、山部、端部すべてに必要）

パネルの種類 幅(mm)目地込 工法の種別 備考

・ 外壁パネル

　 パネル
・ 間仕切壁

・ Ｆ
・ Ｄ
・ Ｔ
・ Ｆ
・ Ｄ
・ Ｔ

　60
・50 ・60 ・ 
・50 ・60
　60

※600
・

※ 600
・ 図示

・ Ｂ種 ・Ｃ種

・ 900
ｺｰﾅｰ45°ｶｯﾄ

[1時間耐火]

パネルの種類 形状  厚さ(mm) 幅(mm)目地込 工法の種別 備考

・ 外壁パネル

　 パネル
・ 間仕切壁

・ Ｆ
・ Ｄ
・ Ｔ
・ Ｆ
・ Ｄ
・ Ｔ

・50 ・60 

　60
・50 ・60
・50 ・60
　60

※600
・

※ 600
・ 図示

・Ａ種 ・Ｂ種

・ Ｂ種 ・Ｃ種

・ 900
塗装A,B,C：工場塗装
ｺｰﾅｰ45°ｶｯﾄ

[1時間耐火]
・60 ・75

　 カルシウム板

　 ロックウール

　 ロックウール
ﾙｰﾊﾞｰ天井外の耐火仕様間仕切壁

支持梁、外装支持材・ECP下地材）
、ほか図示

ﾙｰﾊﾞｰ天井内の図示された耐火
被覆範囲のすべて、ほか図示

・ 見掛け柱は
　 平滑パテ処理とする



縮尺　A1:

図面番号

　　　A3:

設計番号 工事名称

図面名称

縮尺　A1:

図面番号

一級建築士 NO.

　　　A3:

20240631-3

272847

石井 康彦

公立大学法人

木下 隆嗣

一級建築士 NO.248486
構造設計一級建築士 NO.4009

工藤 征志

一級建築士 NO.334956
設備設計一級建築士 NO.4756高専開設準備局　総務・施設整備課

滋賀県立大学
新築工事(第３工区)
滋賀県立高等専門学校

章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項

特記仕様書４

特記仕様書　その４
-
-

A006

印箇所に施工

（１０．１．３，５）石材の割付け　　※図示による

ジェットバーナー仕上げのバフ仕上げの有無

備考
種石の大きさ 形状に

種石の種類

岩石の種類 形状及び寸法(mm) 

種石の種類

(㎜)

表面仕上げ
備考

・役もの
※大理石
・花こう岩

※大理石
・

・300型
・400型

厚さ(mm) 

　　　　形状及び寸法　・　

アンカーの材質及び寸法　
材

　
※ 4

　 　　 　
寸法

あと施工アンカーの材質、寸法等
類 ・

　　　　　
材質

　
・

　　 　　　　
法

　

ドレンパイプの材質
　　※樹脂ネット製パイプ　クロスメッシュ巻き　25～35φ

石材の厚さ(mm)　　・　
石裏面処理　　・適用する　・適用しない

（１０．２．２，３）（１０．３．２，３）

上記以外の金物の材質、形状及び寸法

　　　伸縮調整目地　位置　※(表11.1.1)による
　　　　　　　　　　　　　・図示による
　　　　　　　　　　シーリング材の目地寸法　　※幅・深さとも10㎜以上

４．内壁空積工法

アンカーの材質及び寸法
材 S 0 　 ・ 　　　　　 法

　種 　 　　　 　　材質 　 　 　　

　・図示による　　　　・　

石材の厚さ(mm)　　・　

（１０．３．３）

（１０．２．２）

（１０．４．２）

目地　一般目地　目地幅(mm)　　・　

　　　　　　　　　　　　　・図示による
　　　　　　　　　　シーリング材の目地寸法　　※幅・深さとも10㎜以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・図示による

　　　伸縮調整目地　位置　※6m程度ごと　　　・図示による

（１０．２．２）（１０．５．２，３）（表１０．２．４）

　※（表10.2.4）による（方式：・スライド方式　・ロッキング方式）　　・図示による　　　
アンカーの材質及び寸法

あと施工アンカーの材質、寸法等
種 ・ 　 　　　材質 　　　　　寸法

質　※S 　 　　　　　　　

だぼ用の穴の位置　　　※（10.5.2(2)(ｱ)）による　　　・図示による　
裏打ち処理　　・適用する　・適用しない

（１０．５．２）石材の厚さ(mm)　　・　

上記以外の金物の材質、形状及び寸法
　・図示による　　　　・　

目地　目地幅(mm)　　・　

（１０．６．２，３）

　　　シーリング材　・適用する（※(9.7)による　　・図示)　　・適用しない

石材の厚さ(mm)　　床(　　　)、階段(　　　)

　石裏面処理　　　　・適用する　・適用しない

（１０．５．３）

（１０．６．３）

シーリング材　　　（種類　　※（表9.7.1）による　　・　　　　　）
　　　　　　　　　（目地幅及び深さ　・　　　　　　）
伸縮調整目地
　位 （ 0.6 ) ) に る　　 よる

シーリング材の種類 　※ 表 7.1 による 　　

（１０．６．２）

石裏の補強用モルタル　　・適用する　　・適用しない

　　目地幅(mm)　　・　

石材の厚さ(mm)　　・　

目地寸法　　・　

既調合モルタル

(mm)
施工

形状
寸法

再生

の適用
Ⅲ
類類 ゆう ゆう

耐凍害性

注
有

・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

防虫処理接着の程度

・適用しない

・1類　・2類　

防虫処理接着の程度
化粧板に使用する

施工箇所

厚さ(㎜)施工箇所

・・
※15

（㎜）
厚さ

による区分

びわ湖材の適用

・JAS 0233（合板）による天然木化粧合板

施工箇所

・ＭＤＦ

よる区分
曲げ強さに

よる区分
難燃性に
よる区分(㎜)

厚さ 表裏面の状態

接着剤のホルムアルデヒド放散量

（１２．３．１，２）

適用部材

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理
適用部材 処理の方法

※薬剤の製造所の仕様による
・
・

・ 薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理
　　適用部位（　　　　　　　　　        　　　　　          　　　）

・ 合板等の加圧注入処理等適用
　　適用部位（　　　　　    　　        　　　　　　　　      　　）

　※F☆☆☆☆　　・　

（１２．３．２）

　 　

・間仕切軸組に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）
　　※杉又は松　　　・　
・床組に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

　　※吊元枠、水掛りの下枠及び敷居はひのき、その他は松又は杉
・窓、出入口その他に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

（１２．５．１）

（１２．６．１）

　　※ひのき　　　・　

（１２．７．１）
・壁胴縁、野縁受桟、野縁及び吊木に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

（１２．４．１）

　※JAS1083-6(製材-第6部：広葉樹製材)に基づく保存処理性能区分K1の防虫処理を行う
・ラワン材及びなら等
・

　　　　　・改質アスファルトルーフィング下葺材

・0.4

・横葺
・蟻掛葺
・立平葺

屋根葺形式
塗膜の耐久性の種類、

板及びコイルの種類施工箇所

※JISG3322の

雪止め　・設置する（形状及び施工箇所　※図示による　・　　　　　）　　・設置しない

６.シーリング （９．７．２，３，５）（表９．７．１）
施工箇所

　※（9.7.3(1)(ｱ)～(ｳ)）による　　　　　・図示による　　　　　・　

　建築基準法に基づく風圧力の（※1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

　建築基準法に基づく風圧力の（※1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

変成シリコン系（ＭＳ－２）

ル
工

石
工 ６.床及び階段の

 　石張り

11

10

３.外壁湿式工法

２.見本焼き試験施工

　 及びひび割れ
　 誘発目地

12

事
工
木木

事

屋
根

び
と
い

13

11.窓、出入口その他

６.接着剤

ガラス廻り、他

3 ｍｍ

床下地等のコンクリートと接する部材すべて（下地共）

下地用製材、造作用製材すべて

            （　　　　　　　　　        　　　　　          　　　）下地用製材、造作用製材すべて

・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

４．有機系接着剤に （１１．３．２～４，７）タイルの形状、寸法等

標準的な曲がりの役物は一体成形とする
内外装タイル接着剤張りの接着剤のホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆　　・　
下地調整塗材塗りを行うコンクリート素地面の下地処理
　　※目荒し工法（高圧水洗処理）　　　・MCR工法　　　・　

寸法

吸水率に

類
有

色
耐滑 備考

標 特
準 注

・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

材料

シリコン系（ＳＲ－１）

９

事
工

防
水

耐水性による区分

・不燃材料（施工箇所：　　　　　　）　・準不燃材料（施工箇所：　　　　）（１２．３．３）

ただし、印なき箇所も、部材取り合い部、目地部などすべてに必要。
図中

　※簡易接着性試験
接着性試験

　・引張接着性試験

７.施工票 ・ 工事完了後に監督職員の指示する位置に取付ける。

８.責任施工及び
　 保証期間 ・ アスファルト防水　　　　　　　　　　　　１０年間

・ 改良アスファルトシート防水　　　　　　　１０年間
・ 合成高分子系ルーフィングシート防水　　　１０年間
・ 塗膜防水　　　　　　　　　　　　　　　　１０年間
・ ＦＲＰ防水　　　　　　　　　　　　　　　１０年間

防水工事は責任施工とし、保証期間は次のとおりとする。

１.施工 

（１０．２．１，３）（表１０．２．１，２）
天然石

　　・あり　　　・なし

テラゾブロック
表面仕上げ
の種類

寸法(㎜）
仕上げ面に
よる区分よる区分

施工箇所

テラゾタイル

施工箇所 表面仕上げの種類 備考

種石の大きさ
(㎜)

寸法による区分
の種類

・床石 ・図示による

・片面
・両面

・平もの※1.5～12
・

・花こう岩
※1.5～12

施工箇所

受金物　材質　　・　　　　　

　　　　　　　　　　　・　

質 SS 00
　

・
　 　　　 　

　
種

　 　　 　
寸

　・図示による　　　　・　

裏打ち処理　　・適用する　・適用しない

（１０．２．３）

（１０．３．２）

（１０．２．２）

　　　　　　　　シーリング材　・適用する　　・適用しない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・図示による

（１０．２．２）（１０．４．２，３）
受金物　材質　　・　　　
　　　　形状及び寸法　・ 

　 質　※S 4 0 　 　 　寸 　
あと施工アンカーの材質、寸法等

類 ・ 　　 　・ 　 　　 寸法　
上記以外の金物の材質、形状及び寸法

石裏面処理　　・適用する　・適用しない
裏打ち処理　　・適用する　・適用しない

目地　一般目地　目地幅(mm)　　・　

５．外壁乾式工法
乾式工法の方式による金物の種類、形状、寸法等

　　　　　　　　シーリング材　・適用する　　・適用しない

（１０．２．２）

　 類　 　　 　 　・　　 　

　材 US304　 ・ 寸法　

床石張り

　裏打ち処理　　　　・適用する　・適用しない

　浸透性吸水防止剤　・適用する　・適用しない

階段張り
　石裏面処理　　　　・適用する　・適用しない

　・目地モルタル　　　　　（目地幅　・　　　　　　）
　・既調合の目地モルタル　（目地幅　・　　　　　　）

一般目地

置　　※ 1 .2(5 (a ） よ 　・図示に 　　　
　 　 （ 9. ） 　
　目地寸法　　※幅・深さとも10㎜以上　　　　・図示による

（１０．２．２）（１０．７．１，３）取付け工法　　・湿式工法　・乾式工法

石裏面処理　　・適用する　　・適用しない
乾式工法の場合の取付け代　　※70㎜ 程度　　　・　　　　

目地
　湿式工法の場合
　　一般目地　目地幅(mm)　　・　
　　　　　　　シーリング材　・適用する　　・適用しない
　　伸縮調整目地　位置　※(表11.1.1)による　　・図示による
　　　　　　　　　シーリング材の目地寸法　※幅、深さとも10mm以上　　・図示による
　乾式工法の場合

　　シーリング材　・適用する(※(9.7)による　　・図示)　　・適用しない

８.隔て板 石材の厚さ(mm)　　※40　　・　

位置　　　　※（表11.1.1）による　　　　・図示による
（１１．１．３）（表１１．１．１）

見本焼き　　・行う（施工箇所：　　　　　　　）　　・行わない
試験張り　　・行う（範囲、仕様等は図示による）　　・行わない

（１１．１．４）

（１１．２．２，６）

下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の下地処理
　※目荒し工法（高圧水洗処理）　　・MCR工法　　　　・　
壁タイル張りの工法
　内外装タイル　　・密着張り　　・改良圧着張り
　内装タイル以外のユニットタイル　　・マスク張り　　・モザイクタイル張り

タイルの形状、寸法等
吸水率に
よる区分
Ⅰ
類

Ⅱ 施

うわぐすり

無

役物

有 無

色
耐滑 備考

標 特
準

無

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・

５.施工一般 外壁タイルの目地詰め　※行う　　・行わない
屋外のタイル張り、屋内の吹抜け部分等の壁タイル張りの接着力試験　　※行う　　・行わない

単板の樹種名厚さ(㎜)施工箇所

・
・適用する・1類　　・特類

・JAS 0233（合板）による化粧ばり構造用合板
びわ湖材の適用

・適用する（　　　　） ・

厚さ(㎜)
単板の樹種名

・適用する（　　　）・1類・2類 ・

表面性能
方法

化粧加工の
樹種名
単板の

接着の程度
(㎜)
厚さ

施工箇所

※13タイプ ※Ｐ又はＭ
・

表裏面の状態
施工箇所

・JAS 0360 に基づく構造用パネル

・パーティクルボード

・JAS 0233（合板）による特殊加工化粧合板

びわ湖材の適用

耐水性に
による区分

（１２．２．２，３）

・ 薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理
保存処理性能区分

・Ｋ２　・ Ｋ３　・Ｋ４
・Ｋ２　・ Ｋ３　・Ｋ４
・Ｋ２　・ Ｋ３　・Ｋ４

薬剤の種類
※JISK1571に適合又は同等品

　　※杉又は松　　　・　

・ 縁甲板及び上がりかまちに用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

　　※杉　　・松　　　・　

（１３．２．２，３）

　　　　　　（・一般タイプ　　・粘着層付タイプ）

下葺材料　・アスファルトルーフィング940

・0.5

・

・心木なし瓦棒葺・5類（AZ150）
 屋根用（着色・有）
・

（㎜）
厚さ

めっき付着量
備考

工法

横葺きの場合のけらば納め
　・つかみ込み納め　　　　・けらば包み納め

シーリング材の目地寸法
仕上げを行わない施工箇所（・図示による　　　・　　　　　）

シーリング材の種類（記号）

シーリング材のノンブリード性能　※有り　・無し

ポリウレタン系（ＰＵ－２）

石
工
事

事

タ
イ

事

７.笠木、甲板等
 　の石張り

10

２.石材等

１.伸縮調整目地

３.セメントモルタル
　 によるタイル張り

12

工

１.長尺金属板葺

事
工

及

12.床板張り

13.壁及び天井下地

10.内部間仕切軸

８.防虫処理

　 組及び床組み

７.防腐・防蟻処理

RC打継目地、RC誘発目地、他
建具廻り、金物取合い、笠木目地、ECP目地、他

その他、必要と思われる所はすべて見込み、施工すること。

材料
り性

床下地等のコンクリートと接する部材すべて（下地共）

床下地等のコンクリートと接する部材すべて（下地共）
            （　　　　　　　　　        　　　　　          　　　）下地用製材、造作用製材すべて

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・

　　よるタイル張り

(mm)
施工

形状 再生

の適用

よる区分
Ⅰ
類

Ⅱ Ⅲ
類

施

うわぐすり

無
ゆう ゆう

役物

無

耐凍害性

無有

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・

り性

６.アートタイル

材料の種類及び施工箇所

曲げ強さによる区分

・難燃材料（施工箇所：　　　　　　）ラワン材及びなら等
９.不燃処理木材等

汚垂石 図示×600×t6 小端仕上げ

製造所： LIXIL「キラミックステップ スリムⅡ」又は同等品以上 [図中：汚垂石]

汚垂石 図示×560×t6 小端仕上げ
縦樋受 300×300×t9.7 小端仕上げ

LIXIL「メンフィス 300角平(外床タイプ)」又は同等品以上 [図中：縦どい受]

１．施工一般

寸法(㎜） 等級 保存処理含水率

施工箇所

・

・

※Ａ種 ・Ｂ種 ・　
・　　※２級
・　　※２級

・

・※Ａ種 ・Ｂ種 ・　

見え掛り面 ・　　※上小節

・　　※小節以上

びわ湖材の適用

工
木

下地材全般 行う

各種木見切縁 ・　　※上小節 行う
木製三方枠 図示 ※Ａ種 ・Ｂ種 ・　 行う
木製幅木 図示 ※Ａ種 ・Ｂ種 ・　・　　※上小節

見え掛り面の表面仕上げ
　※プレーナー加工仕上げ　　・超自動機械かんな　　・サンダー　　・（　　　　　）

びわ湖材は、びわ湖材産地証明制度に基づき証明される滋賀県産材とする

材料のホルムアルデヒド放散量
　※F☆☆☆☆　又は（12.2.1(1)(ｳ)(b)）による

（１２．１．４）

（１２．２．１）（１２．４．１）（１２．５．１）（１２．６．１）（１２．７．１）２．製材
・ JAS 1083-5　製材・第５部に基づく下地用製材

・ JAS 1083-2　製材・第２部に基づく造作用製材

施工箇所

保存処理含水率材面の品質寸法(㎜)

・
・　　※２級

※Ａ種 ・Ｂ種 ・　
※Ａ種 ・Ｂ種 ・　

※Ａ種 ・Ｂ種 ・　

びわ湖材の適用

事

12

図示

図示 行う
図示 ・※Ａ種 ・Ｂ種 ・　

・・　　※上小節

仕上　： UC塗装

製造所：

・行う

寸法(㎜） 等級
・JAS 1083-6　製材・第６部に基づく広葉樹製材

・１ 等
※１０％以下
・Ａ種 ・Ｂ種 ・　

・１
・Ａ種 ・Ｂ種 ・　
※１０％以下
・Ａ種 ・Ｂ種 ・　

びわ湖材の適用

防虫処理 含水率
・JAS 1083（製材）以外の製材

・Ａ種 ・Ｂ種 ・　

・適用しない

(　　　　　 )

(※Ａ種・Ｂ種)
・適用しない

（１２．２．１）
・JAS 1152（集成材）による造作用集成材

・JAS 1152　による化粧ばり造作用集成材

・JAS 1152（集成材）以外の造作用集成材

施工箇所 樹種 寸法(㎜）

・ 

品質
見付け材面

 厚さ(㎜）
寸法
(㎜）

寸法(㎜） 含水率

施工箇所
寸法
（㎜）

化粧薄板の
含水率

・

※１等　・２等化粧薄板：

※15％以下　 ・ 

※15％以下　 ・ 　　　化粧薄板：

※15％以下　 ・ 

・
化粧薄板：
芯材：

芯材：
化粧薄板：

※15％以下　 ・ 　　　
芯材：
化粧薄板：

・JAS 0701 による造作用単板積層材

・JAS 0701 以外の造作用単板積層材

・

・

※１４％以下
・

・適用しない

・ 適用する

表面の品質 防虫処理

防虫処理表面の品質

（１２．２．１）

厚さ 単板の
樹種名

・
・

・ 適用しない

・ 適用する※１類

・２類

・

びわ湖材の適用

びわ湖材の適用

びわ湖材の適用

びわ湖材の適用

びわ湖材の適用

びわ湖材の適用

びわ湖材

びわ湖材の適用

・
・
・

・適用しない
(　　　　　 )
・適用する

・適用しない
・適用する

・
※12

・１級

※２級
・適用しない

・ 適用する
・
※12

・
以上
 ※Ｃ－Ｄ

・特類
※１類

・１級

※２級

・

板面の
品質

(　　　　　 )
・ 適用する

・
※12

防虫処理

・
以上
 ※Ｃ－Ｄ

※１類

樹種名
表板の

程度
接着の

・JAS 0233（合板）による構造用合板
びわ湖材

４.造作用単板積層材

５.合板等

木膳板,木額縁,側板
針葉樹 SOP塗装

耐水合板
針葉樹

針葉樹
(耐水合板、
構造用合板

・ 

施工箇所 含水率 保存処理

※

※ 等
※１０％以下

・※ １ 等

施工箇所 寸法(㎜) 材面の品質

・
(　　　　　 )
造作材の場合
(※Ａ種・Ｂ種)

・適用する
・適用しない

・
(　　　　　 )
造作材の場合
(※Ａ種・Ｂ種)

・適用する
・Ａ種 ・Ｂ種 ・　

・造作材の場合
・適用する

・Ａ種 ・Ｂ種 ・　

３.造作用集成材

・JAS 1152（集成材）以外の化粧ばり造作用集成材

見付け材面 見付け材面の品質

・

見付け材面の化粧薄板の
樹種施工箇所

施工箇所 樹種

・

見付け材面の品質

樹種
 厚さ(㎜）

見付け材
面の品質

※１等　・２等

芯材：

芯材：

・ ※１等　・２等

・
・※15％以下　 ・ 

※１等　・２等

・
※15％以下　 ・ 　　　

・

（１２．２．１）

・JAS 3079 による直交集成板（CLT）

・適用する

・ 適用しない

施工箇所 品名 寸法(㎜)

含水率施工箇所 寸法(㎜）

施工箇所 品名
曲げ強度

（強度等級）
種別

（使用環境）
接着性能

寸法樹種
の適用

・JAS 0233（合板）による普通合板

施工箇所
（㎜）

接着の程度 板面の品質 防虫処理

・
※２等以上　　・１等　　
広葉樹

針葉樹
※Ｃ－Ｄ以上　・　　　

※5.5

・

・
・ ・

びわ湖材の適用

・
・
以上
 ※Ｃ－Ｄ

・特類
※１類

以上

・(　　　　　 )
・適用する

・ 適用しない
以上

の適用

・ 適用しない

・ 適用する

・ 適用しない

（㎜）
厚さ

強度等級

・特類
・１級
以上
※２級

施工箇所 等級

木製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ 図示

下地合板

構造用合板

以外)

※１等　・２等



縮尺　A1:

図面番号

　　　A3:

設計番号 工事名称

図面名称

縮尺　A1:

図面番号

一級建築士 NO.

　　　A3:

20240631-3

272847

石井 康彦

公立大学法人

木下 隆嗣

一級建築士 NO.248486
構造設計一級建築士 NO.4009

工藤 征志

一級建築士 NO.334956
設備設計一級建築士 NO.4756高専開設準備局　総務・施設整備課

滋賀県立大学
新築工事(第３工区)
滋賀県立高等専門学校

章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項

特記仕様書５

特記仕様書　その５
-
-

A007

２.折板葺

製法による 形状による 寸法による 産地大きさ

・適用する
・適用しない
・適用する
・適用しない

雪止め瓦役物瓦の種類

JISA5208に基づく凍害試験等

質 ※杉

　
　 　

寸 ※ 幅 1× さ15(㎜ 以上
　 　　

法 3 ( 以上
　

棟補強等に使用する金物等
　材質　　　　　　　　　　　　・ステンレス製　　　・溶融亜鉛メッキ処理を行った鋼製
　形状、寸法及び留付け方法　　・　　　　　　※図示による

桟 け よる
　

棟の工法　・　　　　　　
伏 又はF 冠瓦伏せ

　　
・のし積み瓦

　　

面戸、雀口、葺土の露出する瓦接合部に仕上げを施す場合
　・モルタル　　　・瓦葺き用しっくい

５.とい （１３．５．２，３）（表１３．５．５）

　　　　　　　　　・ 表面処理鋼板（表面及び裏面の塗膜の種

といその他の材種　・ 配管用鋼管＋DP塗装　

硬質ポリ塩化ビニル管 　・ 鋳鉄製ルーフドレン(つば付き)（カラー）

・長尺金属板葺　　　　　　　　　　　　　　　１０　年間

多雪地域　　・適用する　　　・ 適用しない
鋼管製といの防露巻き
・ 適用する（工法：※ （表13.5.4）による　　 　・　　　　　　）
・ 適用しない

６.とい掃除口

呼び 施工箇所

・ バルコニー中継用 
・ 差し込み式 

・ 80　　・ 100
・ 125　 ・ 150
・ 80　　・ 100　・ 114

・ 50　　・ 80 　・ 100

※設ける

　 アルミニウム合金
　 の表面処理

（１４．２．１）（表１４．２．１）

色合い等

（　　　　　      　　）

常温乾燥形の塗装の場合（　　　　　　　　　　）

２.鉄鋼の亜鉛めっき
表面処理方法 種別 施工箇所(手すり、タラップ以外）

・ 溶融亜鉛めっき

・ 電気亜鉛めっき

・ Ａ種
・ Ｂ種
・ Ｃ種

・ Ｅ種

色砂の種類
　　・天然砂と岩石の砕砂 　　

塗厚　

こまい壁塗りの上塗りとする土物仕上げの工法の種類
　　・土物仕上げ工法

こまい壁塗りの上塗りとする大津仕上げの工法の種類

ちりじゃくり

８.こまい壁塗り （１５．１１．２～５，７，８）

　　・土物仕上げに用いる色土の種類　（　　　　　　　　　　）

１.防火戸 

（１６．１．４）２.見本の製作等

　　・ 建具表による　　　・　

（１６．２．２，４，５）（表１４．２．１）（表１６．２．１）

・適用する（※建具表による　・　　　　） ・適用しない

　　　 ・Ｂ種（※建具表による　・　　　　　）
　　　 ・Ｃ種（※建具表による　・　　　　　）

　 　　・Ｅ種（・建具表による　・　　　　　）

　　　　　　（・建具表による　・　　　　　　　　　　）

　（・建具表による　　・　　　　　　）

　（・建具表による　　・　　　　　　）

建具見本の製作　　　　　・行う（建具符号：　　　　）　　※行わない
建具見本製作の目的等　　・　

３.防犯建物部品 （１６．１．６）

形状及び仕上げ

　　　　　　　種別　・ BB-1種　　・ BB-2種　　

　　　　（表14.2.1）

・

　木下地の場合の内付け建具　　・適用しない　　・適用する
　水切り板、ぜん板　　※図示による　・　

５.網戸等
種類 材質 網目

・ガラス繊維入り合成樹脂製
・

・ 防虫網

・ 防鳥網 ステンレス(SUS304)線材

（１６．２．５）（１６．３．２～５）（表１６．３．１）

　断熱ドア・断熱サッシ　　　　　断熱性の等級（・H-4　・H-5　・H-6　・H-7　・H-8　）

　外部 に面する建具の日射熱取得性の等級　・　

　
枠の ・ よ

合成樹脂製

ステンレス(SUS316)製※

　　　　　　　　　　　　・Ｂ種（・建具表による　・　　　　）
　　　　　　　　　　　　・Ｃ種（・建具表による　・　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　（・建具表による　・　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　（・建具表による　・　　　　）

　表面色　　・標準色（　　　　　）　　・特注色（　　　　　）　

　木下地の場合の内付け建具　　・適用しない　　・適用する

ロックウールのホルムアルデヒド放散量　※ F☆☆☆☆　・　
接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　　※ F☆☆☆☆

　　※（表15.11.8）による
　　・建築基準法に基づく耐力壁の指定がある場合　（塗厚　　mm）

事
工

及
び
と
い

14 １.アルミニウム及び

金
属

官

事
工

工
事

建
具

16

15

　 建具

13

縦樋(屋上)

・ 落し口
(SUS製、SUSｽﾄﾚｰﾅｰ付き)

・ 60　　・ 75 　・ 100

ガルバリウム鋼板＋高耐候ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ塗装                                  ・　                           　　　　）

　　　　　　　　　・ アルミニウム合金押出形材 t1.6＋陽極酸化塗装複合皮膜(ﾊﾞﾝﾄﾞﾚｽﾀｲﾌﾟ)

3）

1）

製造所： 井上商事「アルトイ丸型(丸型アルミ製バンドレスタイプ)」又は同等品以上
タニタハウジングウェア「ガルバリウム丸形たてとい(高耐候ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ塗装)」

2）

・ BB-2種

製造所： ノザワ「コーベックス」又は同等品以上

光沢および深さ ：鏡面研磨仕上げ、表面削り厚は2.5ｍｍ

表面強化剤 ：浸透性コンクリート表面強化剤（詳細は塗装工事による）
床のひび割れ誘発目地
　・ 設ける（カッター目地）、@2m以内ごとに設け、床研磨の後、カッターを入れること

ディスクグラインダー,ハンドグラインダー,ポリッシャーによる研磨

S-5

A-4

W-5

[AWすべて]

70
T-1

特記外のAWすべて

ﾌﾞﾗｯｸﾏｯﾄ仕上

又は同等品以上
3）

・ 60　　・ 114　・ 150

製造所：

・ AGすべてに防鳥網を適用(固定式) ・ 特記外AWすべてに防虫網を適用

　瓦緊結用釘又はねじの有効長さの最小値（　　　㎜）

（１３．２．２）（１３．３．２，３）（表１３．２．１）

（１３．４．２，３）

施工箇所
種類

区分区分区分

桟瓦の防災瓦の使用　　・適用する　　　　・適用しない

　・行う 　・行わない
瓦桟木

　

材

　 　
　 　

法
　

2 高 )
　　

棟補強用心材　材質　※杉　　・　　　　 　
寸

　
※幅40×高さ 0 ㎜)

　

工法

３.粘土瓦葺

　風圧力又は地震力に対応した瓦の緊結方法等 　　※図示による

瓦 木の留付 工法
　　

※図示に
　

・7寸丸 せ棟 形用 棟
　 　

４.責任施工および

※

・折板葺　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０　年間
・粘土瓦葺　　　　　　　　　　　　　　　　　１０　年間

ルーフドレンの種類及び呼び

・設けない

種類
・ ろく屋根用たて形Ⅰ型

・ 陸屋根用横形Ⅰ型

・ バルコニー用 

※ ねじ込み式

※ ねじ込み式

・ ねじ込み式

・ ねじ込み式 
・ 差し込み式 

・ 125　 ・ 140　・ 150
・ 50　　・ 80 　・ 100
・ 50　　・ 75 　・ 100

・ 50　　・ 75 　・ 100

種別
施工箇所

（成形板、笠木、建具以外）
・ 標準色
（　　　　　      　　）
・ 特注色

（１４．２．２）（表１４．２．２）

・ Ｄ種

・ Ｆ種

　　・人工的に着色・製造したもの

　　　　・水ごね土物１工法　　・水ごね土物２工法
　　　　・のりさし土物工法　　・のりごね土物工法
　　・砂壁仕上げ工法 　　・切返し仕上げ工法

　　・普通大津仕上げ工法　　・大津みがき仕上げ工法
　　・図示による　　　　・　

（１５．１０．２，３）

色土

　　・大津仕上げに用いる色土の種類　（　　　　　　　　　　）

（１６．１．３）※ 建具表による　　　・ 　
・ 防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸について、連動させる装置等

４.アルミニウム製
性能値等 

　外部に面する建具の種別

　枠の見込み寸法（・建具表による　　・　　　　　）
　防音ドア・防音サッシ　　遮音性の等級（ ・　　　）

　断熱ドア・断熱サッシ　　断熱性の等級（・　　　）

　耐風圧性の等級

　気密性の等級

　水密性の等級

　　　 ・Ａ種（※建具表による　・　　　　　）

　　　 ・Ｄ種（・建具表による　・　　　　　）

　　　　　　（・建具表による　・　　　　　　　　）

　（・建具表による　　・　　　　　　）

特殊な建具の仮組　　　　・行う（建具符号：　　　　）　　※行わない

　表面処理
　　外部に面する建具

　　　　　　　着色　・ 標準色（　　 　　　　　）　　・特注色（　　　　　）　
　　屋内の建具

　　　　　　　着色　・標準色（　　　　　）　　・特注色（　　　　　）　
　結露水の処理方法　　・水貯め式　　　・ 排水式

　　　　（表14.2.1）

　　　　　　　種別　・BC-1種　　・BC-2種　　・

工法

（１６．２．３）
線径

・
※16～18メッシュ※0.25㎜以上

1.5㎜ 網目寸法15㎜

６.樹脂製建具 性能値等

　防音ドア・防音サッシ　　　　　遮音性の等級（・T-1　・T-2 ）

見込み寸法
　　

建具表に る
　

・

外部に面する建具の種別　・Ａ種（・建具表による　・　　　　）

　　　　　　　　　　　　・Ｄ種（・建具表による　・　　　　）
　　　　　　　　　　　　・Ｅ種（・建具表による　・　　　　）

形状及び仕上げ

工法
　水切り板、ぜん板　　※図示による　　・　

仕上げ吹付け厚さ　・ 図示による　　・ 25ｍｍ(特記外すべて)　　　・　

　建築基準法に基づく風圧力の（※1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

屋
根

　 保証期間

工
事

左

９.ロックウール吹付け

・ 差し込み式 
・ 60　　・ 114　・ 150

製造所：
1）

・ C種(化成被膜の上に塗装、
ウレタン樹脂系塗装)

 BB-2種(ﾌﾞﾗｯｸﾏｯﾄ仕上)

 C種(メタリック塗装)
C種：アルミパネル庇

BB-2種：特記外すべて

板厚　6.0 ｍｍ以上の部材すべて
板厚　3.2 ｍｍ以上6.0ｍｍ未満の部材すべて
板厚　1.6 ｍｍ以上3.2ｍｍ未満の部材すべて

10.(床)ｺﾝｸﾘｰﾄ研磨仕上
＋表面強化剤塗布

床コンクリート研磨仕上げ
　・ 行う（工法：コンクリート研磨工法　2回研磨）

施工 ：表面2.5ｍｍ研磨後に図面に記載の床レベルとする。大型コンクリート研磨機,

2）

タニタハウジングウェア「HACO GH15号」[軒どい]又は同等品以上

[縦どい]
[軒どい]

エフワンエヌ「クリスタルハード CHFK-RS/P」又は同等品以上

戸板 性能

耐火軒先面

・ 無し

・ 30分

・

（　　　)種

・ 高耐食性

ム合金板製

※鋼板製
・アルミニウ

・ 無し

・ 有り

・
・
・ かん合形
・ はぜ締め形
・ 重ね形

（㎜）

厚さ

区分

材料による

区分

耐力による

チ
山ピッ

山高

による区分
山高、山ピッチ

形式施工箇所

実習工場・
  実験室棟
屋外作業場

H１３０、＠４５０

―

t=０．６

ｱﾙﾐﾆｳﾑ
亜鉛合金
めっき鋼板

材料　折板の材質の種類（※JIS G 3322　の屋根用（着色　・ 有）　　　・　　　　　　　）
　塗膜の耐久性の種類、めっき付着量（ ・ 5種(AZ150)　　　　・　　　　　　　　　）
断熱材張り
　・ 行う　（断熱材の種別：　　　　             　厚さ(㎜)： 　  防火性能：　　　　）
　・ 行わない
工法

　・ 適用する　　・ 適用しない
折板のけらば納め
　※けらば包みによる方法　　　・　
雪止め
・設置する（形状及び施工箇所　　・図示による　　・　　　　　　）　　・設置しない

耐雪性能に対応した工法の適用
　建築基準法に基づく風圧力の（※1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

実習工場・発砲ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=４ あり

縦樋(実習工場・実験室棟)
渡り廊下

縦樋(体育館：軒樋部）

・凹凸状
・吹放し

・吹付け　

（１４．１．３）

・可とう形外装

・外装薄塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｌ

・内装薄塗材Ｓi
・ 内装薄塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｗ

　薄塗材Ｓi

　薄塗材Ｅ

　薄塗材Ｅ

・適用する

・適用する
・適用しない

・適用しない

・適用する
・適用しない

・適用しない
・適用する
・適用しない

・ 適用する

・外装厚塗材Ｃ

・外装厚塗材Ｓi
・外装厚塗材Ｅ

・砂壁状

・さざ波状
・砂壁状

・さざ波状

・凹凸状

・砂壁状

・凹凸状

・ゆず肌状
・平たん状
・凹凸状

・京壁状じゅらく
・ゆず肌状
・平たん状

・ 平たん状
・凹凸状

・平たん状
・凸部処理

・かき落とし
・ひき起こし

・凹凸状

・吹付け　

・吹付け　

・吹付け　

・ローラー塗り

・吹付け　

・こて塗り

・吹付け　
・こて塗り

・吹付け　
・こて塗り

・ローラー塗り

・吹付け　

工法

外装厚塗材Ｃにおける上塗材がセメントスタッコ以外の場合（　　　　　　　　　　）

呼び名
・複層塗材ＣＥ
・複層塗材ＲＥ ・適用しない

・適用する
・適用しない

・
・耐候形3種

・
・耐候形3種

　複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材RE
・適用する
・適用しない・

・ゆず肌状

・凸部処理
・凹凸模様

・ゆず肌状

・凸部処理

・吹付け　

工法

・適用する ・適用する
・適用しない

・適用する
・適用しない・適用しない

・内装厚塗材Ｃ

・内装厚塗材Ｌ ・こて塗り

・こて塗り

・ローラー塗り

・吹付け　
・こて塗り

・適用しない
・こて塗り

・砂壁状

　複合仕上げ塗材の上塗材
　　樹脂　　・アクリル系　　・シリカ系　　　・ポリウレタン系
　　　　　　・アクリルシリコン系　　　・フッ素系

　　溶媒　　・溶剤系　　　　・弱溶剤系　　　・水系

調合及び塗厚

・現場調合しっくい
既調合しっくいの上塗り仕上げ工法 （１５．１０．４）（表１５．１０．５）
　　・なで切り仕上げ　　・パターン仕上げ

（１４．４．２～４）（表１４．４．１）
野縁等の種類　屋外　※25形　・19形　　屋内　※19形　・25形
屋外形式及び寸法
　　野縁受、つりボルト及びインサートの間隔　　　　・図示による　　　　・　
　　周辺部の端からの間隔　　　　　　　　　　　　　・図示による　　　　・　
　　野縁の間隔　　　　　　　　　　　　　　　　　　・図示による　　　　・　
・ 吊りボルトの間隔が900㎜を超える場合
　 補強方法　※図示による　　・　

　 補強方法　※図示による　　・　

４.軽量鉄骨壁下地

５.金属成形板張り

出入口及びこれに準ずる開口部の補強　※（14.5.4.(5)）による

種別　　　  　・ 図示による　 　・　
表面処理　  　・ 図示による   　・　

伸縮調整継手　・ 設ける（施工箇所　・図示による　・　　　　　　）
　　・図示による

　 笠木 種類　・250形　・300形　・350形　・ 400形
表面処理　種別（　　　　）種
　　　　　色合等　・ 標準色（　　　 　　）　　・特注色（　　　　　）
笠木の固定金具の工法等

　・（表14.5.1）によるスタッドの高さによる区分に応じた種類 　　　・　　　　
　※図示による

７.しっくい塗り

９.あと施工アンカー

材質　　・ アルミニウム製　　　　　※ 塩化ビニル製

床の目地　　 設ける　目地割り　　※２㎡程度（最大目地間隔３ｍ程度）　　・　　　　　　※

モルタル　　・ 現場調合材料　　　
　　　　　　・ 既調合材料
既製目地材　・ 設ける　施工箇所（　 　  　　　）　形状（※図示による　　・　　　　）
　　　　　　・ 設けない

　　　　　　・設けない
屋外のタイル張り下地及び屋内の吹き抜け部分等のタイル張りの下地モルタル塗り及び
下地調整塗材塗りの接着力試験
　　・適用する　　・適用しない

２.ラス系下地 下地の種類

　・直張り工法（・ラスモルタル下地　　・ラスシートモルタル下地）

　　材料記号（※Ｋ　　・　　）
　　種類及び単位面積当たりの質量
　　　・二層下地通気構法

　　　・単層下地通気構法
　　　　・リブラス（RC800）にターボン紙などの裏打ち材と一体化したラス
　ラスシートの山高、山ピッチ、質量及び溶接ピッチによる区分　　※LS4（耐力壁の場合）
　ステープルの形状及び寸法

　　波形ラス　※L1019JS以上（波形ラス(W700)の場合）　　　　・　
　　リブラス　※L925TS以上（リブラスC(RC800)の場合）　　 　・　

施工
　二層下地通気構法　換気口部の措置　　※講ずる　　・　

（１５．２．４）

　直張り構法（ラスシートモルタル下地の場合）

３.石こうボードその
　 他のボード下地 　種類（ ・ GB-R　　・GB-L　　・　　　　　　）　厚さ（　　　ｍｍ）　

木質系セメント板の種類及び厚さ
　種類（・　　　　　　）　厚さ（　　　㎜）　

４.こまい下地 建築基準法に基づく耐力壁の指定（・あり　　・なし）

５.木ずり下地 木ずり用小幅板の種類（※すぎ(心去り材)　　・　　　　　　）

６.仕上塗材仕上げ 内装仕上げに用いる塗材のホルムアルデヒド放散量
　※ F☆☆☆☆　・　

　建築基準法に基づく風圧力の（※1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

色 しっくい　　・適用する　　・適用しない

・かき落とし
・ひき起こし
・凹凸状

・平たん状
・凹凸状
・ひき起こし

・凹凸状
・ひき起こし
・かき落とし

・平たん状

属
工

14

15

左

15

左

事
工

水平・斜め補強(各L-30×30×1.2)を端部の吊りボルトに接合

断熱　　　　　・ 裏面全面グラウト材t=15裏打ち

製造所：

材料

・さざ波状

・外装薄塗材Ｓi

・可とう形外装

・防水形外装

・外装薄塗材Ｓ

・内装薄塗材Ｃ

呼び名 吸放湿性 防火材料

・適用しない

・適用する
・適用しない

・適用する

・適用する

・適用しない

・適用する
・適用しない

・適用する
・適用しない

・ 適用する
・ 適用しない

・適用する
・適用しない

・適用する
・適用しない

・適用する
・適用しない

・ゆず肌状

・ゆず肌状

・砂壁状
・ゆず肌状

・さざ波状
・着色骨材砂壁状

・凹凸状
・平たん状

・ゆず肌状
・さざ波状

・砂壁状

・平たん状
・ゆず肌状

・さざ波状

・砂壁状じゅらく
・さざ波状

・ゆず肌状

・凹凸状

・吹放し

・平たん状
・凸部処理

・ひき起こし

・吹付け　
・ローラー塗り

・ローラー塗り

・吹付け　
・ローラー塗り

・ローラー塗り

・ローラー塗り

・ローラー塗り

・吹付け　

・こて塗り

・こて塗り

・こて塗り

・こて塗り

仕上の形状
（表１５．６．１）（その１）（その２）

外装厚塗材Ｓi、外装厚塗材Ｅにおける上塗材の適用　　・適用する　　　　・適用しない

防火材料

・複層塗材Ｓi
・複層塗材Ｅ

対候性
・適用する

・防水形複層塗材CE

・防水形複層塗材E

・耐候形3種

・可とう形

・ゆず肌状

・凸部処理
・凹凸模様

・凹凸模様

・吹付け　
・ローラー塗り

・ローラー塗り

・吹付け　
・ローラー塗り

仕上の形状

・内装厚塗材Ｅ

・適用する
・適用しない

・適用する
・適用しない

・適用する
・適用しない

・適用する
・適用しない

・適用しない

・適用する

・内装厚塗材Ｇ

・内装厚塗材Ｓi

・吹付け　
・こて塗り

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

・適用する

・適用する
・適用しない

・吹付け　

・平たん状

（表１５．６．１）（その３）

（１５．６．２）（表１５．６．２）

　　外観　　・つやあり　　　・つやなし　　　・メタリック

（１５．１０．１）

・既調合しっくい
（１５．１０．３）（表１５．１０．１～４）

３.軽量鉄骨天井下地

・ 天井のふところが3.0mを超える場合

・ 天井下地材における耐震性を考慮した補強
　 補強方法　※図示による　　・ 
　 補強箇所　・図示による　　・ 
耐震性能

屋外の軒天井、ピロティ天井の工法

 （１４．５．３，４）（表１４．５．１）

スタッドの高さが5.0mを超える場合　　※図示による　　・　

（１４．６．２，３）（表１４．２．１）

　・図示による

　 　　・　　　　　　

スタッド、ランナーの種類

　　　　　　　・ 設けない

取付け用下地　・ 図示による　　※(14.4) による

６.アルミニウム製 （１４．７．２，３）（表１４．２．１）（表１４．７．１）

７.エキスパンション
　 ジョイント

８.天井廻縁

性能　　・耐火仕様　　　　　　　　 ・　一般仕様
材質　　※ ステンレス製既製品　　　・ アルミ製既製品

・ 適用しない

※ 適用する　　（設計用引張強度　※図示による） 
　 の引抜き耐力確認
　 試験

１.モルタル塗り （１５．３．２，５）

　　　　　　　　　　　種類　　※押し目地　　・　　　　　　

（１５．２．４）
　・通気構法　（・二層下地　　　・単層下地）

　・図示による（外張断熱工法で断熱材の外側に野淵を施工する形式の通気構法を行う場合）
材料
　ラス材及び補強用平ラス

　　　　・波形ラス（W700）　・こぶラス（K800）　　・力骨付きラス（BP700）

　　建築基準法に基づく耐力壁として使用する場合のラスシートの施工
　　　・図示による　　　　・　

（１５．２．５）せっこうボード及びせっこうラスボードの種類及び厚さ

（１５．２．６）

（１５．２．７）

（１５．６．２）

　建築基準法に基づく風圧力の（※1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

・ひき起こし
・凹凸状

・凸部処理
・吹放し

・吹放し

・平たん状
・凸部処理

・かき落とし
・平たん状

金

事

官
工
事

官

900ｍｍ以内
150ｍｍ以内
225ｍｍ以内

厚み　 　　 　・ 2.3ｍｍ　・ 3ｍｍ  ・ 図示

BB-2
マット仕上

・ あと施工アンカー全数を対象とし目視検査と接触打音検査を行い、適宜、計測検査を行い、
必要に応じて非破壊引張試験を行う

ｺﾝｸﾘｰﾄ目地部

9.5

10.床見切り, 材質　　・ SUS304

11.ｽﾁｰﾙ見切り 材質　　・ ｽﾁｰﾙPL t2.3曲げ加工＋塗装C

見切目地,縁金物
ｽﾃﾝﾚｽ幅木

12.屋上丸環 材質　　・ SUS304 (屋上パラペット部すべてに@3000内外に1ヶ所設置)

13.アルミ水切 材質　　・ アルミ形材＋BB-2種

14.野縁ルーバー 材質　　・ 通常の天井下地の野縁受けおよび野縁

15.排水溝A 材質　　・ ｽﾁｰﾙ(SS400)　高耐食SGめっき（5%ｱﾙﾐﾆｳﾑ、1%ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ系 溶融亜鉛合金めっき)

詳細　　・ 図示（詳細図による）

詳細　　・ 図示（詳細図による）

16.ﾌｧｲﾝﾌﾛｱ 材質　　・ 高耐食性めっき鋼板成型品　高さ40ｍｍ 幅250ｍｍ　板厚2.0
    　　・ ノンスリップ加工、取付金具、製品二次加工共
製造所：ニッケンビルド「日鉄ﾌｧｲﾝﾌﾛｱ MN200-40-2.0ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ」又は同等品以上

17.各種手摺 適用　　階段手摺(実習工場・実験室棟)､階段手摺（体育館）、

仕様　　※詳細図示
        メンテナンス手摺A,B（その他、ﾕﾆｯﾄ工事）

製造所： YKKap「EXIMA 31」又は同等品以上 [特記外AWすべて]

18.ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 材質　　ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板(溶融亜鉛55%AI-Zn 合金めっき鋼板)
厚み　　t=0.5mm
形状　　角型　山高20mm程度、幅26mm+溝幅26mm、面幅130mm、働き幅156mm
仕上　　F-BE(フッ素樹脂焼付塗装)
製造所：浪速金属「カラー鋼板スパンドレル　リブタイプ/K型b0.5mm」又は同等品以上

製造所： ABC商会「アルウィトラRD-A」又は同等品以上
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A008

（１６．２．２）（１６．４．２～４）（１６．４．６）（表１６．４．２）

　・耐震ドアとする場合　　面内変形追従性の等級（・　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　（・建具表による　・　　　　　）

形状及び仕上げ
　　鋼板類の厚さ　　※（表16.4.2）による　　　・　

　　
具表 よ

　

性能値等

　・耐震ドアとする場合　　面内変形追従性の等級（・　　　　　）

　　　　　　　　　　 　・ 適用しない
　外部に面する建具の耐風圧性　耐風圧性の等級　（ ・　　　　　）

　鋼板　 亜鉛めっき鋼板　・ビニル皮覆鋼板　・カラー鋼板　・ステンレス鋼板

　簡易気密型ドアセット ※ 適用する（・建具表による　・　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　（・建具表による　・　　　　　）

　断熱ドア・断熱サッシ　　　　断熱性の等級（・　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　（・建具表による　・　　　　　）

９.ステンレス製建具 （１６．２．２）（１６．４．２）（１６．６．２～５）
性能値等

　　　　　　　　　　　・ 適用しない
　外部に面する建具の耐風圧性　耐風圧性の等級　（ ・　　　　　）

　簡易気密型ドアセット※適用する（・建具表による　・　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　（ ※ 建具表による　・　　　　　）
　防音ドア・防音サッシ　　　　遮音性の等級（・　　　　　　　）

　断熱ドア・断熱サッシ　　　　断熱性の等級（・　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　（ ※ 建具表による　・　　　　　）

表面材の合板の種類
合板の種類

表面の樹種
板面の品質（※広葉樹１等　・　　　　　）
接着の程度（・１種　・２種）
樹種名（　　　　　　　　　）

接着の程度（・１種　・２種）

　　かまち樹種（　　　）　鏡板樹種（　　　）
　　見込み寸法　　※36㎜　　・建具表による　　・　　　　
・ふすま
　　張りの種別（・Ⅰ型　・Ⅱ型）

・戸ぶすま

　　見込み寸法　　※30㎜　　・建具表による　　・　　　
・紙張り障子
　　見込み寸法　　※30㎜　　・建具表による　　・　　　

　　表面板の仕上げ　　　・建具表による

表裏面の状態による区分（　　　　　　　　　）

耐水性による区分（　　　　　　　　　　　　）
難燃性による区分（　　　　　　　　　　　　）
・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

枠、くつずりの材料　　・建具表による　　・　
（１６．８．２、３）（表１６．８．１～５）

握り玉及びレバーハンドル、押板類、クレセントの取付け位置　
　　　・ 建具表による　　　・　　　

　鍵の製作本数　　※各室　３本１組（室名札付き）　　・　　　
　マスターキー　　・ 製作する　・製作しない　・既設合わせ

ガラスブロック積み

形状
呼び寸法

ク

ア

・200×200

・320×320
・250×125
・320×160

・95
80

・95
・125
95
80
95

※15以下
・

内側

・

※6ｍ以下

　幅10～25
・図示による

・あり
・ ・

・・

壁用金属枠及び補強材　　・図示による
シーリングの種類　　（・SR-1　　・PS-1）

　　　　　　　　　　形状　　・図示による　　　・　

工法

　 等
１.取付け形態、性能　

耐風
性能 方向

(kV)

水密性 気密性

・0.5
・

・30分
・70

　

２.メタルカーテン 
金属系材料の種類 　・アルミニウム材　　・鋼材　　　・ステンレス鋼材 
シーリング材の種類（目地等）
　種類 及び寸法等　※図示による　・　
ガラスの取付け材料
　・シーリング　種類　（・SR-2 ・SR-1）

え の仕上げ　
　（アルミニウム材の場合）
　　規格等　標準仕様書16.2.3による
　　　種別　　 　・　　　　　　　（表14.2.1）

ガラスの取付け方法 （１７．２．６）

　

　 ル
材料 

　　　　　　　　　　品質　設計基準強度(Fc) 　※30N/㎜2　　・　　　　

　　　　　　　　　　　　　気乾単位容積質量　
　　　　　　　　　　　　　　　・普通コンクリートの場合　 2.1t/m3を超え2.5t/m3以下

　　　　　　　　　　　　　単位水量の最大値　※185kg/㎡　　　・　　　　　
　鉄筋　種類の記号　　※SD295　　・　　　・　　　

種類 及び寸 ※図 よる　

　・構造ガスケット
　　　形状・寸法等　・図示による
耐火処理　　　・　　　　　　　
　　適用部位・材料等　※図示による
断熱材　　　種類及び範囲　※図示による

　・表面仕上材

　　　 セラ タイル 　 石材 　　

　・ゴンドラ用ガイドレール

制作

１.材料

（１８．２．２～７）２.素地ごしらえ

木部
透明塗料塗りの場合

鉄鋼面（DP以外）
鉄鋼面（DPのみ）
亜鉛めっき鋼面
モルタル面及びせっこうプラスター面
コンクリート面（DP以外）及びALCパネル面
押出成形セメント板面
コンクリート面（DPのみ） 

※Ａ種　・Ｂ種　
※Ｂ種　・Ａ種　
※Ｃ種　・Ａ種　・Ｂ種　
※Ｂ種　・Ａ種　・Ｃ種　
・Ａ種　・Ｂ種
※Ｂ種　・Ａ種　
※Ｂ種　・Ａ種　
・Ａ種　・Ｂ種　

※Ｂ種　・Ａ種　
・Ａ種　・Ｂ種　

３.錆止め塗料塗り
塗料の種別 錆止め塗料の種別 錆止め塗料塗りの工程

見え隠れ：Ｂ種

見え掛り：Ａ種
見え隠れ：Ｂ種

SOP Ａs種

Ｃs種及びＤs種

※Ｂs種　・Ａs種

（表18.3.4）

鋼製建具等：Ａ種
上記以外：Ｂ種

鋼製建具等：Ａ種
上記以外：Ｂ種

DP Ｂz種

Ｃz種

（表18.3.6）

※Ａz種　・Ｂz種

（１８．４．１～１８．１４．２）

・クリヤラッカー塗り(ＣＬ） ※Ｂ種　・Ａ種

※Ｂ種　・Ａ種
※Ａ種　・Ｂ種

－

・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り（ＮＡＤ）

鉄鋼面

 （ＤＰ）
・ 耐候性塗料塗り 上塗り塗料の等級

－
　　（　 ）級

板面

　 イント塗り

コンクリート面、押出成形セメント板面
、モルタル面、プラスター面、
せっこうボード面その他ボード面等

※Ｂ種　・Ａ種

鉄鋼面　

※Ｂ種　・Ａ種

 ※Ｂ種　・Ａ種

・ピグメントステイン塗り

－

－

（表18.8.2）

※ F☆☆☆☆　　・　

１.接着剤 （１９．２．２）

２.ビニル床シート

※2.0・ 無地
・ マーブル柄
・ 柄物

※ FS

３.ビニル床タイル
色柄 厚さ(㎜) 備考

・ 無地
・TT(単層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・FT(複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・FOB(薄型置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

※2.0
・2.5
・3.0

４.特殊機能床材 （１９．２．２）

種類 性能

－

厚さ、寸法、形状（mm）

厚さ：
寸法：　　　厚さ：

－

・ 帯電防止床シート
・ 帯電防止床タイル

・ 耐動荷重性床シート
・ 防滑性床シート

シート・タイルの種別

材質の種類　　※ 軟質　　・硬質 

　建築基準法に基づく風圧力の（※1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

工

建

工

ン
ウ

工
事

10.木製建具

11.建具用金物

工
装

事

2500 Pa

SUS304 　HL

2500 Pa

上吊式鋼製軽量引戸

小松ｳｫｰﾙ工業「カームドア LGS壁内臓タイプ」又は同等品以上 [HLD一般部]
小松ｳｫｰﾙ工業「カームドアFA-G LGS壁内臓タイプ」又は同等品以上[HLD特定防火設備部]

2000 Pa

フッ素樹脂焼付塗装

ナブコドア「ハイグランドドア　トップフレームレス」又は同等品以上 [SSD]

　鍵の種類　　　　※ディンプルキー

17.耐火ｸﾛｽｽｸﾘｰﾝ 煙感知器連動防火防煙スクリーン

開閉機能
スクリーン材質

ガイドレール、まぐさ、座板底面、ステンレス アクリル樹脂焼付塗装
危害防止機構

木下地の場合のアンカー等の取付け間隔　・図示による　　・　

・ スタンダードタイプ  ・ ウォークスルータイプ（避難口付）
※ 電動式（煙感知器連動式）
※ 樹脂コーティング耐熱ガラスクロス（0.7mm）

※ 障害物感知装置

製造所：

 [ 塗装C ]

厚さ：2.0

 [ FS-B ]

 [ FS-B ]

東リ「耐薬スーパーKシートエクセラNW」又は同等品以上 

   TS

製造所：

東リ「デザイン巾木ハイクオリティ Rナシ」又は同等品以上 

[図中：ｼｰﾄｼｬｯﾀｰ]

SDすべて

７.鋼製建具
性能値等

　　　　　　　　　 　　・ 適用しない
　外部に面する建具の耐風圧性　耐風圧性の等級　（ ・　　　　　）

　簡易気密型ドアセット ※ 適用する（ ※ 建具表による　・　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　（・建具表による　・　　　　　）
　防音ドア・防音サッシ　　　　遮音性の等級（・　　　　　　　）

　断熱ドア・断熱サッシ　　　　断熱性の等級（・　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　（・建具表による　・　　　　　）

　　　　　　　　　　　使用箇所（　　　　　）　　
　標準型鋼製建具の形式及び寸法 ※建 に る

　　

点検口の類のくつずりの材料　　　・　

８.鋼製軽量建具 （１６．２．２）（１６．５．２～４）（１６．５．６）（表１６．５．１）

材料
※

　防音ドア・防音サッシ　　　　遮音性の等級（・　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　（・建具表による　・　　　　　）

　・耐震ドアとする場合　　面内変形追従性の等級（・　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　（ ※ 建具表による　・　　　　　）

形状及び仕上げ
　表面仕上げ　　※ＨＬ　　・鏡面仕上げ　　・　　　　

（１６．７．２～４）
建具材の加工、組立時の含水率　　※Ａ種　　・　　
建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量
※F☆☆☆☆　　　・

規格等 備考
・普通合板

・天然木化粧合板
接着の程度（・１種　・２種）

・特殊加工化粧合板 化粧加工の方法
※プリント　・ポリエステル化粧合板
・メラミン化粧合板

・ＭＤＦ

　　表面板の厚さ　・　　　　　　　※表16.7.6による　
　　引戸の召合せかまちのいんろう付きの適用　　　・適用する　　　・適用しない
・かまち戸

　　上張り（押入等の裏側以外）　　・鳥の子　・新鳥の子又はビニル紙程度
　　縁仕上げ　　・塗り縁　　・生地縁（素地）　・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）
　　見込み寸法　　※19.5㎜　　・建具表による　　・　　　

曲げ強さによる区分（　　　　　　　　　　　）

鍵

鍵箱（各棟1箇所） ※有り　・無し

（１６．１４．５）

表面
厚さ

色調

リ
乳
白

目地幅(㎜） 

曲面積み平積み

伸縮調整

目地(㎜）
防火性能

・正方形

・長方形

・125×125

・160×160
・125

※8～15
・15～25
・

外側

※6以上

　ごとに
※無し

金属製化粧カバー　　材質　　・ステンレス製　　・アルミニウム製
　　　　　　　　　　寸法　　・図示による　　　・　

木下地の場合のアンカー等の取付け間隔　・図示による　　・　

性能

水平
方向
(kH)

垂直
耐火性

耐温度
差性
（℃）

遮音性 耐熱性

・1.0
・ ・1時間

・80

・60

耐震性

性能の確認方法及び判定方法

（１７．１．３）

（１７．１．３）

　 ウォール
（１７．２．２，３，５）

　・構造ガスケット　形状・寸法等　※図示による
断熱材　　種類及び範囲　※図示による

　※性能の確認及び判定方法が確認できる適切な資料により監督員の承諾を受けること

見 掛かり部 　

　　　着色　　 　・　標準色　　・　特注色
　（鋼材及びステンレス鋼材の場合）　　・　

・

３.PCカーテンウォー （１７．３．２～５）（表１７．３．１，２）

　コンクリート　　　種類　（・普通コンクリート　・軽量コンクリート1種　・　　　　　　）　

　　　　　　　　　　　　　スランプ　　　　　 ※12cm 　　　・ 　　

　　　　　　　　　　　　　　　・軽量コンクリートの場合1.8 t/ m3～2.1 t/ m3

　補強鉄線　　　径(㎜)　　・3.2　・4.0　・5.0　・6.0
　　　　　　　　網目寸法　・　　　　　
シーリング材の種類（目地等）　　　　・　

　  法等　 示に
ガラスの取付け材料

先付けの材料

　 ・ ミック 　　 ・ 　
　・建具枠

PCカーテンウォールの仕上げ　　・　
構造ガスケットを用いる場合のアンカー溝の寸法及び寸法許容差(㎜)
　　　※図示による　　　・　

　PC版の配筋 　※図示による
ガラスの取付け方法

　

　※ F☆☆☆☆　・　
屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 （１８．１．３）

下地面等 種別
不透明塗料塗りの場合

せっこうボード面及びその他ボード面

（１８．３．２，３）
下地面

見え掛り：Ａ種

DP

EP-G

鉄鋼面

SOP

亜鉛めっき鋼面

EP-G

※Ｂz種　・Ａz種

４.塗装

　（ＳＯＰ）
亜鉛めっき鋼面

木部屋内
鉄鋼面

木部屋外

　 ペイント塗り
・ 合成樹脂調合

種別 塗料の種類

※Ｂ種　・Ａ種
－

－

塗装

※Ｂ種　・Ａ種

亜鉛めっき鋼面

上塗り塗料の等級

・Ｃ種
・Ａ種　・Ｂ種

－
　　（　 ）級

コンクリート面及び押出成形セメント

　（ＥＰ－Ｇ）

　 エマルションペ
・ つや有合成樹脂 －

・ 木材保護塗料塗り( ＷＰ）

・ ステイン塗り

・ ウレタン樹脂ワニス塗り(ＵＣ）
　（ＥＰ）
・ 合成樹脂エマルションペイント塗り

亜鉛めっき鋼面

屋内の木部

クリヤラッカー塗りＡ種の工程2の適用
　・適用しない　　　・適用する（着色剤：・溶剤系着色剤　・油性染料着色剤）
ウレタン樹脂ワニス塗りの工程1の着色の適用
　・適用する　　　　・ 適用しない
ピグメントステイン塗りの工程等
　・　

※Ｂ種　・Ａ種

※Ｂ種　・Ａ種

・オイルステイン塗り(ＯＳ）

－

－

－

－

（表18.8.4）

ビニル床シート、ビニル床タイル、ゴム床タイル用接着剤のホルムアルデヒド放散量

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別
・図示による　　・　

 （１９．２．２，３）
種類の記号 色柄 厚さ(㎜) 備考

接合部の処理　　※熱溶接工法 　　・　

・
・

（１９．２．２）
種類の記号 寸法(㎜)

※KT(ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・FOA(置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・ 柄物
・ 300×300
・ 450×450
・ 500×500

・

寸法：　　　厚さ：
形状：

厚さ：

厚さ：－

－

・ 視覚障害者用床タイル

・ 防滑性床タイル

材料

５.ビニル幅木 （１９．２．２）

高さ(㎜)    　※60　　・75　　・100
厚さ(㎜)　　　・　　　　※1.5以上

事

具
工
事

建
具

事

－

カ

テ

ォ

ル

塗

工
事

装

装
内

19

1816

17

18

16

塗

※自閉式上吊り引き戸装置

製造所：

製造所：

取付位置は床面から1000ｍｍ

－

種類

特定防火設備（防火防煙）大臣認定取得品

文化シャッター「セレスクリーン BJ型」　又は同等品以上

・ 耐薬品ビニル床シート 耐薬品性

製造所：

 [ ﾘﾉﾘｳﾑｼｰﾄ ]

FS

 [ FS-C ]

 [ KT ]

製造所： 東リ「消臭NSトワレNW」又は同等品以上  [ FS-C ]

東リ「ﾎﾓｼﾞﾆｱｽ床ﾀｲﾙｻﾝｹﾞﾂISｼﾘｰｽﾞ」又は同等品以上  [ KT ]

 [ FS-B ]

製造所：

 [ VB ]

形状：　　　　Rナシ

１

１

SSDすべて

　　　　　　　　　　　　　　　充填剤（・グラスウール　・ロックウール）

・ガラス端部で枠にのみ込まない部分の小口加工（・あり　※なし）

ドアクローザーは扉重量に適した製品とする

製造所： シブタニ「クラビスRTシリンダー」又は同等品以上

レバーハンドル 製造所：

ドアハンドルA 製造所：

又は同等品以上

又は同等品以上シブタニ「C46-(滋賀県産ヒノキ)-450」

ケースハンドル 製造所： 又は同等品以上

ユニオン「UL1039-001」
ユニオン「UCH2220-002」

堀込引手加工A   　　※図示
堀込引手加工B  　 　※図示

ドアハンドルB 製造所： 又は同等品以上ユニオン「H2160-26-038-L300」
ドアハンドルC 製造所： 又は同等品以上ユニオン「G620」

５.特殊塗装 耐候性カラー塗装

製造所： オシロックス「OXﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｶﾗｰｺｰﾃｨﾝｸﾞ工法　FD2仕様　バルス意匠(OX/HYC/FD2/BRS)」

意匠色をベース色以外2色使用し、面単位で意匠を変える

又は同等品以上 

ファンデーションメタリック特殊塗装（基本ベース色+意匠2色仕上げ）

工程：　躯体状態確認→ 躯体補修,洗浄→ ｴﾎﾟｷｼﾌﾟﾗｲﾏｰ（OXC-EPO）→ ﾍﾞｰｽｶﾗｰ（OXC-WCC）
        → 意匠ｶﾗｰ（OXC-WCC）→ 中塗りｺｰﾄ（OXC-WPM）→ フッ素ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ（OXC-WF）

 [耐候性カラー塗装]

6.表面強化剤 浸透性コンクリート表面強化剤

製造所： ウィルビー「シールハードプレミアム（下地騎乗式こて押え）」又は同等品以上 

床コンクリート研磨仕上の上、表面強化剤施工

7.ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 耐候性クリア塗装塗り（ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上げ(A種)すべてに適用）
  保護塗料
 [ 塗装D ]

製造所： エスケー化研「セラミクリートF（カラークリア）」又は同等品以上 

8.防塵塗装 薄膜型水性アクリル樹脂系防塵塗料

製造所： ABC商会「カラートップA」又は同等品以上 

H-3

SSD-002

[ FS-C ]
 [ ﾘﾉﾘｳﾑｼｰﾄ ]

フォルボ「マーモリウム・ココア」又は同等品以上  [ ﾘﾉﾘｳﾑｼｰﾄ ]

・ 2.5

　（防錆　※適用する　　・適用しない）

※引き戸用検出装置
　（防錆　※適用する　　・適用しない）　　性能値　　　※（表16.9.3）による

　　　　　　　　・　

　　　　　　　　・　

　タッチスイッチの種類　　・無線式タッチスイッチ　　・光線式タッチスイッチ
による

シャッターの種類　・ 管理用シャッター 

　　　　　　　　　・ 屋内用防火シャッター(防火防煙シャッター含)

外壁開口部に設ける重量シャッターの耐風圧強度　（　　　　　）pa
開閉方式の種類　　※電動式（手動併用）　・手動式
安全装置

　屋内用防火シャッター又は防煙シャッターの危害防止装置

管理用シャッターのシャッターケース　・ 設ける　             　・設けない

開閉方式の種類　　※手動式　・電動式（手動併用）
耐風圧強度（　　）pa
安全装置
　電動式シャッターの障害物感知装置
　　（設置箇所　・建具表による　　・　　　　）

（１６．１３．２，３）形式及び機構
風圧力に
よる強さ
の区分

による区分 材料

・50
・75

・スタンダード形
・ローヘッド形
・ハイリフト形 　(※SUS04、SUS430J1L

　又はSUS443J1
・　　　　　　　　 )

※スチールタイプ

・ファイバーグラスタイプ ・電動式
・チェーン式

　　（設置箇所　・建具表による　　・　　　　）

・網入磨き，フロート板合わせガラス

適用は以下によるほか，ガラスの種類・厚さは建具表による。

品種 構成種類
・フロート板合わせガラス

・Ⅲ類

・Ⅰ類　・ Ⅲ類
・ フロートガラス

・ 型板ガラス

・ フロート強化ガラス
・ 熱線吸収強化ガラス

・熱線吸収板ガラス
品　種

・熱線吸収網入磨き板ガラス

・ 断熱複層ガラス

・ 日射熱遮へい複層ガラス

・ １種
・ ２種
・ ３種 ・U-3-1　・U-3-2

　E4

　U2
　U1

品　類 日射熱遮へい性

・熱線反射ガラス

・高性能熱線反射ガラス
　色調（・ブルー　・グレー） ・２種

・３種

品　類

　反射被膜面　・内面　・外面
　映像調整　　・行わない　・行う

・熱線吸収倍強度ガラス

・ ４種以上

※建具の製造所の仕様による

鋼製及び鋼製軽量建具
※建具の製造所の仕様による
・図示による

ステンレス製建具
・

※建具の製造所の仕様による
・図示による
※建具の製造所の仕様による
・図示による

グレイジングガスケット

工
事

建
具

16 12.自動ドア開閉装置

14.軽量シャッター 

16.ガラス

センサーの種類：光線(反射)ｾﾝｻｰ、補助光源ｾﾝｻｰ(2段)、取付位置：無目内蔵 [SSD]

SSすべてに適用

SSすべてに適用

製造所： AGC「サンバランス　スーペリアクール」又は同等品以上 [IG、Low-E]

（金属コーティングガラス）
・ ５種（参考U値：1.6程度）   E5（参考η値：0.24程度）

　電動式シャッターの急降下停止装置（・あり　※なし）

（１６．９．２、３）戸の開閉方式　※ 建具表による　　　・　
※引き戸用駆動装置
　　性能値　　　※（表16.9.1）による
※車椅子使用者用便房出入り口引き戸用駆動装置
　　性能値　　　※（表16.9.2） 　（防錆　※適用する　　・適用しない）による

　車椅子使用者用便房用操作スイッチの種類　　・大形押しボタンスイッチ　・非接触スイッチ
凍結防止措置　　・ 行う　　　・行わない

引き戸用検出装置の種類（表16.9.4） 　　　※建具表による　　・　

　　　　　　　　　・ 外壁用防火シャッター

　　　　　　　　　・ 防煙シャッター

（１６．１１．２，３）

　電動式シャッターの急降下制動装置、急降下停止装置
　　（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　　　）
　電動式シャッターの障害物感知装置
　　（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　　　）

　　（設置箇所　・建具表による　　・　  　　  　　　）

 （１６．１２．２～４）

スラットの形状　・インターロッキング形　・オーバーラッピング形

による区分
セクション材料 開閉方式

による区分
収納形式 ガイドレールの

・100
・125 ・バーチカル形

※溶融亜鉛めっき鋼板
・ステンレス鋼板

・アルミニウムタイプ
※バランス式

電動式オーバーヘッドドアの障害物感知装置　　

（９．７）（１６．１４．２～４）（図１６．１４．１）

・網入磨き，熱線吸収板合わせガラス

・ 合わせガラス
性　能

・網入磨き合わせガラス

・フロート合わせガラス
・熱線吸収，フロート板合わせガラス

・Ⅰ類

・Ⅱ-1類　・Ⅱ-2類

・ 強化ガラス
材料板ガラスによる種類 種　類 性　能

・ 型板強化ガラス

・１種　　・２種
・熱線吸収フロート板ガラス

・ 複層ガラス
断熱性

・熱線反射ガラス

・１種

・ブルー ・グレー ・ブロンズ

色　調性　能

日射遮蔽性

・倍強度ガラス
材料板ガラスによる種類の名称 色　調

・フロート倍強度ガラス
・グレー　・ブルー　・ブロンズ

・ 学校用強化ガラス

　色調（・ブロンズ ・シルバー）

ガラスの留め材及び溝の大きさ
建具の種類 ガラス留め材の種別 ガラス溝の大きさ(㎜)

・グレイジングチャンネル ・図示によるアルミニウム製建具

・

樹脂製建具

シーリング材

シーリング材

シーリング材

※

※

※

※

13.重量シャッター 

15.オーバーヘッド
　 ドア

SSすべてに適用

(SSすべてに適用)

製造所： 文化シャッター「管理用シャッター」　又は同等品以上

鍵箱 製造所： 又は同等品以上杉田エース「キーボックス CI-200(200本用)」

ドアハンドルロング

製造所： 又は同等品以上ユニオン「C0250-G1268D6」

ｱﾙﾐ特製（信楽陶器＋支持部石目ブラスト加工）
H1800、両開き扉2個セット、扉内外共



縮尺　A1:

図面番号

　　　A3:

設計番号 工事名称

図面名称

縮尺　A1:

図面番号

一級建築士 NO.

　　　A3:

20240631-3

272847

石井 康彦

公立大学法人

木下 隆嗣

一級建築士 NO.248486
構造設計一級建築士 NO.4009

工藤 征志

一級建築士 NO.334956
設備設計一級建築士 NO.4756高専開設準備局　総務・施設整備課

滋賀県立大学
新築工事(第３工区)
滋賀県立高等専門学校

特記仕様書７
章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項

特記仕様書　その７
-
-

A009

・ ロックウール吸音ボード 1号

※図示による　・15　・20　・25　・　
※図示による　・15　・20　・25　・　

類

・ 普通木片セメント板

・ 普通木毛セメント板
・ 中質木毛セメント板

0.8FK

HF
NW

厚さ(㎜)、規格等種類

施工箇所 構法 備考表面仕上材

・ 5,000N
・ 帯電防止床

・ タイルカー
　ペット

１.フリーアクセス

帯電防止性能　　・ クラス1（U≧1.2）　　　・クラス２（U≧0.6）
感電防止性能　　漏えい抵抗（R）≧1×106 Ω
構成材の材質　　・アルミニウム製　　・ 鋼製（仕上げ：溶融亜鉛メッキ,軽量無機質材充填）　
スロープ及びボーダー　　・ 製造所の仕様による　　・図示

空調用吹き出し（吸い込み）パネル　　・ なし　　・あり（形式、施工箇所：図示）

２.可動間仕切
構成基材の

スタッド

遮音性
(dB/500Hz)

パネル表面
仕上げ

防火性能

・ メラミン樹脂焼付

・ 壁紙張り
・ アクリル樹脂焼付

・ 20

・スタッド式（内蔵）
・スタッド式（露出）
・スタッドパネル式

総厚さ
(㎜) 材質 (dB/500Hz)

操作方法に

・ 二方向
　移動式

・ 手動式
・ 電動式

・ プッシュ式
・ ハンドル式
・

・
・ 焼付塗装
・ 壁紙張り

・ 36未満

配線用取り出しパネル

　配線取り出し開口　・ パネル1枚につき，40mm×80mm　程度の開口1箇所以上

あと施工アンカー

　　　種類：　　　　　材質：　　　　　寸法：

　・使用しない

（２０．２．５）

表面材の材料

・ メラミン樹脂系化粧板 

・ ポリエステル樹脂系化粧板 

パネル材料のホルムアルデヒド放散量　JIS A 6512 によりＦ☆☆☆☆以上

脚部

※ 製造所の仕様
・ アルミニウム製
・ ステンレス製
・

・ 標準
・ Ｒ

ドアエッジ

・ 脚金物タイプ

５.視覚障害者用床
　 タイル

（１１．２．２）（１９．２．２）
 厚さ(㎜）

屋内
・

・

・

・

６.手すり

６.ゴム床タイル

厚さ(㎜) ・3.0　 ・4.5　 ・6.0　　・9.0

７.カーペット敷き ・織じゅうたん

・ダブルフェースカーペット
・アキスミンスターカーペット ・カット/ループパイル

　　　　パイル糸の種類等

　　　　帯電性　　適用する　　　・適用しない

　
下 き材

　
※ 毛 ェ ト IS

 
L
 
3204）の第2種 号

　
び さ

 　見切り、押え金物
　　材質　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　種類　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　

形

　

図 による

　　

施工箇所 寸法(㎜) 総厚さ(㎜) 
※ 6.5
・ 6.8

※ 500×500
・

・

※第一種
・第二種

※ループパイル

・カットパイル

・カット、ループ
　併用

・第一種
・第二種
・第一種

イ カ の敷き

　

平場

　

※ 敷き

　

模

　　　　 　　　　 　

階 部 流し ・ き

　

　　種類　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
形状等

　　

※図示によ

・タフテッドカーペット
パイル形状 パイル長さ(㎜) 工法

・5～7　・　
・4～6　・　
・

　　

形状等

　

図 に

　

８.合成樹脂塗床

接着剤のホルムアルデヒド放散量
※ F☆☆☆☆

MDF及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

合板のホルムアルデヒド放散量
※ F☆☆☆☆

天井のボード類(ロックウール吸音板を除く)の重ね張りを行う場合
　※図示による

備考

・
プラスチック

・ ・
・ ・

・

（１９．８．２，３）

・

モルタル面及びプラスター面の素地ごしらえの種別　　※Ｂ種　・Ａ種
コンクリート面の素地ごしらえの種別　　　　　　　　※Ｂ種　・Ａ種
せっこうボード面の素地ごしらえの種別　　　　　　　※Ｂ種　・Ａ種
けい酸カルシウム板面の素地ごしらえの種別　　　　　※Ｂ種　・Ａ種

フェノールフォームを使用した断熱材のホルムアルデヒド放散量
　※ F☆☆☆☆　　・　
開口部等補修のための張付け用の接着剤のホルムアルデヒド放散量
　※ F☆☆☆☆　　・　

　・ SUS304（表面処理　※HL程度　　・　　　　）

　・ アルミニウム　表面処理　※（表14.2.1）による種別
　・ 集成材　表面仕上げ（ ・ クリアラッカー　　・　　　　　）
　・ 樹脂[洗面：補助手摺

　※(19.5.2(2))による　　・　

単層フローリング
樹種種類

工法
複合フローリング

樹種 厚さ、幅及び長さ

・
※（表19.5.1）による

・
※（表19.5.3）による

※（表19.5.5）による
・
・・

・・ 接着工法

・ 釘留め工法

・

・・ 釘留め工法

※（表19.5.2）による

・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

・ フローリングボード１等

・ 複合フローリング

　　　　　　・ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン）

　　　・Ｄ種（Ｄ種の畳床：・KT-Ⅰ　・KT-Ⅱ　・KT-Ⅲ　・KT-K　・KT-N）

衝撃緩和型畳 （畳表：・C1　・C2）

　・適用する　　・ 適用しない

（１９．７．２，３）（表１９．７．１）11.せっこうボード

10.畳敷き

　 その他ボード及

工
事

工
装
内

ニ
ッ
ト

び
そ

他
工
事

ユ

事

19 20

12.壁紙張り

13.断熱材

※ 6.5

・第二種 ・ 6.8

SUS304

製造所：

・ 厚18×350　

[図中：FK]
・ 化粧けい酸カルシウム板

1）

(アクリル樹脂系塗装)

事

内

19

 [ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ]

小松ウォール工業「マイティLW-60D」又は同等品以上 

ｽﾃﾝﾚｽ M 10
　　　受けネコ、吊り材、振れ止め：図示

SUS

小松ウォール工業「サニティ TB-TP」又は同等品以上 

28

・ 塩化ビニル又はゴム製
・ 硬質アルミニウム合金製 ・ 硬質アルミニウム合金

・

なお、申請手続きも本工事にて行うこととする

19.くつふきマット

20.消火器

　　取扱表示付　　　既製品（　　　　　）ヶ所

（２０．２．１０）衝突防止表示

厚さ（㎜） 材質
※5

・

備考

・持出型・

ピクトグラフ（便所、車いす、階段等））

・アクリル板 ※平付型
取付け形式 備考

材質
※5

備考

材質及び仕上げ （２０．２．１２）
　・ SUS304（スリップ止め加工　※あり(ローレット加工)　　・なし　）

工法　　　※鋼製ユニット煙突(煙突用成形ライニング材 )　　・　

形式
ボックス・レ
ールの材種

幅・高さ
取付箇所

・ 横形 ・手動

・手動

・操作棒式

　コード式
・１本操作コード式

・

・アルミスラット
・クロススラット
・

※25
・

・100

・ ・

アルミニウム
合金製

品質等スクリーンの材種

・ ガラス繊維製
・ 合成・天然繊維製
・ 木製

※製造所の仕様
・

材料による区分　　※ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙﾐﾆｳﾑ合金の押出し成型材　・ステンレス製

形状　　　　　　　※角形　　　　　　・　

強さによる区分　　※10-90 　　　　　・　

材種　・集成材（仕上げ：　　　　　　　）
　　　・アルミニウム製　押出し型材（市販品）

寸法 内枠

密閉型とは、ボルト、ナット等メカニカル構造にパッキンを装着したものとする。

寸法 形式

　 ウム製
・一般形

・気密形

・ 額縁タイプ
・ 目地タイプ

・ 額縁タイプ
・ 目地タイプ

・ 鍵付き

　　色　　　※緑　　 　　　・　　　　

　　区分　　※焼き付け　 　・　　　　　　　

・ ホワイトボード

（２０．２．９）

厚さ（㎜）　　※ 5　　 　・ 6

枠　　　　　　・ 有　　　・ 無

９.鏡 

　 及びカーテン

17.天井点検口

18.床点検口

[白板A、白板B]

白板B：W3,600×H1,200　固定式　投影スクリーン兼用

青井黒板製作所「ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞUD（上下可動）式　投影ｽｸﾘｰﾝ兼用」又は同等品以上 

2）

1）

図示（サイン図による）

図示（サイン図による）

・ 図示（サイン図による）

製造所： 阪神ｺﾝﾃﾝﾂﾘﾝｸ「特注サイン」又は同等品以上 

サイン図による

サイン図による

サイン図による・

製造所ナカ工業「ハイハッチMMⅡf (特注色　焼付塗装）」又は同等品以上

　　、カーテン

製造所：タチカワブラインド「パーフェクトシルキー」又は同等品以上

・25（ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包）　・ 50（暗色ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包）
・25　・　
・ 凹凸タイプ（・12（不燃）・15（不燃）・　）
・ フラットタイプ( ・ 9（不燃）・12（不燃）・）

・図示による　・ 6      　・ 8

・ ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ボード32K

・ ロックウール化粧吸音板

・ けい酸カルシウム板（ﾀｲﾌﾟ2）

※図示による
※図示による　・12　・15　・18　・21　・30　・　
※図示による　・12　・15　・18　・21　・30　・　
※図示による　・15　・20　・25　・　

種 ※図示による
・ 火山性ガラス質複層板

・ 硬質木片セメント板

・ 硬質木毛セメント板

GW-B
RW-B

DR

NF

MW
HW

JISの記号

寸法（㎜） 高さ 耐震性能 所定荷重　 フロア
・ 置敷式
・ 支柱
　調整式

・ 500×500
・

・ 1.0G
・ 0.6G

・ 3,000N
　タイル

（２０．２．２）

（２０．２．３）

構造形式 種類
パネル

表面仕上材

・ 不燃・ 0
・ 12

・ 28
・ 36

・パネル式

パネル内に取付ける建具　　・ あり（※図示による　　・　　）　　・なし

パネル材料のホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆

３.移動間仕切 （２０．２．４）

走行方向
パネル圧接装
置の操作方法

パネル表面材
仕上げ

遮音性
よる種類

・ 平行方向
　移動式

・ 部分電動式

・ 鋼板

・
・ 36以上(TLD)

　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　・ 20～30パーセント　

　　　　　　　　　　・ 図示

パネル内に取り付ける建具のドアクローザー、丁番、錠前、上げ落としは、メーカ標準仕様とする

　・ 使用する

４.トイレブース

※ 幅木タイプ

種類 材質形状

施工箇所 種類 寸法(㎜）

屋外

・塩化ビニル製
・セラミックタイル 

・レジンコンクリート製
・コンクリート製
・セラミックタイル 

・レジンコンクリート製
・コンクリート製

・ 300×300　・　
・7.0　・　

ブロックパターンはJIS T 9251 による

種類　　・単層品　　　・積層品 　
色柄　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

寸法(㎜)（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（１９．２．２）

 （１９．３．２，３）（表１９．３．１）
織り方 パイル形状

・ウィルトンカーペット ・カットパイル
・ループパイル

　　　　色柄（※模様のない無地　　・　　　　　　　）

　　　　　※無地の織りじゅうたんの種別（・Ａ種　　　・Ｂ種　　　・Ｃ種）
※

　織じゅうたんの接合方法　　※ヒートボンド工法　　・つづり縫い
敷

　
反 フ ル （J 1 呼 厚 8㎜

　

　

状等

　

※ 示

　

・ タイルカーペット
パイルの形状 種類 備考

※ 500×500

※ 500×500

・

・第二種
タイルカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量
　※ F☆☆☆☆
タ ル ーペット 方

　 　

市松 ・ 様流し

　
　 　 　　

段 分

　

※模様

　

市松敷
見切り、押え金物
　　材質　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　

る

　　　

帯電性 備考
・カットパイル
・ループパイル
・カット、ループ
　併用

・全面接着工法
・グリッパー工法
・

・適用する
・適用しない

下敷き材（グリッパー工法の場合）

タフテッドカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量
※反毛フェルト（JIS L 3204)の第２種２号　呼び厚さ　8㎜　　・　

F☆☆☆☆
見切り、押え金物
　　材質　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　種類　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　

※ 示 よる

　　

９.フローリング張り （１９．５．２～６）（表１９．５．１～６）

※ F☆☆☆☆

合板類の張付け　　・Ａ種　　・Ｂ種
せっこうボードの目地工法等
　目地工法の種類　※仕上表による　・ 図示による
　突付け工法及び目透し工法のエッジの種類　・ベベルエッジ　　・スクェアエッジ

ホルムアルデヒド放散量　　※F☆☆☆☆　　・　

防火性能
その他

・

繊維 塩化ビニル

・
・

・

無機質

・ 不燃 ・準不燃
・ 不燃 ・準不燃

紙
・

壁紙の種類
施工箇所

（１９．９．２，３）

材料の種類及び仕上げ

　・ 鋼製　 表面処理　溶融亜鉛めっき　（※（表14.2.2）による種別（・　　　）種）

（１９．５．２～５）
厚さ、幅及び長さ工法

（１９．５．２～５）
種類

・

・ 釘留め工法

・ 接着工法

・ 釘留め工法

※（表19.5.4）による

※（表19.5.6）による

・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

・フローリングブロック１等 ・ 接着工法

　（根太張り）

　（根太張り）

　（根太張り）

　（根太張り）

　（天然木化粧）

 （１９．６．２）（表１９．６．１）

下地の種類　・（表12.6.1）による床組

びわ湖材の適用

フローリングのホルムアルデヒドの放散量等
フローリングは JAS 1073 による工場塗装品とする。

　 び合板張り
装
内

事

ユ

及

の

ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工

19

20

 [ TCP-A ]

※ 6.5
・ 7.5

・ 7.5

図示：TCP-A

※第一種 ※ 500×500
・

※ 6.5

東リ「GA-100W」又は同等品以上  [ TCP-A ]

・ ﾎﾜｲﾄｵｰｸ、ｵｲﾙ仕上

製造所：  [ 複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ]

 [ 複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ]

仕様　：

・図示による　・ 6　・8

2）

3）

工
装

端部役物                ・ パーティクルボード

製造所：

ガラス：　全面強化ガラスt10＋飛散防止フィルム貼り＋目隠しフィルム貼り

製造所：

69

金属系

・ D値：25～35

製造所：

(高圧ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板,下地MDF)

・ ｽﾃﾝﾚｽﾍｱﾗｲﾝ＋強化樹脂

・ 300×300　・　

・ 300×300　・　

・ 300×300　・　

・ 300×300　・　

・ 300×300　・　

　・ 鋼製27.2φ　 SOP塗装

（２０．２．６）
材種　　　　　・ ステンレス製　　・黄銅製押出型材 　　
　　　　　　　・ アルミニウム製押出型材　・　　　　　　

　　　　　　材質　ゴム又は合成樹脂
取付け工法　　※接着工法　　・埋め込み工法
幅(㎜)      　・　　　　　・約35　　　・図示による

滑り止め材　形状　・ タイヤ型　・　　　・ひも型　　

７.階段滑り止め
[ノンスリップ]

製造所： AFOLA「PrevioT311」又は同等品以上 

・ ステンレス鋼(SUS304)製

・ ステンレス鋼(SUS304)
材種 受け枠 備考

種類　　※ 粉末ＡＢＣ消火器( ・ ４型　・ ６型　※ １０型　・ ２０型)　・　　　

製造所： マッティージャパン「MSD27F(ｶｰﾍﾟｯﾄﾀｲﾌﾟ)」又は同等品以上 

・　全埋込み型　Ｗ３００×D１９２×Ｈ７２８　鋼製焼付塗装仕上　
　　取扱表示・扉部アクリル板マグネットキャップ付　　既製品（　　　　　）ヶ所

・　半埋込み型　Ｗ３００×Ｈ９００　鋼製焼付塗装仕上　21.消火器ボックス

製造所： ユニオン「UFB-1F-2220-PWH（全埋込）」又は同等品以上 
ユニオン「UFB-3F-2401-PWH（床置）」又は同等品以上 

８.黒板及びホワイト
　 ボード

※図示（サイン図による）　（市販品　・ステンレス製 径 30mm　・　　　　　　　）
・無

・平付型
・持出型

※アクリル板

・室名札

寸法（㎜）　・50×250　　・60×250　　・ 図示による

取付け形式

厚さ（㎜） 材質
※5

・アルミ板
寸法（㎜）　・150×150　　・ 図示による

厚さ（㎜）

・持出型・
・アクリル板
・アルミ板

※平付型
取付け形式

案内板（館内、各階、便所）

寸法（㎜）　・600×600　　・100×600　　・200×200　　・ 図示による

適用安全使用温度　　・　 （２０．２．１３）

（２０．２．１２）
操作
方法

種類
スラット
幅(㎜）

スラットの材質

・ 縦形
・電動

・電動

※ギヤ式
・コード式

※２本操作コード式

※アルミニウム合金製

・80

※鋼製 ・ 図示による

ー

ー

（２０．２．１３）
幅・高さ
取付箇所

その他の材料操作方式

・ スプリング式

・ 電動式

・ 図示による
・ チェーン式

（２０．２．１４）

　　　　　種別（表14.2.1）による種別　・BC-1種　 ・BC-2種
色合い　・標準色（　　　　　）　・特注色（　　　　　　）
　　　・鋼製（仕上げ：　　　　　　　　）

仕上げ　　　　　　※アルマイト　　　・　

カーテン付属物　フック（ひるかん）　※鋼製　　　・樹脂製

溝幅×深さ(㎜）　・　

材種 形式 外枠

材種 備考

・ アルミニ

・

・ 450×450
・ 600×600

・ 屋内外用
・ 屋内用

・ 屋内外用
・ 屋内用

・ 一般形
・ 密閉形

・ 450×450
・ 600×600
・

・ アルミニウム製
・ ステンレス製
・ 鋼製

（２０．２．８）・ 黒板　

　　種類　　・鋼製黒板　　　・ほうろう黒板　　　・　

寸法(㎜）　 　・ 図示による　　・　

取付箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

10.表示

11.タラップ

12.煙突ライニング

13.ブラインド

14.ロールスクリーン

15.カーテンレール

16.ブラインドボックス

　 ボックス

白板A：W3,600×H1,200　UD（上下可動）式　投影スクリーン兼用

製造所：

1）

2）青井黒板製作所「ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ固定式　投影ｽｸﾘｰﾝ兼用」又は同等品以上 

図中：化粧鏡[各トイレ]

・

製造所　ナカ工業「ニューハッチNHEⅡ」又は同等品以上

　　　・Ｃ種(Ｃ種の畳床：・ＰＳ-Ｃ20　・ＰＳ-Ｃ25　・ＰＳ-Ｃ30)
種別　・Ａ種(Ａ種の畳表：・ＪＳ　・Ｊ１)　・Ｂ種　

H5ｍｍ＋L2.5ｍｍ
ﾃｸｽﾁｬｰﾄﾞﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

 [ 合成樹脂塗床A ]
 [ 合成樹脂塗床B ]

製造所： ABC商会「タフクリートMH防カビ工法厚9」又は同等品以上  [ 合成樹脂塗床A ]
ABC商会「タフクリートMH防カビ工法厚9」又は同等品以上  [ 合成樹脂塗床B ]

1）
2）

（１９．４．３）（表１９．４．４，５）
種別 工法 仕上げの種類施工箇所

・ 厚膜型塗床材
　弾性ウレタン樹脂系塗床

・ 厚膜型塗床材
　エポキシ樹脂系塗床

・薄膜型塗床材

※ 平滑仕上げ
・ 防滑仕上げ
・ つや消し仕上げ

・ 平滑仕上げ・薄膜流し展ベ工法
・厚膜流し展ベ工法
・樹脂モルタル工法

※平滑仕上げ
塗床材のホルムアルデヒド放散量　　※F☆☆☆☆　　・　

・ 防滑仕上げ

  合成樹脂塗床 A 
  合成樹脂塗床 B

・ 厚膜型水性塗床材
　硬質ウレタン樹脂系塗床

※ 平滑仕上げ（艶あり）
・ 防滑仕上げ(耐熱性)
・ つや消し仕上げ

1,2）

性能：耐熱水性、耐薬品性、耐衝撃性、防滑性  [ 合成樹脂塗床A ] [ 合成樹脂塗床B ]

・ ｶﾊﾞ、ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ塗装
・ 厚18(表面挽板6mm)

三洋工業「鋼製床組＋複層フローリング」又は同等品以上

総厚１８ｍｍ（表面挽き板 ６ｍｍ）Ｗ135ｍｍ×L1,800乱尺張り
サンダー掛け　ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ塗装

(天井)(壁)

製造所： エーアンドエーマテリアル「ハイラック」 910×1820 又は同等品以上 1）
2）

4）

吉野石膏「ソーラトンライト・ワイド」又は同等品以上 

マグ・イゾベール「マグボードＧＵＢ３」又は同等品以上 
アイカ工業「セラール(メラミン不燃化粧板)」又は同等品以上 

吉野石膏「ソーラトン平板」又は同等品以上 
3）

[直貼り工法の場合]
[捨貼り工法の場合]

吉野石膏「ハイパーウォールZ」又は同等品以上 
吉野石膏「ハイパーウォールZ-T」又は同等品以上 
吉野石膏「ハイパーウォールZ・WI」又は同等品以上 
吉野石膏「Sウォール」又は同等品以上 

[LGS耐火壁]
[LGS耐火遮音壁A]
[LGS耐火遮音壁B]
[LGS片面耐火壁]

2）

・ 断熱材打込み工法
種類 厚さ(㎜）  施工箇所

・ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材
（・　　　　　）
・ 押出法ポリスチレンフォーム断熱材
　（スキン層なし）
(・ 2種bA　・ 3種bA　・ 3種bC　・ 3種bD )
・ 硬質ウレタンフォーム断熱材

・ フェノールフォーム断熱材

・・

・

・

・

・

・
・ 断熱材現場発泡工法

　吹付け厚さ（㎜）　　・　
　施工箇所　・ 図示による　・　

　断熱材の種類　　※A種1　　・A種1H　　　 ・　　　　　　
特記外 35ｍｍ

外壁内側すべて(ECP内側、ｺﾝｸﾘｰﾄ内側)
下階が外部のスラブ裏すべて　・　上階が外部スラブ裏すべて　・　
屋上断熱が連続しない部分(排水溝下部や配管取出口下部等)　・　
断熱補強部　・　

35

・30

一般部・

・ ｽﾗﾌﾞ裏、ﾋﾟｯﾄｽﾗﾌﾞ裏

35 実習工場・実験室棟屋根
・ 体育館屋根

製造所：

製造所：

5）竹村工業「ポリッシュボードT(高圧木毛セメント板タイプ)」又は同等品以上 

製造所： ナカ工業「NS-S2」　「NS-TL7070」　「NS-CM3」　「NS-U1」　　又は同等品以上 1）

1）多目的L字固定式　　　可動式　　　小便器　　　］3）2） 4）

3）2） 4）1） 3）2） 4）

製造所： ナカ工業「ガイドステップSCS14 一般床用 ステンレス＋樹脂タイプ」又は同等品以上

・ ｽﾃﾝﾚｽﾍｱﾗｲﾝ＋強化樹脂 ・ 300×300　・　

6）アイカ工業「オルティノパネルVIP」又は同等品以上 

・25（暗色）・ 天井ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ64K 7）

（※ラワン程度　・　　　　）
不透明塗料塗り （※しな程度　・　　　　）
板面の品質（　　　）
厚さ(㎜)（※図示による　・　　　）
防虫処理　・行う　・行わない

厚さ(㎜)（※図示による　・　　　）
・ 天然木化粧合板

・ 特殊加工化粧合板

厚さ(㎜)（・図示による　・　　　）

・ 耐水合板

MDF

・ メラミン樹脂化粧板
・ ポリエステル樹脂化粧板
・ ミディアムデンシティファ

・ 単板張りパーティクル
・ 図示による　・10　・12　・15　・18　・　

・ 化粧パーティクルボード ・塗装（DC)

※図示による　・10（難燃）・12（難燃）・　

・ ハードボード（化粧）

・未研磨板（RN)（・スタンダード　・テンパード）
・研磨板（RS)（・スタンダード　・テンパード）

※図示による　・9　・12　・15　・18

表面の材種　

化粧板の樹種名　

12.5（不燃） 幅440㎜程度

12.5（不燃）

9.5（不燃）　・ 化粧無（下地張り用）
・ 5（不燃） 1 不 ）

・ 不燃積層せっこうボード
・ せっこうボード

GB-D(W)

GB-NC
GB-R ・ 5 不燃準

9.5（不燃）・ 普通硬質せっこうボード GB-R-H

（・オーバーレイ　・プリント　・塗装）

・ 普通合板
生地、透明塗料塗り

防虫処理　・行う　・行わない
単板の樹種名　・　
接着の程度　・1類　・2類

表面性能（　　　　　）タイプ

防虫処理　・行う　・行わない

・ 特類　・１類　・２類

HB

IB

JIS K 6903 による厚さ（※1.2 ・   ）

　イバーボード
・図示による　・3　・7　・9　・12　・　

　ボード
・ 無研磨板（VN)　・研磨板（VS)

・単板オーバーレイ（DV)
・プラスチックオーバーレイ（DO)

・ ハードボード（素地）

・ インシュレーションボード

・内装用（DI)　・外装用（DE)
※図示による　・2.5　・3.5　・5　・7
Ａ級（・天井仕上　・内装仕上　・　　）

・ びわこ材　　・　

・びわこ材　・　

9.5（準不燃）
模様（・柾目　・板目）専用下地材有り

9.5
・ 12.5（不燃）・15（不燃） ・ 21（不燃）

　　　　　　 ・ 化粧有（トラバーチン模様）

12. ・ 5（ 燃

　ーチン模様）
・ 化粧せっこうボード(トラバ

・ 化粧せっこうボード(木目)
・ せっこうラスボード
・ 強化せっこうボード
・ ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうボード

GB-D

GB-L
GB-F
GB-S

9 . （ ）

4）

化粧加工の方法

高圧木毛セメント(ﾋﾉｷｳｯﾄﾞｳｰﾙ)板表面研磨＋塗装品・ 木毛セメント板 5）

【体育館内装に適用】
・厚14　・厚18

・ 不燃化粧板 6） ・樹脂フィルム張化粧ケイ酸カルシウム板　厚6
　四方小口フィルム巻込　底目フィルム張

7）マグ・イゾベール「イージーセーフ工法（マグストーン暗色）」又は同等品以上 

［図中：天井ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ張］

※体育館（体育室）の天井に適用

ボード四方に専用塩ビグラスウールジョイナー（暗色）を
鉄骨下地に@600ビス固定（特定天井）

1）[暗幕カーテン]
2）[間仕切カーテン]

形式

・シングル 
・ダブル

開閉操作

・手引き
・電動

・片引
・引分

ひだの種類
・つまみひだ
・プレーンひだ

生地の種類
・暗幕（遮光1級）
・ポリエステル

防炎性能
有

カーテンレール製造所：タチカワブラインド「シエルド50」1)、「VR-N」2)又は同等品以上

備考
１）
２）有

カーテン生地　製造所：スミノエ「タレル」 1)、「VGカペラ」 2)又は同等品以上



縮尺　A1:

図面番号

A3:

設計番号 工事名称

図面名称

縮尺　A1:

図面番号

一級建築士 NO.

A3:

20240631-3

272847

石井 康彦

公立大学法人

木下 隆嗣

一級建築士 NO.248486
構造設計一級建築士 NO.4009

工藤 征志

一級建築士 NO.334956
設備設計一級建築士 NO.4756高専開設準備局　総務・施設整備課

滋賀県立大学
新築工事(第３工区)
滋賀県立高等専門学校
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材質 適用荷重
メインバ
ーピッチ

上面形状

ボルト固定

・受枠付き、

・
ボルト固定

・溝ふた(横
断用）

・溝ふた(側
溝用）

・T-14用

・歩行用

・T-2用
・T-6用
・T-14用
・T-20用

・細目

・細目

・(　　）

・(　　）
・

・凹凸形
・
・平形
・

ー

ー

（２１．２．１）

試験
　路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　　　・行う ・行わない

　現場ＣＢＲ試験 ・行う ・行わない

（２２．３．２，３，５）（表２２．３．１）

　※

材料及び種類

・密粒度アスファルト混合物(13)　・水硬性粒度調整鉄鋼スラグ
・密粒度アスファルト混合物(13F)

試験　アスファルト混合物等の抽出試験 ・行う ・行わない

コンクリート舗装の構成及び厚さ

コンクリート舗装 ・図示による

・図示による

・図示による　・

※70　　・　

舗装の種類 構成

寒冷地の縁部立下り寸法等　　・図示
材料

早強セメント ・使用する ・使用しない

目地

８.ブロック系舗装

・普通平板(Ｎ)
・透水平板(Ｐ)
・保水性平板(Ｍ)

・300角 ※60
・

備考目地材種類

クッション材 　　※砂　　・空練りモルタル
普通平板は（再生材１料を用いた舗装用ブロック）、透水平板は（透水性コンクリート）とする。

・インターロッキングブロック舗装

※普通ブロック(Ｎ)

・保水性ブロック(Ｍ)
※普通ブロック(Ｎ)
・透水性ブロック(Ｐ)

歩行者用
通路

・図示

・

・

・

・

形状寸法
(Ｎ/mm2)

クッション材 　　※砂　　・空練りモルタル
歩行者用通路に使用する普通ブロックは（再生材料を用いた舗装用ブロック）、透水性ブロックは
（透水性コンクリート）とする。

(㎜)

・舗石舗装

(㎜)(㎜)
種類

・コンクリート版

※50
・

・

・割石

よる
・

クッション材 ※砂 ・空練りモルタル

９.砂利敷き （２２．９．２）

・Ｂ種（施工範囲：※建物周囲その他 ・図示による ・ ）

路面標示用塗料は JIS K 5665 による。
幅 塗布厚さ

溶融 粉体状
・100

・1.0
・1.5

１.植栽地の確認等

 （２３．２．２，４）

植栽 整備範囲 土壌改良材
有効土層の厚さ

樹高7ｍ以上～12ｍ未満
（※80　・100）
樹高3ｍ以上～7ｍ未満
（※60　・80）
樹高3ｍ未満
（※50　・60）

・適用する・植栽部分
・図示による
・

※20
・

※芝、地被
類

・葉張り部分
・植栽部分
・図示による

・適用しない

（２３．２．３）

 （２３．２．３）４.土壌改良材 種類及び指定量等

施工箇所 ※植栽範囲　　　　・図示による

　材料

　施工箇所　　　　※植栽範囲 ・図示による

５.樹木
刈込みものの適用 ・適用する（数量： ）　・適用しない

６.支柱 支柱材　　　※丸太（間伐材） ・真竹　　・ 　　
防腐処理方法　　※加圧式防腐処理丸太材　　・　
形式　　・添え柱形 ・鳥居形 ・八ツ掛け形

・布掛け形 ・ワイヤ掛け形　・地下埋設形

 （２３．３．２）材料　　※幹巻き用テープ　・わら　　・こも

（２３．４．２，３）種類　    ※コウライシバ　　・ノシバ　　・　

　平地　　※目地張り ・べた張り
　法面　　・目地張り ※べた張り

９.吹付けは種 （２３．４．２）
発芽率  備考

以内
※発芽率80％以上

樹種
コンテナ数

芽立数

　　見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等　　※図示による　　・　
　　樹木、芝及び地被類の樹種又は種類、寸法、株立数等　　※図示による　　・　
　　植込み用土　　※改良土　　・人工軽量土
　　排水層　　　　・軽量骨材（層の厚さ：　）　　・板状成形品

壌層の厚さ ・ 示

 （２３．５．２～４）

 （２３．３．４，６）（２３．４．７）
新植樹木（芝張り、吹付けは種及び地被類を含む）の枯補償の期間

工法

・設置する ・設置しない
支柱

　材質　　　寸法　　　・図示による
樹種ごとに2割以上設置する

建築基準法に基づく風圧力の（※1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

23

栽

工

及

上

10.地被類

11.新植、芝等の枯

・凹凸形

２.鋳鉄製ふた （２１．２．１）
鍵名称

ールふた
・T-2用・水封形

・簡易密閉形(パッキン式)
・密閉形(テーパ・パッキン式)
・ 付 密 ー
パッキン式）

・T-6用 気調和衛生工学会SHASE-S209
左記以外の品質等は(公社)空

４.街きょ、縁石及び
側溝

 街きょ、縁石、側溝
形状、寸法

・図示による　・
・図示による　・

・縁石

・Ｌ形側溝

砂利地業に用いる材料　・再生クラッシャラン　　　・切込砂利　　

・図示による　・
・図示による　・

・Ｕ形側溝ふた
・

砂地業に用いる材料　　　　　　・シルト　　・山砂 ・川砂 ・砕砂

砂利地業の厚さ　　　※100（㎜）　・図示による
・現場打ちの場合のコンクリート材料

スランプ　　※15㎝ 又は 18㎝
現場打ちの場合の鉄面種類の記号　　※SD295
凍上抑制層に用いる材料　・
（砂を用いる場合の粒度試験）　・行う ・行わない

６.カラー舗装 ・加熱系カラー舗装 （２２．６．２～４）
構成及び厚さ　　　・図示による
加熱系混合物の結合材

・アスファルト混合物

　　        着色骨材　　　（ ）

・常温系カラー舗装
工法　    ・ニート工法（配合その他： ）

・塗布工法　（配合その他： ）
　　着色部の下部　・アスファルト舗装　　・コンクリート舗装 　　・

成 に る

試験　　開粒度アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う ・行わない
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工
事

排
水

・皿溝側溝 3)

・図示による　・　・自由勾配側溝　　　5)

スリット蓋 －・ダクタイル鋳鉄製

・図示による　・

日本興業「DS-180-K-K」又は同等品以上
日本興業「DS-180-K-S」又は同等品以上

・

日本コンクリート「Ez(イージースリット)I型」又は同等品以上
日本コンクリート「Ez(イージースリット)I型 管理桝」又は同等品以上

・図示による　・

カネソウ「カネソウ スマートスリット」又は同等品以上

　　3)

　　5)

　　7)

６.化粧ふた
製造所： カネソウ「HESW-(※)-(※)-K」又は同等品以上 　　(※)は荷重・外形寸法による

カネソウ「VTGCW-ME-(※)」又は同等品以上 (※)は荷重・外形寸法による 

５.透水性コンクリー 透水性コンクリート舗装の構成及び厚さ　　※図示による　　・　

　　　骨材　・5.0ｍｍ前後　　・13.0ｍｍ前後
目地：伸縮目地は5ｍ間隔、膨張目地は30ｍ間隔　

視覚障がい者用誘導ブロックの構成及び厚さ　　※図示による　　・　
製造所： 太平洋プレコン「視覚障害者用誘導用ブロック 非透水型」又は同等品以上

製造所： ナカ工業「ガイドステップSCS14 一般床用 ステンレス＋樹脂タイプ」又は同等品以上

ガイアート「NJP透水性コンクリート舗装」又は同等品以上

１.路床
路床の材料

種別 材料
・盛土

・凍上抑制層

・フィルター層

・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種 ・図示による
・

・切込み砂利
・砂((表21.2.2)による)
※砂((表22.2.3(3))による)
・

（凍上抑制層に用いる材料に砂を用いる場合の粒度試験 ）
・行う ・行わない

・路床安定処理
安定処理の方法 ・置き換え工法 ・安定処理工法

　　　路床安定化処理用添加材料
　　　種類　　・普通ポルトランドセメント ・高炉セメントＢ種

・フライアッシュセメントＢ種
・生石灰（・特号・1号　）　・消石灰（・特号・1号　）

　　　添加量　・ kg/ｍ3（CBR　・3以上　・ ）

22

事

舗

製造所： 太陽エコブロックス「RETRO ベージュ色」又は同等品以上

　        種類

22 定礎 定礎石（各棟1箇所）：花崗岩（黒）本磨き　300×400 文字掘込（直筆文字、定礎・年号）

・街きょ ・図示による　・

３.グレーチング （２１．２．１）

形式 　用途
亜鉛めっき
（付着量）

・鋼製 ・受枠付き、

・

・ステンレス製

・桝ふた用
・Ｕ字溝用
・溝ふた(横

断用）
・溝ふた(側

溝用）
・桝ふた用
・Ｕ字溝用

・歩行用

・T-2用
・T-6用

・T-25用

・普通目

・凹凸形
・
・平形

ー

ー

５.埋戻し土 ※Ｂ種　　　・　

　路床締固め度の試験 ・行う ・行わない

２.路盤
路盤の厚さ　・図示による　・　
路盤材料（(表22.3．1)による種別）

・クラッシャラン ・粒度調整砕石

・再生粒度調整砕石 ・クラッシャラン鉄鋼スラグ ・水硬性粒度調整鉄鋼スラグ
再生クラッシャラン

３.アスファルト舗装 （２２．４．２～６）（表２２．４．４）
アスファルト舗装の構成及び厚さ ※図示による　　・　

アスファルト　 ・再生アスファルト（・50～80　・80～100）  ・ストレートアスファルト
加熱アスファルト混合物の種類

４.コンクリート舗装 （２２．５．２～４，６）（表２２．５．１，３）

屋外作業場、駐輪場、

歩行者用通路

部位 厚さ(㎜)

コンクリート ・（表22.5.1）による　　　・　

注入目地材料 ※低弾性タイプ ・高弾性タイプ

種類、間隔、構造　　※（表22.5.3及び図22.5.1）による　　　・図示

・コンクリート平板舗装
（２２．８．２，３）

・
※砂
・モルタル

表面加工
・研ぎ出し
・洗い出し
・たたき出し

厚さ(㎜)寸法(㎜)

・透水性ブロック(Ｐ)

・保水性ブロック(Ｍ）

車路
・

・図示

※80

※60

※5.0

※3.0

表面加工

種類 部位
厚さ 曲げ強度

備考

(㎜)
厚さ

張り方 基層
基層の厚さ形状・寸法

・アスファルト混
合物

※70・花崗岩
・ ・図示に

・ ・

種別　・Ａ種（施工範囲：※通路　　　・図示による ・ ）

10.路面標示用塗料

種類 施工 適用 色
(㎜)(㎜)

※３種１号 ・白
・

・150

土壌の水素イオン濃度指数(pH)試験　　・行う ・行わない
電気伝導度(EC)の試験 ・行う ・行わない

（２３．１．３）

２.植栽基盤の整備

工法
(㎝)

樹高12ｍ以上
（※100　・120　・150）

・樹木 ※Ａ種
・Ｂ種
・Ｃ種
・Ｄ種

・適用しない・
※Ｂ種

・

・適用する

植栽基盤の排水設備　・設ける（※図示による　　・ ）　・設けない

適用する　　　・適用しない樹木の植栽基盤の整備 　　※

３.植込み用土 ・現場発生土の良質土　・客土

・バーク堆肥

使用量 植栽基盤面積1㎡あたり　（・50L ・ ）
・汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト）

　使用量 植栽基盤面積1㎡あたり　（・10L　　・ ）

樹種、寸法、株立数等　　※図示による　　・ 　 （２３．３．２）

（２３．３．２，３）

７.幹巻き用材料

８.芝
芝張りの工法

種子の種類 種子の量(g/㎡)
※洋芝類（採取後２年

（２３．４．２）

コンテナ径
単位面積当たりの

・図示 ・図示 ・図示 ・図示

植栽基盤及び材料
・屋上緑化システム

土 図 による

・引渡しの日から１年 ・無し　　・　
移植樹木の枯損処置を行う期間
　※引渡しの日から１年　　・無し　　・　

・設置する　　・設置しない
かん水装置

植

事

び
屋

緑
化

補償、移植樹木
の枯損処置

12.屋上緑化

13.樹名板

※図示
種類 適用荷重 備考

鋳鉄製マンホ

による。

・有り
・無し

中ふた き 閉形（テ パ
・T-20用

 （２１．３．１，２）（表２１．３．１）
種類

・図示による　・

・Ｕ形側溝

・切込砕石

設計基準強度　　※18N/mm2　　　・　

・石油樹脂系混合物　　顔料の添加量　　（ ％）
　添加材

自然石 （ ）

７.透水性アスファル
ト舗装

舗装の構 ・図示 よ （２２．７．２，３，６）
材料及び種類

アスファルト　・再生アスファルト（・60～80 ・80～100）・ストレートアスファルト
加熱アスファルト混合物の種類

・密粒度アスファルト混合物(13)　・細粒度アスファルト混合物(13)
・密粒度アスファルト混合物(13F)

・歩行用 ・スリット側溝用

製造所： カネソウ「VGMQ-1020」又は同等品以上 

・見切材 1)

・図示による　・・スリット側溝、出入口側溝 7)

製造所： 第一機材「擁壁スチールエッジ(植栽擁壁見切材)」又は同等品以上 
カネソウ「VGMQ-1020＋スチール製枠BKIT-2E-2420」又は同等品以上

　　2)

・図示による　・　・皿溝側溝ふた　　　4)

・自由勾配側溝ふた　6)

　　1)
　　2)

　　4)

　　6)

形状及び適応荷重は図示による。

７.ドレインカバー レインガーデン部のOF専用蓋に用いる。形状は図示による。
製造所： 日之出水道機器「グリーンキューブドレイン」又は同等品以上

ト舗装 材料：透水性コンクリート　曲げ強度2.5N/ｍｍ2以上　

11.点字ブロック

形状　：図示による12.点字鋲

製造所：

（２２．２．２，３，５）（表２２．２．１）

厚さ(㎜)

・Ｄ種 ・建設汚泥から再生した処理土
・図示による
・

・図示による
・

・再生クラッシャラン　　・クラッシャラン
工
装

　  形式
                      ・図示による　　・　

　                                 ・図示による

定礎箱（各棟1箇所）：SUS製外箱300×400×80　銅製内箱・桐箱共

芯材：ペーパーコア、表面：メラミン化粧板、巾木：SUS製H60
扉：ハイタイプ・付巾木タイプ

25.トイレブース

製造所：小松ウォール工業「サニティ TB-TP」又は同等品以上

W1500、IHヒーター1口（IHは体育館には適用あり、実習工場・実験室棟には適用なし）

天板：ステンレス製、ダウンライト・水切り棚付

26.ミニキッチンA

製造所：亀井製作所「ミニキッチン・ミニ」又は同等品以上

形状：図示による
天板：ステンレス製、ダウンライト・水切り棚付

27.洗面ｶｳﾝﾀｰ

製造所：アイカ工業「デュポンコーリアン」又は同等品以上

形 状 ：図示による28.面台
製造所：アイカ「ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ」又は同等品以上

天　板：セラミック天板（下地合板）t25仕上29.生徒用実験台
パネル材：電子線硬化樹脂化粧パーチクルボード
形　状：図示による
製造所：ダルトン「生徒用実験台:KC57⁻36AC-004T」又は同等品以上

天　板：ステンレス製SUS304 t1.0、深さ200ｍｍ、ストラップ付、目皿付30 流し台A

パネル材：電子線硬化樹脂化粧パーチクルボード
形　状：幅1200、図示による
製造所：ダルトン「SN11、12SD-003T」又は同等品以上

流し台C 開き戸、把手、水栓金物付（流し台Aは水栓1箇所、流し台Bは水栓2カ所）

材　料：アルミ製　31.ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ

製造所：トーソー「Tシリーズ」又は同等品以上
仕　様：耐荷重30kg

材　料：ｱﾙﾐ押出形材32.アルミ庇

製造所：アルフィン「AD1N」又は同等品以上
仕　様：アルミ　電解着色仕上げ寸　法：図示

材　料：日本消防設備安全センター認定品（NP-010号）33.誘導標識

製造所：日本ミドリ十字「中輝度蓄光式誘導標識　070014+070016」又は同等品以上
中輝度蓄光式ステッカー(床用)　非常口表記＋誘導表記＋保護フィルム 80組

ガラス飛散防止フィルム
製造所：３Mジャパン「SH4CLAR」」又は同等品以上

24.飛散防止
フィルム

目隠し単色ガラスフィルム
製造所：３Mジャパン「ミルキーミルキーダークグレーSH2MAMMD」又は同等品以上

23　視線制御
フィルム

34.マンホール蓋

[実習工場・実験室棟]

[実習工場・実験室棟]

仕　様：掲示板：ﾏｸﾞﾈｯﾄ・ﾋﾟﾝ兼用35.掲示板A

製造所：青井黒板製作所「木調枠　壁掛ｴﾑﾋﾟﾝ掲示板（３way掲示板）」又は同等品以上 
素　材：ﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞﾒﾀﾙ＋ｽﾎﾟﾝｼﾞｴｰｽ生地＋ﾍﾞﾆｱ板＋四周木枠ﾌﾚｰﾑ

水栓・排水・換気扇一式、幕板・側板：メラミン板

仕　様：図示による（鋼製床組詳細図による）
36.鋼製床組

製造所：三洋工業「鋼製床組スリーベース101（体育室）」又は同等品以上 
仕　上：床下地および仕上材までを含め、製造業者の責任施工とすること

三洋工業「鋼製床組スリーベース高床仕様（ステージ他）」又は同等品以上 

仕　様：図示による（体育器具詳細図による）

37.体育施設

製造所：セノー「体育施設・体育器具」又は同等品以上

鋼製床組ｼｽﾃﾑ　一式

体育施設・体育器具　一式
（ﾊﾞｽｹｯﾄ・ﾊﾞﾚｰ・ﾊﾞﾄﾐﾝﾄﾝｺｰﾄﾗｲﾝ、基礎、ﾈｯﾄ、ﾊﾞｽｹｯﾄｺﾞｰﾙ、ﾊﾞﾚｰﾎﾟｰﾙ＋ﾈｯﾄ、ﾊﾞﾄﾐﾝﾄﾝﾎﾟｰﾙ＋ﾈｯﾄ）・体育器具

仕　様：図示による（収納台車詳細図による）
38.収納台車

製造所：ﾌｼﾞﾄﾗｯｸ「FT-1TV-5000L」又は同等品以上 

収納台車　一式

仕　様：図示による（舞台機構設備詳細図による）
39.舞台機構設備

製造所：橋田舞台設備「舞台吊物機構設備」又は同等品以上 

舞台機構設備仕様　一式

樹脂既製品41.モップ掛け
製造所：山崎産業「C316-003X-MB」又は同等品以上

（２１．２．１，２）（表２１．２．１，２）

呼び径形状材種
・遠心力鉄筋コンクリ

ート管
外圧管（１種）

・ＲＳ－ＶＵ
・ＶＰ
・ＶＵ

・図示による

基床の厚さ及び種類　　・図示による　　・　

側塊の形状及び寸法　・図示による　・　
排水桝の種類　　　　・図示による　・　

・切込砕石

スランプ　※15㎝ 又は 18㎝　　・　
現場打ちの場合の鉄筋　　種類の記号　※SD295
現場打ちの場合の足掛け金物 　※（21.2.2(6)(ｵ)）

材質　・ステンレス製　　・鋼製 ・合成樹脂被覆加工されたもの

21

工
事

排
水

前澤化成工業「UMA-9OY150-150」又は同等品以上     1)

・図示による

１.屋外雨水排水
材料

備考種類・記号

・硬質ポリ塩化ビニル
管

・Ｂ形管
・

・図示による

砂地業に用いる材料　　・シルト　　・山砂　　・川砂 ・砕砂

硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料　　※接着剤　　　　 　　・　・ゴム輪

砂利地業に用いる材料　・再生クラッシャラン　　　・切込砂利　　

凍上抑制層に用いる材料　・　
　（砂を用いる場合の粒度試験）　・行う 　・行わない

現場打ちの場合のコンクリート材料
　設計基準強度　※18N/mm2 ・

製造所：

・重圧管

・一般部
・レインガーデン部 1)

・直管
・90°合流

種類：グリッドフェンス
高さ：H1500

16.フェンス

製造所：LIXIL「ハイグリッドフェンスN8型(スチール支柱)」又は同等品以上

種類：メッシュ門扉 (グリッドフェンスに接続する門扉)
高さ：H1500

17.門扉

製造所：LIXIL「ハイグリッド門扉N8型(両開き)」又は同等品以上

素材：スチール製
種類：固定式、上下式

18.バリカー

製造所：帝金「TRF-19A ダークグレー」又は同等品以上
帝金「AK-311 メタリックブラック」又は同等品以上

19.掲揚ポール 仕　様：ハンドル型（ワイヤー内蔵）掲揚ポール

製造所：サンポール「FH-7U」又は同等品以上
形　状：図示による

PC製既製品　180×120×600　接着剤・アンカー併用工法15.車止めブロック

材質：アルミ押出形材20.駐輪場屋根
塗装：陽極酸化・塗装複合被膜
製造所：四国化成建材「サイクルポートVF-R Y合掌タイプ(積雪荷重600N/ｍ２)」又は同等品以上
製造所：四国化成建材「サイクルポートVF-R 基本タイプ(積雪荷重600N/ｍ２)」又は同等品以上

箇所：外構エントランス階段　床、蹴上部21.エントランス
サイズ：192×92、t15、目地幅 8ｍｍ階段タイル
製造所：(株)LIXIL「PTI-210/4」又は同等品以上

箇所：外構エントランス階段　段鼻部
サイズ：(92+30)×192、t15、目地幅 8ｍｍ
製造所：(株)LIXIL「PTI-201/6」又は同等品以上

仕　様：ハンドル型（ワイヤー内蔵）掲揚ポール14.掲揚ポール

製造所：サンポール「FH-7U」又は同等品以上
形　状：図示による

仕　様：鋳鉄製　密閉防水防臭型　耐荷重T-2　施錠式（ボルトロック）　600φ
製造所：カネソウ「MWA-2（丸）」又は同等品以上

SUS製既製品40.タオル棚
製造所：TOTO「YTS406B」又は同等品以上

樹脂既製品42.洗濯機パン
製造所：TOTO「PWP900N2W」又は同等品以上
デジタル印刷フィルム（PET基材+2層インク製法）43.デザイン
適用：建具表に図示の通り（実習工場・実験室棟・東面外装ガラス全面）フィルム
製造所：サンゲツ「ハイグラフィカガラスフィルム（フロストホワイト）」又は同等品以上
既製品　製造所：TOTO 「YKH52AR」又は同等品以上44.フック

設備機器置場



項 目
用

建

築
備 考

適 別

途機
降
昇

断熱工事を含む

梁・壁・床のスリーブ及び箱入

同上の内部仕上

同上の縁金物及び蓋

配管・配線用のピット及びトレンチ

同上の機器搬入用フック及びホイストビーム

機器搬入用仮設開口及び仕舞

化粧蓋の場合の化粧仕上

汚水排水の会所桝及び蓋

雨水排水の会所桝の蓋

雨水排水の会所桝及び屋外排水管

雨水排水の縦樋及び最寄会所への接続

同上の配管廻のシーリング

同上の配管後開口部ふさぎ

屋外へのコンクリート配管立上

設備機器設置用のコンクリート基礎の仕上

設備機器設置用の鋼製架台

設備機器設置用のアンカ及び埋戻

設備機器設置用のアンカ用孔開及び箱入

設備機器設置用のコンクリート基礎

同上の配管後のシーリング

外壁貫通部の防水スリーブ

同上の穴埋（区画貫通部）

同上の補強

鉄骨造の梁貫通スリーブ

同上の穴埋

同上の補強

鉄骨鉄筋コンクリート造の梁貫通スリーブ

同上の穴埋

同上の補強

鉄筋コンクリート造の

同上の水中ポンプ引上用ガイドパイプ

同上の設備

同上の槽内防水及び清掃

同上の点検口タラップ

同上のマンホール及び蓋

同上の槽外通気管

同上の連通管及び槽内通気管

コンクリート躯体の蓄熱槽

コンクリート躯体の水槽類

本設水道、下水、ガスの引渡までの使用料金

本設受電後引渡までの電気使用料金

関係官公署の各種負担金

関係官公署への申請手続

直接仮設

トラップは流し台に含む

照明器具を含む

誘導標識等を含む

ベントキャップは除く

（ボード等の場合）

（鋼板パネル・ガラス等の場合）

（石・タイル等の場合）

鋼板製型枠床の設備機器取付用穴開及び補強

同上用電源

サイン類の本体（電照式）

サイン類の本体（非電照式）

同上のダクト及び接続

湯沸室排気フード

同上への配管及び機器取付

湯沸室の流し台及びコンロ台

設備シャフト等の点検口

天井及び床の点検口

設備機器用取付用の壁及び天井の補強

一般天井の設備機器取付用穴開

フリーアクセスフロアの設備機器用架台

フリーアクセスフロア下部の防塵塗装

フリーアクセスフロアの穴開け加工

同上のダクト及び接続

同上のダクト接続用金物

建具ガラリの取付

同上のダクト及び接続

同上のダクト接続用金物

外壁ガラリの取付

同上の配線及び機器取付

同上の設備機器取付用補強

パーティション組込ボックス及び配管

設備機器用の壁材の穴開

設備機器用の壁材の穴開

設備機器用の壁材の穴開

同上の穴埋

ＣＢ・ＡＬＣ版の壁、

制御盤・操作函並びに配管配線

同上のガス配管

同上の２次側電気工事

冷温水発生機等の操作盤及び据付

同上制御盤と電動機接続までの電気工事

空調、衛生設備用一般電動機及び据付

同上の１次側電源供給

電動シャッター及び自動ドア等の

同上の２次側電源工事

同上用電源盤

空調自動制御用機器及び現場盤

システム便所（ユニット）の設置

身障者便所の鏡

同上の照明器具

便所等の照明用ボックス

便所等の面台

便所等の化粧鏡（既製品）

便所等の化粧鏡（オーダー品）

室外機～室内機の配管配線

配管配線

・ダンパー等用の煙感知器及び配管配線

電極等の取付用金物及び函体

電極・フロートスイッチ及び函体

電源供給

防犯監視設備から中央監視設備間の

同上に取付機器又は組込機器

同上の建具加工

同上の配線及び端末機器取付

防犯監視用の配管

防犯監視盤

消火器（大型）

消火器（ＡＢＣ－１０型）

消火器ボックス（消火栓箱に組込）

消火器ボックス（露出型）

消火器ボックス（埋込型）

同上の配管配線

同上の起動押釦・位置表示灯

同上の開口部の構造補強

屋内消火栓等の本体

防火扉・防火防煙シャッタ・排煙口・給気口

同上の防災盤までの制御監視用配管配線

防火防煙シャッター等の閉鎖装置

同上の防災盤までの制御監視用配管配線

防火扉等の閉鎖装置

鋼板製及び樹脂製等のタンクに取付る

コンクリート製水槽等に取付る

同上の配管配線

水槽用液面制御スイッチ

液面警報盤

同上の２次側電気工事

空気熱源ヒートポンプパッケージの

工事区分表

監視カメラ用モニター

監視カメラの配管

同上の配線及び端末機器取付

OAフロアを含む

および予備電源

防火戸の２次配線

防火戸、防火シャッターの感知器、制御盤

防火シャッターの２次配線

電気錠本体

同上の制御盤・操作盤

同上の配管配線

同上の１次側電源供給

同上の結線

同上の結線

ユニット型は機械設備工事

電動カーテン、ロールスクリーン等

同上の１次側電源供給

同上の操作ボックスから駆動部までの配管配線

カーテン、ブラインド等

カーテン、ブラインドボックス等

映写スクリーン

映写スクリーンボックス

項 目
用

建

築
備 考

適 別

途機
降
昇

項 目
用

建

築
備 考

適 別

途機
降
昇

項 目
用

建

築
備 考

適 別

途機
降
昇電

気

機

械

電

気

機

械

電

気

機

械

電

気

機

械

サーバー室ラック架台は別途

映像音響設備機器および取付

同上の取付部補強

同上の配管

同上の配線

同上の1次側電源供給

カードリーダー、および同ボックス

ユニット型は機械設備工事

暗幕ｶｰﾃﾝ、ﾒﾃﾞｨｶﾙｶｰﾃﾝ、遮光ｶｰﾃﾝ

実験台・流し台

同上の配管・配線

ドラフトチャンバー

同上の配管・配線

同上の排気ダクト

家具・什器

構内交換設備機器

構内情報通信網設備機器

同上の配管配線

同上の配管配線

島HUB2次側配線を除く
NW機器架内配線、及び受口と

縮尺　A1:

図面番号

　　　A3:

設計番号 工事名称

図面名称

縮尺　A1:

図面番号

一級建築士 NO.

　　　A3:

20240631-3

272847

石井 康彦

公立大学法人

木下 隆嗣

一級建築士 NO.248486
構造設計一級建築士 NO.4009

工藤 征志

一級建築士 NO.334956
設備設計一級建築士 NO.4756高専開設準備局　総務・施設整備課

滋賀県立大学
新築工事(第３工区)
滋賀県立高等専門学校

工事区分表 A011

：今回工事に該当あり ：該当する工事区分

実験機器 ピットを要する機器を含む

同上機器専用の基礎・ピット

舞台機構（装置・幕類・吊バトン含む）

体育館ステージは除く

バスケットゴール、手動ウィンチ

取付下地補強含む

防球ネット、コートライン

取付下地補強含む

バレーボール支柱・基礎・ネット

バトミントン支柱・基礎・ネット

取付下地補強含む

取付下地補強含む

取付下地補強含む

ステージ下収納台車・レール 取付下地補強含む

スタッキングチェア

ステージ下収納部内装

舞台照明設備

コンプレッサー、レシーバータンク

同上の２次側配管

集塵機

同上のダクト

溶接ブース

総合試験運転調整等

開口補強リスト
箇所数

4 天井開口

部位

壁開口

LGS100型

開口寸法

W900×H1200

W500×H200

注記：開口補強リストは、設計上の必要数量であり、施工上必要箇所と相違ある場合には監督職員と協議による。

実験室棟
体育館

実習工場・

5

14 -

W600×H200 2 -

W800×H200 2 -

W900×H200 9 2

W1100×H200 - 2

W200×H500 5 -

W270×H600 4 5

箇所数

50

部位

LGS

開口寸法

450□

実験室棟
体育館

実習工場・

40

900×900

700×625

150×150

200×200

部材
対象

部材
対象

天井点検口

300×300

350×350

400×400

150×1235

220×1235

600□
天井点検口

410

66

45

2011

61

-6

58

32

-20

-3

梁貫通

箇所数
部位

S

開口寸法

実験室棟
体育館

実習工場・

100φ

150φ

部材
対象

200φ

-17

-10

3-

梁貫通

箇所数
部位

RC

開口寸法

実験室棟
体育館

実習工場・

75φ

100φ

部材
対象

125φ

4-

3074

-8

(地中梁)

150φ 3292

床開口 RC

スラブ

100φ

125φ

150φ

600□

600φ

1317

-2

10492

43

8-

天井点検口
野縁ﾙｰﾊﾞｰ部

550□
7389

基本料金を含む

基本料金を含む

実験室棟
実習工場・

体育館
LGS65型

建具詳細図による

建具詳細図による

建具詳細図による



10.390

150.95

20.800

20.
58

7.3
4 13.24

16.540

35.3
9

23.7
10

40.71

9.75

53.64

19.930

23.70

75.63

33.42

6.
44

13
.7
5

4.
05

7.35
6.08

11.40
0

5.83016.01
05.01

8.00
7.01

10.00
10.02

7.0106.00

3.243.250

10.98
19.5305.0005.44

4.570

3.49

3.013.51

2.2802.840

2.840
3.01

0.97
2.610

10.045.780
19.220

35.92

11.170

23.600

14.43
6.18

15.85
9.07

12.96
11.928.0106.0006.5307.4808.0106.027.9910.0208.0208.0016.770

3
9
.
7
4
0

45.500

5.96

39.810

3.00

6.
39

4.
51
0

4.89

6.
521.17

1.17

4.96

4
.
9
7
0

A51
A47

A46
A45

A44
A43 A42

A41

A40

A38
A37 A36

A35

A33A34
A30A31

A29 A28 A27

A26 A25 A23
A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16

A15
A14

A13
A12

A10
A11

A8

A7A6
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6.2-R2

K3543
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KK5
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A9

A4
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■開発区域求積表

Ｎ

滋賀県立高等専門学校

測点番号 X座標 Y座標 距離(m) DX(m) DY(m) 倍面積(㎡) 点間距離 備考

$�� -����������� ��������� - - - -

$� -����������� ��������� ������������ ������ ������ �������������� ������ ቃ⏺ᮺ

&�� -����������� ��������� ������������ ������� ������� -�������������� ������� ቃ⏺ᮺ

+���� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -�������������� ������� ቃ⏺ᮺ

+���� -����������� ��������� ������������ �������� ������� -�������������� �������� ቃ⏺ᮺ

&��� -����������� ��������� ������������ ������� -������ -�������������� ������� ቃ⏺ᮺ

&��� -����������� ��������� ������������ ������� ������ ����������� ������� ቃ⏺ᮺ

&��� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������ ቃ⏺ᮺ

&��� -����������� ��������� ������������ ������� ������ -������������ ������� ቃ⏺ᮺ

&��� -����������� ��������� ������������ ������� ������� -�������������� ������� ቃ⏺ᮺ

&��� -����������� ��������� ������������ ������� ������ -�������������� ������� ቃ⏺ᮺ

&��� -����������� ��������� ������������ ������� ������ -�������������� ������� ቃ⏺ᮺ

&��� -����������� ��������� ������������ ������� -������ ������������ ������� ቃ⏺ᮺ

&��� -����������� ��������� ������������ ������ -������ �������������� ������ ቃ⏺ᮺ

+���� -����������� ��������� ������������ ������� -������� �������������� ������� ቃ⏺ᮺ

���-5� -����������� ��������� ������������ -������� ������� �������������� ������� ቃ⏺㗩

.���� -����������� ��������� ������������ -������� ������� -�������������� ������� ቃ⏺㗩

.���� -����������� ��������� ������������ -������� ������� -�������������� ������� ቃ⏺㗩

.���� -����������� ��������� ������������ -������� ������� -�������������� ������� ቃ⏺㗩

..� -����������� ��������� ������������ -������ ������ -�������������� ������ ቃ⏺㗩

..� -����������� ��������� ������������ -������ ������� -�������������� ������� ቃ⏺㗩

..� -����������� ��������� ������������ -������ ������ -�������������� ������ ቃ⏺㗩

..� -����������� ��������� ������������ -������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

.���� -����������� ��������� ������������ -������ ������ -�������������� ������ ቃ⏺㗩

$� -����������� ��������� ������������ ������� ������ -������������ ������� ቃ⏺㗩

$� -����������� ��������� ������������ ������ -������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

$� -����������� ��������� ������������ ������ -������ ����������� ������ ቃ⏺㗩

$� -����������� ��������� ������������ ������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$� -����������� ��������� ������������ ������ ������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$� -����������� ��������� ������������ -������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

$� -����������� ��������� ������������ -������ ������ -�������������� ������ ቃ⏺㗩

$� -����������� ��������� ������������ -������ -������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������� -������ ������������ ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������� -������ �������������� ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ �������������� ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������� -������ �������������� ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������� -������� �������������� ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������� -������ �������������� ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������� -������ �������������� ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������� -������ �������������� ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������� -������ ������������ ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������� -������ ������������ ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������� -������ �������������� ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������� -������ �������������� ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ �������������� ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ ������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ ������� -������� �������������� ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ ������ -������ �������������� ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ ������� ������� -�������������� ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ ������ -������ -�������������� ������ ቃ⏺ᮺ

$�� -����������� ��������� ������������ ������� -������� �������������� ������� ቃ⏺ᮺ

$� -����������� ��������� ������������ - - -

倍面積(㎡) �����������

面積(㎡) �����������

ᆅ積(㎡) ���������

測点番号 X座標 Y座標 距離(m) DX(m) DY(m) 倍面積(㎡) 点間距離 備考
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縮尺　A1:

図面番号

　　　A3:

設計番号 工事名称

図面名称

縮尺　A1:

図面番号

一級建築士 NO.

　　　A3:

20240631-3

272847

石井 康彦

公立大学法人

木下 隆嗣

一級建築士 NO.248486
構造設計一級建築士 NO.4009

工藤 征志

一級建築士 NO.334956
設備設計一級建築士 NO.4756高専開設準備局　総務・施設整備課

滋賀県立大学
新築工事(第３工区)
滋賀県立高等専門学校

A012敷地図・敷地求積図 その１
1/600
1/1200

開発区域界

（凡例）
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■歩道求積表

滋賀県立高等専門学校

■敷地面積（　　　 部）

 =開発区域面積 - 歩道面積

 = 37,892.34 - 1,325.29

測点番号 X座標 Y座標 距離(m) DX(m) DY(m) 倍面積(㎡) 点間距離 備考

%�� -����������� ��������� - - - -

$� -����������� ��������� ������������ ������� ������ -������������ ������� ቃ⏺㗩

$� -����������� ��������� ������������ ������ -������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

$� -����������� ��������� ������������ ������ -������ ����������� ������ ቃ⏺㗩

$� -����������� ��������� ������������ ������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$� -����������� ��������� ������������ ������ ������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$� -����������� ��������� ������������ -������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

$� -����������� ��������� ������������ -������ ������ -�������������� ������ ቃ⏺㗩

$� -����������� ��������� ������������ -������ -������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������� -������ ������������ ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������� -������ �������������� ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ �������������� ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������� -������ �������������� ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������� -������� �������������� ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������� -������ �������������� ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������� -������ �������������� ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������� -������ �������������� ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������� -������ ������������ ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������� -������ ������������ ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������� -������ �������������� ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������� -������ �������������� ������� ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ -������ -������ �������������� ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ ������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

$�� -����������� ��������� ������������ ������ -������ ������������ ������ ቃ⏺㗩

%� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

%� -����������� ��������� ������������ ������� ������ -�������������� ������� ቃ⏺㗩

%� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -�������������� ������ ቃ⏺㗩

%� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

%� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

%� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

%� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

%� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

%� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������� ������ -������������ ������� ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������� ������ -�������������� ������� ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������� ������ -������������ ������� ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������� ������ -������������ ������� ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������� ������ -�������������� ������� ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������� ������ -�������������� ������� ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������� ������� -�������������� ������� ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������� ������ -�������������� ������� ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -�������������� ������ ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������� ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������� ������ -�������������� ������� ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -�������������� ������� ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������� ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������ ������ -������������ ������ ቃ⏺㗩

%�� -����������� ��������� ������������ ������� ������ -������������ ������� ቃ⏺㗩

$� -����������� ��������� ������������ - - -

倍面積(㎡) ����������

面積(㎡) ����������

ᆅ積(㎡) ��������

測点番号 X座標 Y座標 距離(m) DX(m) DY(m) 倍面積(㎡) 点間距離 備考 測点番号 X座標 Y座標 距離(m) DX(m) DY(m) 倍面積(㎡) 点間距離 備考

 = 36,567.05 ㎡
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図面番号

　　　A3:

設計番号 工事名称

図面名称

縮尺　A1:

図面番号

一級建築士 NO.

　　　A3:

20240631-3

272847

石井 康彦

公立大学法人

木下 隆嗣

一級建築士 NO.248486
構造設計一級建築士 NO.4009

工藤 征志

一級建築士 NO.334956
設備設計一級建築士 NO.4756高専開設準備局　総務・施設整備課

滋賀県立大学
新築工事(第３工区)
滋賀県立高等専門学校

A013敷地図・敷地求積図 その２
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建物求積図　実習工場・実験室棟　建築面積 面積表
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縮尺　A1:

図面番号

　　　A3:

設計番号 工事名称

図面名称
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一級建築士 NO.
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石井 康彦

公立大学法人

木下 隆嗣
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